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　誰しも苦手なものはある。虫が嫌いとか、高いところが怖いとか。

　駄目なものは駄目なのだから他人がとやかく言うべきではないし、努力して克服するようなものでもないと典のり孝たかは考えていた。

「ちょっといいか」

　業者との打ち合わせを終え、事務所に戻ってすぐ上司である前まえ田だに呼ばれた。

　みな出払っているのか、六階建てのビルの三階にある事務所内にいるのは、前田とアルバイトの女子大生、事務の三人だけだ。

　開放感のある広々としたワンフロアは、ドアを開けると瞬時に室内が見渡せるおかげで、前田が呼んでいるのがアルバイトでも事務でもなく自分だとわかった。

「はい」

　一度デスクに寄って鞄かばんを置くと、いま手掛けているビアレストランの模型が置かれた中央テーブルを回って前田のデスクに歩み寄る。

　一見穏やかそうな風貌の前田はせっかちで、完璧主義者なところがあるので待たせるとたちまち機嫌を損ねてしまう。大学卒業後に入ったアパレル会社が倒産して、去年、二十七歳で再就職したばかりの新参者としては、フットワークの軽さも重要だった。

「市いち原はら、帰ったばかりで悪いが、いまからここに行ってくれるか」

　前田は、手元の書類を捲めくりながらデスクの上にメモを滑らせた。

「直帰でいいから」

　メモを拾い上げた典孝は、腕時計をちらりと見る。

　午後四時を過ぎたばかりだ。スムーズにいけば今日は久しぶりに早く帰れるだろう。ここ一ヶ月ほどはずっと残業続きで、休みの日には接待ゴルフにつき合わされていたためゆっくり休める機会はめったにない。

　テレビでも観みながらのんびりするか。

「わかりました」

　二つ返事で承諾すると同時に半身を引いた典孝だが、直後、メモに書かれていた店名と住所を確認していったん動きを止める。

「ここって、もしかして───」

『PussyCat』という店名だけなら、キャバクラだと思ったにちがいない。けれど、住所がいわゆるハッテン場と呼ばれる界かい隈わいの外れとなれば、引っかかるのは当然だった。

「あー、ゲイバーだとさ」

　デスクの上の書類に目を落としたままで前田がさらりと認める。軽い調子で流され、典孝は顔をしかめた。

「俺がそういうの無理だって知ってるはずですよね」

　多少皮肉めいた口調になってしまうのは当然だろう。典孝がなにより苦手なのは、まさにゲイと呼ばれる者たちだった。

　周囲に迷惑をかけないのなら好きにすればいいと思う。他人の性的嗜し好こうをとやかく言うつもりはない。だが、マイノリティなんて単語で自分たちを正当化し、堂々と公言する奴やつらばかりは受け入れがたい。

　それを、前田も知っているはずだ。いつぞやの懇親会で、学生時代の思い出話になった際、同性愛なんて理解できないし、近づきたくもないと話したのだから。

　その際理由も打ち明けた。大学に入ってすぐ親しくなった相手がゲイで、しつこく言い寄られた過去は自分にとって忘れてしまいたい汚点だ、と。

　とにかくゲイとは係かかわり合いになりたくないというのが本音だった。

「なにが無理だって？」

　書類から顔を上げた前田が、こんとペンでデスクを叩たたいた。

「おまえの事情なんざ知ったこっちゃない」

「ですが……っ」

　冷ややかな半はん眼がんを向けられ、ぐっと言葉に詰まる。前田の言い分が正しいことは、典孝にもわかっていた。このご時世、大手ならまだしも個人事務所なら仕事を選より好みしている場合でないというのはどこも同じだ。

　典孝の勤める建築事務所『Spazio』ももちろん例外ではない。いくら業績が右肩上がりで業界内の注目度が高いとはいえ、社長を含めて総勢十一人のこぢんまりとした会社なので、ちょっとしたことが原因で屋台骨が傾きかねなかった。スタッフの中に同性愛に対して偏見を持つ者がいると外部に漏れれば、少なからず影響があるだろうことは容易に想像がつく。

　だからこそ、自分でないほうがいいのだが。

「あのな、市原」

　前田がペンでこめかみを搔かきつつ、ため息をこぼした。

「うちはリーズナブルとは言いがたいだろ？　俺としては、安さじゃなく質で勝負しているつもりだけど、おまえら営業の頑張りも大きいと思っているんだ。おまえは誠実な仕事をするし、それが武器である半面、型にはまったところがあるってのも自覚してるよな。たまにはその見てくれを利用するくらいのことしてみろって。殻を破ってくれるきっかけなんざ、どこに転がってるかわかんないわけだし」

「────」

　前田の言い分はもっともだろう。

　建築士が三人──もともと『Spazio』は同じ大学出身の社長と専務、前田の三人が起たち上げた会社だ──アシスタント三人、経理・事務各ひとりずつ、営業ふたり、アルバイトひとりという構成の『Spazio』にあって、営業担当の典孝の役割ははっきりしている。若いぶんフットワークの軽さで正面からアタックしていくのだ。

　社長自ら引き抜いた先輩営業マンの人脈に敵かなわない部分も多いが、新規の客に対しては自分のほうがうまくやれるという自負もある。

　武器は前田の言葉どおり誠実さだが──型にはまったところがあるのも、見てくれを利用しろと言われる理由も典孝自身わかっていた。

　昔からまず外見を褒められてきた。恰かつ好こういいはもとより、背が高い、目元がさわやか、俳優のなんとかに似てる等、とりあえず外見を褒めれば喜ぶとでも思っているのか、みな最初に同じような褒め言葉を口にする。

　典孝にしてみれば、それしかないと言われているようで不愉快な事実だ。

　他人に対してまず身構えてしまうのもそういう事情のせいなので、仕事相手の女性から告白されることがあっても喜べない。仕事相手と面倒な関係になるなど言語道断だし、それ以前にいまは仕事が忙しくて恋愛にかまけている余裕はなかった。

「けど、俺、ゲイ相手に愛嬌を振り撒まける自信がないですよ」

　その場面を想像しただけでぞっとする。少しでも下心を見せられた日には、仕事を放り出してしまいかねない。

　ゲイの男のしつこさを大学時代に厭いやというほど思い知らされたのだ。やんわりと断ったくらいではあきらめてくれず、友だち面で強引に距離を縮めようとしてくる。ごめんと謝りながら肩を抱き寄せようとした友人を思い出すと寒気がして、当時の怒りがよみがえってきた。

　あんな裏切りを経験するのは一度で十分だ。

　眉間に皺しわを寄せた典孝に、前田は追い払うかのように右手を振った。

「先方は札束とでも思えばいい。とにかく、早く行け」

　話は終わりだとばかりにふたたび書類に向かう姿を前にして、これ以上なにを言っても無駄だと悟る。

　仕事は仕事だ。しようがない。こうなったら意地でもうちを選ばせてやる。そう自分に言い聞かせ、渋々承知する。

「……行ってきます」

　メモを上着のポケットに押し込み、鞄を手にするとすぐに事務所をあとにした。

　十月に入ってからずいぶん秋めいてきたとはいえ、日中はまだ日差しが強い。今日のように天気がいい日だと、スーツを着て歩いているだけでシャツの背中が汗ばんでくる。

　オフィス街だけあって、平日の昼間に行き交う人々はスーツ姿のビジネスマンがほとんどだが、上着を脱いで歩いている者もいるほどだ。駅前のカフェは、店内もオープンスペースもコーヒー片手に一服する人たちであふれている。

　徒歩十分ほどでパーキングまで来た典孝は、営業車に乗り込み、メモに書かれた住所を目指した。

　幸か不幸か道は混んでおらず、スムーズに車は流れていく。所要時間は三十分足らずだが、近づくにつれ気重になるのは致し方なかった。

　若い男女で賑にぎわっている繁華街を抜けて少し走ると、周囲の様相が変わる。そういう目で見るからか、どこか後ろ暗い雰囲気が漂っているように感じられた。

　近場のパーキングに駐車した典孝は、ため息を押し殺して降りる。この場所に自分が立ち、空気を吸っている事実自体不快だったが、いまは感情を脇に押しやり、自分のすべき仕事に集中しようと努力する。

　重い足取りで、メモにある店へ向かった。

　空には夕闇が広がり始め、それと同時にどこから湧いてくるのかひとも集まり出す。右を向いても左を向いても男ばかりだ。

　自分に向けられる意味深長なまなざしには気づかないふりをして、足早に先を急いだ。

『PussyCat』はすぐにわかった。黒いドアに、店名の入った蛍光ピンクのプレートが掲げられている。勇気を振り絞ってドアを開けてみると、まだ開店前なのか店内には誰もおらずがらんとしていた。

　カウンター席とテーブル席が四つほどの小さなバーだ。カウンターの奥には洋酒のボトルがディスプレイされ、真紅のカーペットに黒いテーブルとソファ、オーナーの趣味だろうか、壁には額に入った往年の外国映画のポスターが飾られている。

　雰囲気は悪くないが、やはり古さが目立つ。テーブルの角は塗りが剝はげているし、壁紙や絨じゆう毯たんにはところどころ染みがあった。

「あ、ごめんなさい。まだ開店前なの」

　カウンターの奥から五十歳前後の男が姿を見せた。普通のシャツとスラックスを身に着けていても喋しやべり方や身のこなしが女性っぽく、思わず腰が引ける。頰が引き攣つりそうになるのをなんとか耐え、典孝は彼に名刺を差し出した。

「こちらのオーナーさんから連絡をいただいて伺いました。『Spazio』の市原と申します」

「あら！」

　男は両手を合わせると、腰をくねらせながら典孝へと歩み寄ってきた。

「ごめんなさい。まさかこんなにいい男が来てくれるなんて思ってなかったから、てっきりお客さんだとばかり」

　気色の悪い台詞せりふとともに頰を染める目の前の男が、どうやらオーナーのようだ。正直出で端ばなをくじかれた気分だった。覚悟を決めてきたというのに、やたら襟足を手で撫なでつける様を前にして早くも回れ右したくなる。

「改装をご希望とのことですが、どの程度を希望されているのか詳しいお話を聞かせていただいてもよろしいでしょうか」

　自然に距離を取りつつ、店内に視線を巡らせる。現在の内装を最大限生かすのか、それともがらりと変えるのか、依頼内容によってかかるコストも日数も大きくちがってくる。

「そうねえ」

　オーナーは、じりっと典孝の傍そばに寄ってきた。

「そのへんも含めて検討中なの。予算の上限は決めてるんだけど、この際だからって気もするし」

　いい歳としをした男が顎に手を当て小首を傾かしげる、その姿に嫌悪感が込み上げる。同じ空間にいて呼吸をしていると自分の肺が汚れてきそうな錯覚にすら襲われた。

「ひとつ提案があるんだけど、もう少しで開店するから客層を見ていってくれないかしら。やっぱりうちの常連客さんと合わなかったらお話にならないでしょう？」

　冗談じゃない、と拒絶の言葉を吞のみ込んだ自分を褒めたいくらいだ。

　オーナーひとりを相手にしているだけでも苦痛なのに、ゲイに囲まれてしまうなんて──想像するだけで全身に鳥肌が立つ。

　これだから最近の風潮は厭なのだ。メディアで持ち上げられて市民権を得たかのように振る舞う輩やからを目にするたびに、恥知らずなと眉をひそめたくなる。

　もし自分がゲイだったら、一生誰にも打ち明けず、墓場まで持っていくだろう。

　典孝は、歪ゆがみそうになる顔に無理やり笑みを貼りつけた。

「そう、ですね。ただ、私の経験上オーナーさんのご希望を優先されるのが一番だと思いますよ。改装は頻繁にできるものではありませんから、後悔されることのないように」

　当たり障りのない言い方で急せかす。

「そうねえ」

　またしても顎に手をやりしなを作ったオーナーをできる限り見ないようにして、話を進めていく。鞄から資料を取り出そうとしたときだ。

「業者さん？」

　奥から、よく通る声とともに若い男が現れた。

　はっとするほど華のある男だ。彫りの深い顔立ちはもとより、眦まなじりの切れ上がった目の印象が強い。目力のある男が実際にいるのだと、彼を前にして初めて知る。襟足が肩につくほど髪が長くても軽薄な感じがしないのはそのせいだろう。

　身長は典孝と同じ、もしくは少し高いくらいか。外国人並みのスタイルに、白シャツと黒いパンツというシンプルな出いで立ちが映え、思わずじっと見つめてしまっていた。

「あ、章しよう吾ごくん。こちら、改装をお願いすることになるかもしれない『Spazio』の市原典孝さんよ」

　オーナーのにこやかな言葉を受け、一礼とともに自分でも名乗る。オーナーは、青年を「うちのバーテンの佐さ倉くら章吾くん」と紹介した。

　こういう店のバーテンなら、章吾もゲイだ。警戒心を抱く一方、もったいないと思ってしまう。これだけの容姿で、どうしてわざわざ男に走るのか理解に苦しむ。

　どうやら『PussyCat』はオーナーとバーテンダーのふたりで切り盛りしているらしい。

「章吾くんのおかげでうちはやっていけてるようなものなの。見た目はもちろん、バーテンダーとしても結構評判なのよ」

　嬉うれしそうにオーナーは語るが、正直どうでもよかった。一刻も早くやるべきことをすませて、ここを出て新鮮な空気を吸おう、典孝が考えていたのはそれだけだ。

「建築事務所の方なら今後もつき合いがありそうですね。一杯飲んでいってください。俺が奢おごるんで」

　けれど、先方は典孝の気持ちなどお構いなしだ。いくら典孝が悟られないように気をつけているといっても、普通の男がゲイバーに長居したいか、思案するまでもないだろう。

「いえ」

　カウンターの中に入り、早速シェーカーを手にした章吾にやんわりと辞退する。

「まだ仕事中ですので」

　そもそも典孝には飲酒の習慣がない。そう強くないうえ、アパレル会社員時代に先輩や同僚の見苦しい姿を何度か目の当たりにしてうんざりしたため、いまの職場では下戸で通している。

　ゲイバーのカクテルなら、なおさら飲みたくない。

　章吾を意識から追い出してオーナーひとりに照準を定め、見てくれを利用しろと言った前田の言葉を思い出しつつ営業スマイルで笑いかけた。

「ご予算をお聞きしてもよろしいでしょうか」

　オーナーがまた頰を染める。自分に向けられる熱いまなざしにはぞっとするが、笑顔ひとつで仕事が決まるなら安いものだ。

「やだ。市原さんって、ただの営業さんには見えな～い。ほんとさわやかで、眩まぶしいくらいだわ。ねえ、章吾くんもそう思うでしょ？」

　まるで女子高生みたいにはしゃぐ中年の男に同意を求められた章吾は、頷うなずいたあと苦笑した。

「オーナー、予算を聞かれてますよ」

「あらそうだったわねえ。ごめんなさい」

　オーナーが恥じらいを見せ、手で口元を押さえる。さっそく具体的な話に──と思った典孝だが、そう簡単にはいかなかった。

「予算、予算ね」

　曖あい昧まいな返答をしたオーナーはスツールに腰かけると、その後ものらりくらりとした態度で明言を避ける。もしかしたら改装するかどうかすら決めかねているのかもしれない。

　確かに、説明を聞くだけ聞いて、やっぱりやめたと言い出すクライアントも少なからずいる。だが、たとえ無駄足になろうとベストを尽くす、それは相手が誰であっても同じだし、尻尾を巻いて帰ってきたかと揶や揄ゆしてくる前田の顔が浮かんできてはまだ帰るわけにはいかなかった。

『Spazio』に改装をお願いしたいと、その一言を引き出すために、典孝は『Spazio』が手掛けてきた飲食店の内装の写真を貼ったファイルをオーナーの前に広げる。コンセプトはそれぞれちがうが、改装後は客足も増え、どの施主も満足していると聞く。

「現在のシックな内装もとても素敵だと思います。ですから、いまの雰囲気を生かしつつ、よりモダンな空間にしてはいかがでしょう」

　例としていくつかの写真を示すと、オーナーは興味津々でページを捲り始めた。

「入り口にこういう段差をつけるのって、いいわねえ。あ、こっちの背せ凭もたれの高い椅子、お洒しや落れじゃない？」

　写真を指差すオーナーに、あと一押しと自分を鼓舞しつつ対応する。腹の中ではなにを考えていようと、それを口にしなければいいだけの話だ。

「いいですね。その椅子とレトロなタイプの壁紙だと外国映画のポスターが映えると思いますよ」

「素敵！」

　オーナーの瞳が輝く。外国映画のポスターを生かす提案をしたことが功を奏したようだ。オーナーはすっかりその気になったらしく、次回は見積書を持参してくれと言われ、口約束の段階とはいえ『Spazio』に決めるという言質も取れた。

　努力の甲か斐いあってとりあえずの目的は果たせたので、長居は無用とファイルを鞄にしまい、早々に帰り支度をする。

　やっと外へ出られる。胸を撫で下ろした典孝だったが、またしても章吾に阻まれた。

「仕事は終わったみたいですね。うちで人気のカクテル、軽めだから一口だけ飲んでいってください」

　しつこい、とため息がこぼれそうになる。一度断ったのだから察すればいいものを……とはいっても、次も顔を合わせなければならない相手と気まずくなるのは得策ではないだろう。

「ぜひぜひ！」

　などとオーナーにも勧められてしまってはなおさら断りづらかった。

「──じゃあ、少しだけ」

　スツールに座り、鞄を隣の席に置く。それを待っていたかのようなタイミングで、章吾が上段に構えたシェーカーを大きく振った。

　流れるような動きの三段振りに合わせて、小気味よい音が響く。改めて見ても目を惹ひく男で、日本人離れした外見と相あい俟まってまるで映画のワンシーンさながらだ。

「『PussyCat』って店名、ちょっと意味深に聞こえますけど、カクテルの名前なんですよ。本来はノンアルコールのカクテルなんですが、うちの場合ほんの少しジンを入れて出すんです」

　オレンジ色の液体の入ったゴブレットが目の前に置かれる。甘い柑かん橘きつ系の匂いを嗅いでから、典孝はゴブレットを手に取った。

　スライスしたオレンジの浮かんだカクテルを口に含むと、甘酸っぱさと冷たい喉越しを味わう。章吾の言ったとおりアルコールはほとんど感じられず、口当たりもよくて二口目を飲んだ。

「飲みやすいですね」

　典孝にしてみれば、この場で章吾のカクテルを飲み、会話を交わすこと自体最大限の譲歩だ。仕事でなかったら同性愛者と向き合い、話をしようなんて絶対に思わなかった。

「でしょう？」

　開店準備を続ける傍ら、章吾が目を細める。ほほ笑んだようにも見え、俺相手にいくら媚こびを売っても無駄だと内心で嗤わらいつつ三口目を飲む。

「佐倉さんは、この店に勤めて長いんですか」

　好奇心というより、間をもたせるための問いだった。

「章吾でいいです。ここで苗みよう字じを呼ばれるのは、どうも落ち着かないので」

　章吾はそう前置きをしてから、顎を引いた。

「二十歳のときからだから、五年になりますね」
















　水商売で、同じ店に五年いるというのが長いのか短いのかわからない。しかし、それよりも章吾が年下だという事実に驚く。落ち着いているので同じ歳、もしくは少し上なのかと思っていた。

　なにしろ、色気を感じるのだ。

　外見のみなら典孝も負けていないだろうが、章吾にはどこか危険な匂いが漂っている。夜の匂い、とでも言えばいいのか。そういう陰を窺うかがわせるところが章吾をやけに大人びて見せる。

「煙草たばこ吸っていいですか？」

　これも意外だった。こういうバーに出入りするような人間は不作法で自分勝手に振る舞う輩ばかりだという先入観を持っていたので、断られるとは思っていなかった。

「ええ、もちろん」

　典孝の返答を待って、章吾は煙草を唇にのせる。煙草を吸う人間なら事務所にごろごろいるが、外見がいいと片手で火をつける仕し種ぐさも様になる。

　覚えず見つめていると、どうやら勘違いされたらしい。

「どうぞ」

　煙草を向けられ、慌てて首を横に振った。

「吸わないんです」

　百害あって一理なしと言われる煙草を吸う奴の気が知れない。学生時代、ファッション感覚で煙草に手を出す友人たちを横目に、内心で嘲笑したものだ。

「へえ」

　吐き出した煙に目を眇すがめた章吾が、どこか意味ありげな表情で唇の両端を吊つり上げた。

「真面目なんですね。仕事中だからと酒を断るし、煙草はやらないし？」

　笑い混じりで言われると、ばかにされているような気がしてむっとする。個人的主義をとやかく言われる筋合いはない。

「べつに真面目だから酒や煙草をやらないわけではないです。必要を感じないというだけなので」

　口早に反論した典孝に、吸いさしを灰皿で弾はじいた章吾は切れ長の目をひたと向けてきた。

「なら、あなたが必要としていることってなんですか」

「────」

　なんだ、こいつ。

　不ぶ躾しつけな質問に眉根が寄る。仕事上のつき合いだからとこっちが我慢しているのをいいことに、初対面で無礼にもほどがある。それとも、こなをかけているつもりだろうか。だとしたら、無駄な努力だと教えてやらなければならない。

「ああ、しいて言えば、彼女ですね。特定の相手は面倒なんですが、たまに寂しくなるんですよ」

　本気で彼女が欲しいわけではなく、単なる牽けん制せいだ。俺はゲイじゃない、おまえとはちがうと言外に示したつもりだ。

「わかります。俺も最近彼女と別れたばかりだから」

「……彼女？」

　だが、章吾の口から意外な単語が発せられ、典孝は咄とつ嗟さに彼を見返していた。聞き間違いか、それとも──。

「あ、やばい。内緒にしてくださいよ」

　章吾が人差し指を唇に当て、片目を瞑つぶる。普通の男に同じことをやられたら失笑してしまいそうだが、章吾だと気き障ざな仕種が様になる。いや、そんなことはどうでもいい。ゲイバーのバーテンダーをやりながら、章吾はゲイではないというのか。

「でも……じゃあ、どうしてここで」

　自分たち以外誰もいないのに、内緒にしてくれと言われたせいで自然に声をひそめて問う。オーナーは買い出しにでも出かけたのか、さっきから姿が見えない。

　半信半疑の質問に、章吾は苦笑いとともに肩をすくめた。

「前のバーテンダーがやめたとき、次が見つかるまでの繫つなぎで入ってくれってオーナーに頼まれたんですよ。オーナーにちょっとした借りがあったんで承知したんですけど──まさか五年になるなんて俺も予想してなかったですね」

　そういう事情だったのか。皮肉っぽい態度に見えたのは、つまるところ男に媚を売る必要がなかったからなのだ。

　わかってみるとほっとし、章吾に対する同情心すら芽生える。借りがあるとはいえ、ゲイと偽ってまでゲイバーで働かざるを得ないなんて、もし自分だったらと思えば背筋が寒くなる。

「もう一杯どうですか？」

　グラスを磨く作業をいったんやめた章吾がそう言い、いつの間にかゴブレットが空になっていることに気づく。

「アルコール度数の低いものなら、大丈夫でしょう？」

　そう言いつつシェーカーを手に取る章吾に、一度は辞退しようとした典孝だが、もう一杯くらいならとすぐに思い直す。

『PussyCat』はうまかったし、奢られっぱなしで帰るのも気が引ける。

　それに、秘密を打ち明けてくれたことで親近感が湧いた。

「じゃあ、お願いします」

　章吾がストレートとわかったおかげで今後の仕事がやりやすくなったというのもある。いつもとは勝手がちがうのでどうアプローチすべきか頭を悩ませていたが、章吾を味方につけられたらずいぶん楽になる。

「今度はウイスキーを少し使ってみます」

　洋酒のボトルを手にした章吾に頷いた典孝は、ふと、章吾の手に目を留める。綺き麗れいな手だ。シェーカーを持つ指は長く、いかにも器用そうに見える。

「佐倉さんは」

「章吾」

　すぐに訂正が入り、いったん言葉を切る。初対面の相手を名前で呼ぶのに抵抗があるとはいえ、ここは章吾に合わせるべきだと判断した。

「章吾さんは、女性にもてそうなのに」

　この店でなかったら、と続けると、章吾が片頰だけでほほ笑んだ。

「でもないですよ」

　軽く受け流せること自体、肯定しているようなものだ。典孝自身、学生時代から友人たちに羨ましがられてきたものの、きっと章吾はそれ以上にちがいない。

　女は危険な匂いのする男に惹かれるというが、男も危険な匂いのする女にはつい引き寄せられる。ゲイであってもそれは同じだろう。ストレートである章吾がゲイの男たちにもてたところで迷惑以外のなにものでもないはずだが。

　いずれにしても、ちゃんと頭を働かせて理性や秩序を優先すれば危険は回避できる。現に典孝は、ゲイの友人から逃げたし、過去に色事での失敗は一度としてなかった。

　唐突に店のドアが開いた。オーナーが戻ってきたのかと思えば、快活な声とともに入ってきたのは二十歳前後の細身の青年だった。

「やった。フライング、俺だけじゃないんだ」

　シャツにベスト、ジーンズにハイカットのブーツという恰好の彼は、愛嬌を振り撒きながら近づいてくる。

「ナギ、まだ開店前」

　章吾が注意しても意に介さず、ナギと呼ばれた青年はちゃっかり典孝の右隣に腰かけた。

「えー、いいじゃん。先客いるんだし。あ、なになに。もしかしてこの彼は特別だったり？　章吾くんのいいひと？」

　明るく染めた髪を搔き上げ、にやにやするナギに、

「ちがいます」

　典孝は即座に否定する。自分も章吾もゲイではないという意味だったが、ナギにはどうでもよかったらしい。

「章吾くん、ビールちょうだい」

　常連なのか慣れた様子で構わず注文すると、愚痴をこぼし始めた。

「つか、鬼だと思うよね。単位くれないって言うんだよ。こうなったら、単位のために身体からだ使うしかないかも。あ、もしかしてあの教授、俺の気を惹きたくて意地悪するのかな」

　まだ少年らしさの残る二ふた重え瞼まぶたの目を見開き、ため息をつくナギに呆あきれる。話の内容もさることながら、大学生のくせにゲイバーに出入りしている事実もどうかと思う。

　章吾も同感だったようで、典孝の前にカクテルグラスを置いたあと、眉間に皺を刻んだ。

「おまえ、そんなことばっかやってると、いまに痛い目見るぞ」

　もっともな忠告に、カクテルグラスを手に取った典孝も自然に顎が上下に動く。綺麗な赤褐色の液体に口をつけてみると、こちらもほどよい甘さがあって飲みやすかった。

「うまいですね」

　率直な感想を口にする。章吾が飲みやすいカクテルを選んでいるおかげもあるだろうが、酒をうまいと思ったのは初めてだった。

　章吾が眉間の皺を解く。口元が綻んだのがわかり、典孝はさらに言葉を重ねていく。

「これ、なんてお酒ですか？　綺麗な色ですね」

　最初のジュースもどきとはちがい、見た目も味もちゃんと酒だ。それが証拠に、微かすかに頰が熱くなる。

「マンハッタンですよ。女性と飲むには定番のカクテルです」

「なるほど」

　そうかもしれない。夜景の見えるバーでグラスを傾けたらムード満点だ、などとらしくもなくロマンティックな想像をする。

「なんだよ～。やっぱり特別なんじゃん」

　ナギが唇を尖とがらせた。アイドル顔負けの可愛かわいらしさであっても、ゲイバーの常連客である事実がどうにも印象を悪くする。

「だから、ちがうと言いましたよね。私はゲイじゃないですし、彼だって──」

　同じ、と続けるつもりだった典孝は、章吾の咳せき払いに慌てて口を閉じる。内緒にしてほしいと言われたばかりなのに、うっかりばらしてしまうところだった。

　口が軽くなったのは飲みすぎたせいだろう。これ以上ここにいたら、酔った勢いで失言をしかねない。

「私はそろそろ……」

　スツールから腰を上げようとした典孝だが、新たな客に邪魔される。

「おや。もう先客がいたんだな」

　三十代前半だろう、どことなく洗練された雰囲気の男はまっすぐカウンター席までやってきた。

「ナギくん、なに拗すねてるの？」

　彼も常連客なのか、親しげな様子でナギに声をかけてから典孝の左隣のスツールに座る。

「あ～、耀よう司じくん、聞いてよ。章吾くんが客を差別する！」

　ナギが身を乗り出して訴えると、耀司と呼ばれた彼はナギを気遣うように眦を下げた。

「章吾くんはもともと客に対しても容赦ないからねえ」

　紳士的な見かけ同様、話し方もやわらかい。育ちがいいのだろうと、典孝は耀司を観察した。

「それって、客商売としておかしくない？」

　いっそうナギの唇が尖る。

「ん～、でも、そのへんも含めてこの店の魅力じゃないのかな」

　あくまで耀司の応対はスマートだ。

「単に見た目が恰好いいから許されてるだけっしょ。章吾くんが平凡な容姿だったら、みんなそっぽ向いてたと思う！」

「ナギくん、それを言ったらおしまいだよ」

　自分を挟んで両隣で交わされる会話に、典孝は首を傾げる。恰好いいから許されているという意見に異論はないが、耀司がなぜナギの隣ではなく自分の隣に腰かけたのか、それについては理解しかねる。

　ナギの隣が空いているのだから、そっちに座るべきなのに。

　自分同様ビジネスマンらしい耀司が身に着けているのは、一目で仕立てがいいとわかる高級スーツだ。もしかしたら完全なオーダーメードかもしれない。髪は短く整えられ、清潔感がある。手首の腕時計も高価なブランド品で、ゲイだという事実さえなければ完璧な男と言ってもいい。

「でも、事実でしょうよ」

　ぷいと顎をそらしたナギに苦笑した耀司が、その目を典孝に向けてきた。

「いきなりすみません。永なが田た耀司と言います」

　やわらかい笑みに、おっとりとした物言い。永田耀司という名前が本名なのかどうか知らないが、この場にいるのが不思議に思われるような男だ。

　どう答えようか迷った典孝だが、その必要はなかった。

「彼は店の改装のためにオーナーが依頼した建築事務所の方。店の客じゃないから」

　暗にストレートだと言ってくれたらしい、章吾がすかさず助け舟を出してきた。

　口説けないとわかったせいかナギが興味なさそうにビールを呷あおる一方、耀司は変わらずにこにことしている。

「建築士さん？」

「いえ。営業です」

「名刺、交換してもらっていい？」

　こういう店では初対面の相手に素性を明かさないのが普通だと思うのに、構わず耀司は上着の内ポケットから名刺入れを出すと一枚抜き取り、差し出した。

「あ……どうも」

　警戒心のなさに面食らったものの、なにかあって困るのは自分ではない。典孝の場合は仕事でここにいるのであって、プライベートで来ている耀司とは事情がちがう。

　交換した名刺に目を落とした典孝はぎょっとし、反射的に耀司を見返した。

「──エーエス電機、企画開発部、課長、永田耀司」

　そこに書かれている文字を声に出して読み上げてしまったのは、それだけ驚いたからだ。エーエス電機は誰もが知っている大企業だし、三十過ぎだろう年齢で課長という肩書きがついているなら、耀司は間違いなくエリートだ。

「ノンケのお兄さん、騙だまされちゃ駄目だよ。耀司くんっていいとこの坊ちゃんだし、Ｔ大卒だし、この容姿だから油断するかもしれないけど、それも手だから。気づいたら食われちゃったってことになるよ」

　ナギが意味ありげに口角を上げる。

「ナギくん」

　困り切った様子の耀司が額を指で押さえたが、先入観のせいか、ちょっとした所作まで品よく見える。

「ナギくんは置いておいて、お近づきの印に一杯奢らせて」

　そう言うが早いか、耀司は章吾に視線を送った。

　すでに二杯。今日は飲みすぎている。なにより、どれほどのエリートであっても相手は天敵も同然のゲイだ。辞退しようとした典孝は、

「でも、ちょうどよかったかな。うちの実家、近々リノベーションする予定だから」

　この一言で思い留とどまる。我慢してゲイバーに来たのだから、収穫は多いほうがいいに決まっている。

　軽めの酒だったし、あと一杯くらいならどうってことはない。

「やめといたほうがいいんじゃないですか？」

　気を遣って確認してくれた章吾に、典孝は笑顔で応じる。

「こっちも永田さんに一杯お願いします」

　典孝が人差し指を立てて注文すると、知らないよとでも言いたげに章吾はひょいと肩をすくめた。

　耀司にウイスキーのロック、典孝に淡いピンクのカクテルが用意された頃、ちょうど開店時刻になったのだろう、数人の客が声高に談笑しながら入ってきた。
















　テーブル席についた彼らは、まだ十八時という時刻にも拘かかわらずすっかり出来上がっている様子で、時折卑ひ猥わいな単語を発している。

　いつの間に戻ってきたのかオーナーが接客しているが、若者たちは父親ほどの年齢のオーナーを相手にまったく敬意がなく、目に余るほどだった。

　集団を視界に入れないようにして三杯目のカクテルを飲んだ典孝は、かあっと頰やうなじが熱くなるのがわかった。久しぶりに飲んだせいか、アルコールが回るのが早い。

「ゲイってだいたい常識ないですね」

　そのせいだろう、声に出すつもりはなかったのにうっかり口が滑る。しまったと思い、すぐに取り繕おうとしたがそれより先にナギが反応した。

「なに、その差別発言。ノンケだって目を疑うような真ま似ねする奴いっぱいいるじゃん」

　尖った口調で抗議され、顔と頭に血が上る。テーブル席の若者たちに対する批判であってナギに対して他意があったわけではなかったが、年下にタメ口で文句を言われると癇かんに障る。やめておくべきだと自分でわかっていても止められなかった。

「割合の問題を言ってるんですよ。ゲイにモラルを問うのが間違いなのかもしれないですけど」

「は？」

　ナギが大きな目を見開く。

「完全アウェイな状況でなに言ってんの、このひと。空気読めないひと？」

　無遠慮に典孝を指差して耀司に同意を求める。まあまあと宥なだめようとする彼の反応の薄さに納得できなかったのか、今度は章吾を巻き込みにかかる。

「章吾くんもなに平然としてるんだよ。いまこのひと、さらりと俺たちのことｄｉｓったからね。章吾くんのこともこの店のこともだよ」

　オーダーの入った酒を作っている章吾に嚙かみついたナギを、典孝は内心で無駄だと嗤った。同類だと信じているようだが、章吾がゲイでないとさっき聞いたばかりだ。章吾はオーナーに恩があるから、仕方なくゲイのふりをしているだけだと。

「べつに、みなさんや店についてとやかく言う気はないです。モラルのない奴らの話をしているだけなんで」

　ナギはさておき、耀司の機嫌を損ねるのは本意ではないし、言い争う気もないので即座に言い繕い、カクテルにまた口をつける。慣れない酒を飲んだせいで、やたら喉が渇いてきた。

「すみません……水を、もらえますか」

　章吾に頼む一方、右手でネクタイを引っ張り、緩める。

「もう酔ったんだ？　弱～い」

　ナギの挑発は無言で聞き流した。水を飲んだら今度こそ帰ろう。そう思ったのに、

「喉が渇いたんなら、ビールでしょう！」

　テーブル席を離れたオーナーが笑顔で横から口を挟んできたせいで、またしても予定が狂う。他の相手ならすぐさま撥はねつけるところだが、今後のことがあるので固辞するのが躊躇ためらわれた。

「オーナー。市原さん、そう強くないみたいですから」

　ここでも章吾が助け舟を出してくれ、ほっとしたのも束つかの間、オーナーはなぜか相好を崩す。

「あらあら、章吾くんが気にかけるなんてめずらしい。ますます帰すわけにはいかないわ～」

　カウンターの中に入ったかと思うといそいそとグラスにビールを注ぎ出し、強引に典孝に押しつけてきた。

　グラスを受け取るのを迷ったのは短い間だった。

　いや、普段の自分ならきっと理由をつけてうまく躱かわしていたはずだ。バーを出たあと、ひとの都合なんて考えないオーナーに対して、そういう態度だから若い奴に舐なめられるんだと悪態のひとつもつきつつ帰路についただろう。

　しかし、いまは頭が回らず言葉が浮かんでこない。自分がなにを言い出すのかさえ判然とせず、首を横に振った典孝は、なにをやってるんだと内心で自分に突っ込みながら一口だけとグラスに手を伸ばした。

　ごくりとビールを飲む。

　渇いた喉に冷たいビールはことのほかうまく感じて、一口どころか一気に半分ほど飲んでしまった。

「なによ。いい飲みっぷりじゃないの。さあさあ、じゃんじゃん飲んで」

　オーナーが愉たのしげな声を上げる。

「……いえ、もう、結構れ……っ」

　結構ですと返すつもりだったのに、舌を嚙んだせいで思わず手を口へ持っていく。反射的に立ち上がろうとした典孝は、すぐにスツールに戻るはめになった。

「脚にきてるみたいですね。いま帰るのは無理です」

　カウンターから章吾が出てきた。

「ら……いじょぶ、です」

　確かに酔っている。でも、他人を煩わせるほどではない。支えてくれようとする章吾の手を断り、再度自力で立とうとする。しかし、どうしてもうまくいかず、スツールから尻を浮かせてはまた落とすという動きを何度かくり返した典孝は、自覚しないわけにはいかなかった。

「……すみま、せん」

　章吾の言うとおりいま帰るのは無理そうだ。認めた途端に、酔いが回ってきて頭の芯がくらりとする。

「慣れてます。もっとひどい酔い方をする客がたくさんいますから」

　章吾は慰めのつもりかもしれないが、初対面の人間に、しかも仕事相手にみっともない姿を見せるなど、これまで経験したことがないほどの大きな失態にショックを受けた。

「もっと体重かけても大丈夫ですよ」

　厭でも章吾に支えてもらわなければならず、腕に摑つかまってなんとか立ち上がる。スタッフルームを借りるのもどうかと思うが、カウンター席に留まってこれ以上醜態をさらすわけにもいかず、典孝にしてみれば苦渋の選択だった。

「うわ～、やっさしいの！」

「ナギくん」

　ナギが茶化し、耀司が窘たしなめている声が聞こえてきてはなおさら自己嫌悪に陥り、小声でまた章吾に謝った。

「……本当に、すみません」

　章吾の態度は変わらない。ナギのように突っかかってくることもなければ、耀司ほど愛想よくもない。自然体なのは章吾がゲイではないせいもあるだろう。それだけに申し訳ない気持ちになり、典孝は身を縮める。

　スタッフルームのドアを開けると、長机とパイプ椅子が置いてあった。

　奥にはロッカー、長机の上には灰皿。ここで章吾は着替え、休憩しているようだ。

　パイプ椅子に座って安心したせいか、急に瞼が重くなってくる。しっかりしなければと思う半面、眠気には勝てそうになかった。

「すぐに……帰る、ので」

　なんとかそう伝えたが、我慢できずにそのまま机に突っ伏した。

「市原さ──水──ましょうか」

　章吾に話しかけられても、もう返事をするのも億おつ劫くうだ。すうと吸い込まれるような感覚とともに机に額をつけた典孝は、そこでぷつりと意識を手放した。











２






　誰かの話し声が聞こえる。

　なにを言っているのか、こううるさくてはおちおち眠っていられない。話がしたいならどこか他ですればいいのに。

「……んだ、よ」

　重い頭を横に振った。

「あれ？　目が覚めた？」

　けれど、去るどころかいままで以上に近くで声が聞こえてきて、目は閉じたまま眉をひそめた。

　顔を覗のぞき込まれているような気配がする。

　いったい誰に？

「う、るさい」

　鉛でもぶらさがっているかのように重く感じる腕を持ち上げ、右に大きく振った。うっとうしい誰かを追い払うつもりだったのに、空を切った右手に思うように力が入らず、そのまままた下にどさりと落とす。

　自分は……どうしたんだろう。ここは、どこなのか。

　眠気と闘いながら、疑問を晴らすために渋々瞼まぶたを持ち上げる。うっすらと目を開くと、真っ先に見えたのは横たわっている男の姿だった。

　誰だ？　確認したくて、ぼんやりした頭と視界の中、熟視する。

　目を凝らすと、相手も典のり孝たかをじっと見下ろしてくる。おまえは誰だと問おうとして口を開いた典孝だが、直後、ようやく気がついた。

　天井だ。

　天井の鏡に、寝転んだ典孝自身が映っているのだ。

「なんで、鏡が……」

　戸惑いつつそう呟つぶやいたとき、

「ラブホだからだよ」

　目の前でひらひらと手のひらが泳ぐ。典孝を見下ろしているのは、棒のついたキャンディを咥くわえて笑っている青年だ。彼の顔には見み憶おぼえがあった。

「きみは……」

「ナギ。忘れちゃったとか言わないで～」

　キャンディを口から抜いた彼が、芝居がかった表情で目をぐるりと回した。

　思い出した。確か典孝に絡んできた若者だ──が、わからないのは彼がどうしてここにいるのか、だった。

　勢いよく起き上がると同時に、こめかみに痛みを感じて両手で頭を抱える。呻うめきつつも、いったいなにがあったのか思い出そうと必死で思考を働かせた。

　そうだ。仕事で訪ねていったゲイバーで、一杯奢おごらせてくれとバーテンダーの章しよう吾ごに言われて仕方なくカウンター席に座った。開店前だったため他の客はいなかったが、フライングでナギがやってきて、隣のスツールに腰かけた。

　そのあと、もうひとり客がやってきて、名前は──。

「大丈夫？」

　奥からナギとはちがう声がして、びくりとした典孝は反射的に上掛けを両手で引き寄せた。

　風呂上がりのようで腰にバスタオルを巻き、濡ぬれた髪を拭きながら歩み寄ってくる彼は──あとから店にやってきたビジネスマンだ。

「一緒に飲んだのに忘れちゃったみたい。薄情だよね～。俺がナギで、彼が耀よう司じくん。ほら、思い出してくれた？」

　笑顔のナギにますます混乱した典孝は、ナギと耀司へ交互に視線をやり、じりっと尻で後あと退ずさりする。

　なぜ自分がこんなところにいるのか。ふたりが目の前にいるのか。かろうじて下着はつけているものの、いつの間にスーツを脱いだのか。

　いくら考えても思い出せない。

　ナギと耀司に挟まれて何杯か飲んだことは憶えている。なにを話したのか内容は定かではない。酔って、章吾にスタッフルームに連れていってもらった記憶はうっすらある。

　それから──ひとつひとつ思い出そうと努力するが、うまくいかない。まるでスタッフルームからこの場にワープしたかのようだった。

「市いち原はらさんが吐いて汚したから脱がせただけですよ」

　耀司が苦笑した。

「ここまで運んだ耀司くんまでゲロまみれになったしね」

　ナギも面白そうに続ける。俄にわかには信じがたい。まさか自分がそんな恥さらしな真ま似ねをしたなんて……本当だろうか。

　ちらりと天井の鏡を見ると、そこにはダブルベッドに座り上掛けを胸までたぐり寄せた自分の姿が映っている。

　陳腐な花柄の壁紙。安物っぽいガラステーブル、ソファ。テレビに目をやってぎょっとした。さっきからうるさいと思っていたのは、テレビに流れている映像のせいだった。そこでは、男同士のセックスがくり広げられている。

　醜悪な姿と声に寒気を感じると同時に、ふたりへの警戒心が湧き上がる。ナギはキャンディを舐なめながら平然とゲイのＡＶを観みていたのかと思うと、嫌悪感で鳥肌が立った。

　とてもじっとしていられず、重い身体からだを無理やり動かし、ベッドから転がり落ちる勢いで下りる。

　典孝の拒絶を察したようだ。

「だから消したほうがいいって言ったのに」

　耀司が困った顔でため息をこぼした。

「えー、だって、この男優好みなんだもん。ちょっと耀司くんに似てるし」

　恥ずかしげもなくそんな台詞せりふを口にしたナギもナギだが、満更でもなさそうな表情になる耀司も耀司だろう。

　冗談じゃない。こんなところ、一刻も早く出なければ。

「すみません。ご迷惑をおかけしてしまって……スーツは弁償しますので」

　口早に謝罪し、周囲に視線を巡らせる。テーブルの上には自分の財布と携帯電話、ソファには鞄かばん。だが、典孝が探しているワイシャツとスーツは見当たらない。汚れていてもいいから着て、すぐに帰ろうと思ったのにどこに隠されたのか。

「俺の服は、どこですか」

　下着姿の自分を急に意識する。迷惑をかけたとはいえ、ここはラブホテルで、男同士のＡＶが流されている状況ではとても感謝する気にはなれなかった。なにか魂胆があって連れ込んだのではないかと疑ってしまう。

「汚れをそのままにしておけないから、洗ってしまったよ」

　耀司がバスルームを指差す。

　やっぱりわざとじゃないのか。唇を引き結び、不信感を隠さず大股でバスルームへ向かうと、耀司の言ったとおり洗面台の上に濡れたワイシャツとスーツが無造作に置いてあった。

　舌打ちをした典孝は、このまま得体の知れない男たちとラブホテルにいるよりはマシだと判断し、濡れたワイシャツを手に取る。

　直後だ。

「いま起きたところ？」

　背後から、ナギでも耀司でもない声がかけられる。この声は──脳裏に顔を思い浮かべつつ振り返ると、そこにいたのはやはりバーテンダーの章吾だった。

　ミネラルウォーターのペットボトルを手にした章吾は、店にいるときよりリラックスして見える。そのせいか、気だるげに髪を搔かき上げる姿はどことなく婀あ娜だっぽい。

「酒、本当に弱いんだな」

　店ではずっと敬語だった喋しやべり方も変わり、親しさが感じ取れた。

「……佐さ倉くらさん」

　章吾の顔を見てほっとしたのは、典孝にしてみれば当然だった。章吾も得体の知れない男だが、ナギや耀司とはちがう。気遣いができるし、なによりゲイではない。

　妙な喘あえぎ声がやんだのは、章吾がテレビを消したからだろう。

「だから、佐倉さんはやめてくれるかな。俺、自分の苗みよう字じ嫌いなんだ。だいたい、あなたのほうが年上だろ？」

「ああ……、そうでした」

　とはいっても、店の中だからスムーズに呼べたのであって、一歩外へ出れば会ったばかりの相手を下の名前で呼ぶことには躊ちゆう躇ちよがある。

「章吾って呼んでよ」

　上目遣いで乞われ、どきりとした。慌てて章吾から目をそらすと、ナギが章吾の後ろからひょっこり顔を覗かせた。

「やっと章吾くん到着！」

　ナギの言い方からすると、初めから仕事が終わったあと合流することになっていたようだ。

「その、帰りたいんですが、このとおり服が濡れてしまって困ってるんです」

　章吾くん、とつけ加える。ジャケットくらい貸してくれるかもしれないという期待を込めて、濡れたワイシャツを掲げてみせた。

「贔ひい屓きだ」

　答えたのはナギだ。

「章吾くんだけ名前憶えてるなんて、ずるいよなあ。ていうか、最初から章吾くんにだけ接し方ちがったよね。もしかしてラブなんじゃないの～」

　冗談であろうととても聞き流せない一言を発し、ナギはにやにやと口元を綻ばせる。言っていいことと悪いことの判断もできないらしい。

「変な言い方するのはやめてくれませんか。不愉快だし、彼にも失礼です」

　たとえ迷惑をかけたという負い目があろうといまは他の客がいないし、章吾も関係していることなので黙っていられなかった。

「そもそもきみはまだ大学生でしょう。学生の身分で、ああいうバーに出入りしていることを親御さんが知ったら、ショックを受けるんじゃないですか」

　いかがわしいバーと言いかけたが、章吾の手前控える。

「なんだよ。あんたには関係ないだろ」

　顔をしかめたナギを見てほくそ笑んだ典孝に、章吾がかぶりを振った。

「市原さん、それ、禁句。ナギ、こう見えても苦学生なんだよ。ゲイってのがばれて親に仕送り切られたから、金貯ためるために去年一年間休学してたくらいだし」

「……え」

　予想外の展開に、典孝は二の句を吞のみ込む。

　ちゃらちゃらして見えるのでどうせ親の金で遊んでいる大学生だろう、そう思っていたが、どうやらそれは勘違いでナギは深刻な事情を抱えているようだ。親にばれたのなら、ナギの現状が大変だというのは理解できる。

「やめてよぅ。苦学生って響き、ちょーダサい」

　厭いやそうに鼻に皺しわを寄せたナギが、うんざりした様子で両手を大きく広げてみせた。

「それに、口でなにを言ったって市原さんは自分の価値観を変えないひとだしね。頭固いのなんのって」

　けれど、鼻で笑われて、謝ろうという気持ちが薄れる。ナギに同情はするが、それはそれ。少なくとも五つは年下だろう相手に「頭が固い」などと批判されれば誰だって不快になる。

「……とにかく、ご迷惑をかけたことについては後日改めてお詫わびさせてもらいます。今日はこれで帰らせてください」

　ナギを無視して、章吾ひとりに暇いとまを告げる。それと同時に足を踏み出したが、入り口を塞ぐように立っている章吾は避よけようとしない。

「章吾くん？」

　じっと自分を見つめてくる章吾を不審に思い、首を傾かしげると、章吾の顔つきがふっと変わった。

「帰るって、その恰かつ好こうで？」

　まるで値踏みでもするかのように、典孝の頭から足先まで視線を這はわせてくる。男に見られたくらいでどうということはない──はずなのに、なぜか緊張して背筋が強こわ張ばった。

　下着しかつけていない事実を急に意識し始め、章吾の視線にさらされた肌がざっと粟あわ立だつ。

「ジャケットを貸していただければ、他は濡れていても……」

　なにを狼狽うろたえているんだと心中で舌打ちをしつつそう頼むと、章吾が中へ入ってきた。ただでさえ狭い脱衣スペースなのに、間近で章吾と向き合うと息苦しさを覚える。空気が薄くなったようで、ひとり裸でいることを心もとなく感じた典孝は濡れたスーツに目をやった。

　その向こうにはバスタオルが置いてある。自然に手が伸びていた。

「……ひぅ」

　だが、バスタオルを取る前に思いもよらない場所にぴりっとした痛みが走り、思わず声が出る。意味がわからず視線を戻すと、章吾はにっと、やや肉厚な唇を左右に引いた。

「…………」

　表情が変わったように思えたのは、自分を見てくる双そう眸ぼうの色が変わったせいだといま頃になって気づく。口調もそうだ。敬語かどうかではなく、店で話していたときより低く、どことなく甘い。

　なにかがしっとりと身体に纏まとわりついてくるような錯覚に囚とらわれ、頰が熱くなった。

「……痛っ」

　また胸に痛みが走った。なにを考えているのか、章吾は何度も典孝の乳首をぎゅっと抓つねり上げる。

「痛いだけ？」

　しれっとした顔で問われ、真意を測りかねて章吾を睨にらむ。質問の意味がわからない。

「それは……痛いに決まってます。普通は、触りませんから」

　典孝は章吾の手から逃れるために後ろに下がった。しかし、狭い脱衣スペースでは離れるといってもたかが知れている。章吾が一歩前に出ただけでまた距離を縮められてしまった。

「まあ、普通なら触らないかもな。でも、いまは普通じゃないし」

　意味不明な一言とともに、今度は首筋を手の甲で撫なで上げられた。背筋に寒気が走り、反射的に典孝は章吾の手を振り払っていた。

「やめてくれって言ってるんです……なにがしたいんですかっ」

　反発する声が上擦り、胸が喘ぐ。

　章吾の顔を見たときは、来てくれてよかったとほっとしたのに、いまはちがう。ナギよりも耀司よりも章吾相手に身構えてしまう。章吾に見つめられて、まるで神経が剝むきだしになったかのごとく肌がざわめくのだ。

　とにかくここを出なければと、それだけを考える。けれど、当の章吾がその望みを打ち砕きにかかった。

「なにって、わかってるんじゃないの？」

　淫いん猥わいな色を滲にじませた目で典孝を見つめてきたかと思うと、構わずまた典孝に手を伸ばしてくる。咄とつ嗟さに首筋を庇かばった典孝を、章吾がくすりと笑った。

「へえ。乳首より首のほうが弱いのか」

　舌先を覗かせ、これみよがしに自身の上唇を舐めてみせる。その仕し種ぐさや表情を目にした途端、身体の奥からなにかが込み上げてくるような感覚に襲われ、これ以上我慢できずに典孝はドアへと駆け出した。

　肩が章吾にぶつかっても構わずバスルームを出ようとしたが、両腕を広げたナギに行く手を阻まれてしまう。

「だーかーらー、まだ帰さないって言ってるの」

　この場にそぐわないナギの満面の笑みが、かえって異常事態だと伝えてくる。逃げなければ──その一心で両手でナギを突き飛ばしたが、ドアへ向かって走ることは叶かなわなかった。

「は……なしてくださいっ」

　章吾に腕を摑つかまれたせいだ。

「駄目だって」

　背後からうなじに触れてきた低い声に狼狽え、身を硬くする。

「あなたみたいなひとが裸で外に出たら、そのへんに引きずり込まれてやられちゃうだろ？」

　章吾はあやすようなやわらかな口調でそう言ってきたが、典孝にしてみれば、この場に留とどまることのほうが難しかった。

　引き寄せられ、首筋に唇を押し当てられてどうしてじっとしていられるだろう。

「な、なにして……っ」

　気持ち悪い、と小さく吐き捨てる。

　章吾はやめてくれるどころか、そのまま典孝を抱き留めて指の腹で乳首を捏こね回してきた。

「ここが気持ちよくなれるようにしようか」

　耳じ朶だを唇で挟まれ、息を吞む。どうなっているのか、典孝には皆目見当がつかない。

　慌てて章吾から離れようとしたが、いきなり顎を摑まれ、強引に後ろを向かされた。

「章……っ」

　唇を、章吾の口で塞がれる。いきなりの出来事に、一瞬思考がストップする。

　水が口に入ってきたときもなにをされているのかわからず、振り解ほどこうとした弾みで飲み下してしまう。ペットボトルの水を飲ませたようだが、章吾がなぜそうするのか、なにを考えているのか、典孝にはまったく読めなかった。

「……に、するんですかっ」

　顎にある手を思い切り振り払った典孝は、ここまできてようやく漠然とながら身の危険を感じて、章吾から逃れようと懸命に抗あらがう。

　まさかという気持ちが働き、なんとか穏便に受け流そうとしていたことが間違いだった。

「そんなに暴れないで」

　章吾は典孝を解放しようとしない。典孝の身体に両腕を回し、宥なだめすかすように唇を耳元に寄せてくる。

「章吾くんさー、そんな手間かけなくても縛っちゃえばいいじゃん」

　いつの間にかベッドに移動し、肘を立てて転がっているナギが、退屈そうな様子で恐ろしい台詞を吐いた。ぎくりと身をすくませると、章吾がやわらかな声でナギを諌いさめた。

「ナギ、おまえな、怖がらせてどうするんだ。市原さん、震えてるぞ」

　なあと顔を覗き込まれて、解放されたい一心で頷うなずく。だから早く離してくれと思いを視線に込めたが、またナギが口を挟んできた。

「けどさ、そのひとみたいなタイプってなにげにＭ体質のひと多いし、きっと市原さんもＭだと思うんだよなあ」

　欠伸あくび混じりで侮辱され、かっと頭に血が上る。

「いいかげんにし……」

　怒鳴ってやるつもりだったのに、章吾のせいで語尾が掠かすれた。あろうことか章吾が、なんの迷いもなく典孝の中心を摑んだのだ。

「あー……ほら。おまえのせいで縮こまってるだろ」

　ショックで一瞬、抵抗するのを忘れた。そのタイミングを待っていたかのように、章吾は次の行動に出る。細身の身体のどこにそれほどの力があるのか、典孝を抱え上げ、あっという間にベッドに転がした。

「いらっしゃい」

　ベッドにはナギがいて、笑顔で典孝を迎える。反射的に起き上がろうとしたものの、そうするより早く章吾が腹の上に跨またがってきた。後ろからナギに両手を摑まれてしまうと、どうすることもできない。まるで予行練習でもしていたかのような手際のよさだ。

　追い詰められた典孝は取り乱し、目の前の章吾に嚙かみついた。

「彼女がいたって、言ったくせにっ」

　騙だまされた。気を許したのが間違いだった。

　悔しさで歯嚙みをすると、章吾の手が前髪に触れてくる。

「噓うそはついてない。彼女はいた」

「だったらなんで──」

　典孝の問いに答えたのは、背後のナギだった。

「『彼女も』って言わなきゃ。章吾くん、バイだもんね。ゲイよりよっぽどたち悪いよ。バイは嫌われるから、そりゃみんなには内緒にしておかなきゃいけないよねえ」

　ゲイだと言われるより衝撃的だった。噓をついていないというのは、そのとおりだろう。章吾自身はゲイではないと明言していないし、彼女がいたのならストレートだと思い込んだのは典孝だ。

　それでも裏切られた気持ちになる。肝心な部分を秘密にしておいて噓をついていないなんて、卑怯にもほどがある。

「何度か帰るチャンスをあげたのに、留まるほうを選んだのは市原さんだろ」

「勝手なことを言わないでください！　こんなことをされるとわかっていたら帰ってましたっ」

　精一杯の嫌悪を込め、章吾を責める。

　章吾は端整な顔に微笑を浮かべると、身に着けていたシャツを脱ぎ捨てた。

「市原さん、隠していたつもりかもしれないけど、厭々なのだだ漏れだったよな。まるで汚物か病原菌みたいに店や俺たちのことを見ていた」

「そ……」

　そんなことはない、と否定の言葉が喉で引っかかる。自分では仕事と割り切っていたつもりだが、いまとなってはうまく隠しきれていたかどうか自信がなかった。

「……仕返しの、つもりですか。だから、ふたりを……」

　もしかして、そのためにナギと耀司を呼び寄せたのか。最悪のシナリオが頭に浮かんできて頰を強張らせると、さっきからベッドの傍らに立ち、ひとり困惑の表情を見せている耀司が首を横に振った。

「章吾くんが僕らを呼んだって想像しているなら、ちがうよ。ナギくんのフライングはいつものことだし、僕自身は、ナギくんからメールで呼ばれたんだ」

　耀司の言い訳を、ナギが肯定する。

「だーって、小憎たらしい奴やつがいるんだもん。しかもゲイ嫌いゲイフオビアなのに、明らかに章吾くんがいつもとちがって優しいんだもん。だから、章吾くんのために仕事が終わるまで拉致ってあげたってわけ」

　子どもみたいに拗すねるナギに、章吾がばつの悪い顔になった。

「なに言ってるんだ、おまえ」

　舌打ちをしただけではっきりと否定せず、その目をナギからふたたび典孝へと戻して、すいと細めた。

「仕返しのつもりか、だったっけ？」

「…………」

　まっすぐ見つめられ、さっきから震えが止まらない。

　章吾が優しい？

　典孝もそう思っていた。だが、きっとそれは思い違いだった。現にいま典孝を見る章吾のまなざしには優しさなんてない。表情こそ落ち着いて見えるが、双眸に映っているのはぎらぎらとした熱だ。

「仕返しっていう言い方は好きじゃないし、そんな気はないけど、そうだな。しいて言えば──」

　お仕置き、と章吾が唇にのせる。

「ゲイフォビアって、じつは隠れゲイが多いんだよ～」

　ナギの揶や揄ゆには、ばかなことをと一蹴しようと口を開いた。

「……ぅあ」

　しかし、言葉にはならなかった。下半身に強い刺激を受け、典孝は声を吞み込んだ。

「あ……なに……っ」

　膝立ちの章吾が自分に跨がっているせいで、なにが起こっているのか目視することはできない。だからこそ、過剰反応してしまう。

「厭、だ……うぁぁ」

　中心にねっとりとした感触がある。ぬめぬめとしたなにかが這い回り、典孝はパニックになった。逃げようとしても、背中からナギに、上から章吾に捕らえられているため肩を揺らすのがせいぜいだ。ベッドを下りるどころか、手すら自由にならない。

「耀司くんのフェラ、絶品でしょ？　気持ちいい？」

　屈託のない明るい声でそう言ったナギが、頰をべろりと舐めてくる。

「……そん、なっ」

　直ちよく截せつな言葉と、自分の下半身から聞こえるぺちゃぺちゃという音にいっそう追い詰められた。

「厭、だ……っ」

　気持ちいいわけがない。典孝はゲイではないし、こんな状況で「お仕置き」なんてからかわれて──屈辱以外のなにものでもなかった。

　身体じゅうの産毛が逆立つような悪寒に必死で耐えながら、目の前の章吾に訴える。

「厭、だ……気持ち、悪い……うぅ」

　いますぐ解放してほしい。望みはそれだけだ。

「そんなに厭なんだ？」

　章吾はほほ笑み、人差し指で典孝の顎に触れてきた。何度も頷くと、まるで憐れんででもいるかのような吐息をこぼす。

　もしかしたら許してもらえるかもしれないと、期待を込めてなおも章吾を見つめると、形のいい上唇が捲めくり上げられたのと同時に、胸を指で弾はじかれた。

「……ひぅっ」

　痛みに呻いた典孝を、くすくすとナギが笑う。

「気持ち悪いなんて言っちゃっても、身体は正直だねえ。乳首ぴんぴんに勃たってるよ～」

　ナギがなにを言っているのか、意味がわからない。厭だとくり返し、首を横に振り続ける。

「乳首が敏感ってことは、感じるようになったらきっとすごく乱れちゃうだろうね。章吾くん、俺が開発してもいい？」

　ナギの軽々しい口調にぞっとした。歯を食い縛り、下半身への刺激に耐えながら一心に章吾を見る。これ以上彼の好きにさせないでくれと、祈るような気持ちだった。

「どうしようか」

　章吾が身を屈かがめ、鼻先に唇が触れるまで顔を近づけてきた。

「そうだな。あなたが本気で厭だってわかったら、解放しようか」

　章吾の言葉にほっとした。これで解放される。やっと家に帰れる。そう思うと、がちがちに固まっていた身体から少し力が抜けた。

　けれど典孝の期待に反して章吾はなかなか上から退ひこうとしない。至近距離でじっと見つめてくるばかりの章吾に、また身体が強張る。

「たまらないな。思ってた以上に真面目くんなんだ？」

　囁ささやくようにそう言った章吾は、見せつけるように自分の指を舐めたかと思うと、顔を首筋に埋うずめてきた。

「あぁ」

　自分でも驚くような声が口をついて出た。喉元から鎖骨、耳朶の下までねっとりと舌を這わされてシーツの上で背中が跳ねる。

「い、やだ……っ」

「本当に厭？」

　章吾の問いかけに、厭だとくり返す。だからいますぐ解放してほしいと言外に込めたのに、章吾は聞き入れてくれなかった。

「解放、するって言ったのに……また、噓つい、た」

　一瞬でも信じた自分が愚かだった。詰なじった典孝に、なにを思ったのか章吾はしれっと肩をすくめ、おもむろに身体をずらして典孝の上から退いた。

「噓つきは、あなたのほうだろ？」

「え……」

　解放してくれるためではない。よく見ろとでも言いたげに典孝の前髪を搔き上げてから視線を下方に向けた。つられて同じほうを見下ろした典孝は、目に映った光景に驚き、喉を引き攣つらせた。

「……そんな」

　耀司が自分のものを咥え、頭を上下させている。

　わかっていたつもりだったが、実際に目で確認すると衝撃は大きかった。

「ほら、厭がってない」

　章吾の言葉を証明するためか、耀司が典孝のものを口から出す。硬く勃ち上がったそれは耀司にぺろりと舐められると、典孝自身の意思に反してぴくぴくと反応した。

「や……あっ」

　信じられない。男にされても気持ち悪いだけだと思っていたのに……。

「ち、ちがう……こんなの、なにかの間違い、だっ」

　狼狽え、咄嗟に顔を背ける。両手で目を覆いたくても、ナギの手が絡んでいるせいで叶わない。逃げたい一心で身体を捻ひねれば勃ち上がった性器がぶるりと揺れ、直視に堪えなかった。

「ちがう……俺は……感じてなんか、ない……っ」

　なにかの間違いだと何度も否定する。

　こんなふうになったのは、他に理由があるはずだ。

「あ……水……」

　章吾に水を口移しにされた。あのとき変な薬でも飲まされたにちがいない。きっとそうに決まっている。

「残念だけど、あれはただの水。あなたがもの欲しそうだったから、水を言い訳にキスしてあげたんだけど？」

「ば、ばかなっ」

　もの欲しそうなんて、あるわけがない。章吾の言うことは噓ばかりだ。

「頑かたくなだねえ」

　ナギの呆あきれ声に、ぎゅっと目を瞑つぶった。もうなにも見たくないし、聞きたくない。

「あ」

　しかし、目を閉じたのは誤りだった。

「うぅ……」

　章吾の手に胸を撫でられ、腰が跳ねる。見えなくなったぶん敏感になったような気がしたが、目を開けるのが怖かった。
















　湿った感触は、章吾がさっき自分で指を舐めたからだろう。その事実に思い当たると、なおさら過敏になる。抓つままれたときや弾かれたときとはちがう。あのときは痛みがあったが、軽く転がされているいまは、痺しびれるような感じがする。

　触られているのは胸でも、腰のあたりが疼うずくのだ。

　ほう、とうっとりとした声が耳に届いた。

　耀司だ。

「すごいよ。一気に蜜があふれてきた」

　信じがたい言葉のあと、舌で先端をすくわれた。

「あぁ」

　途端に、耳を覆いたくなるような喘ぎ声が自分の口からこぼれ出る。すぐに唇に歯を立て、心中で幾度となくこんなのちがうとくり返したが少しも冷静にはなれない。自分の身に起こっていることを認めたくなかった。

「嚙まないで」

　どことなく甘い声とともに、唇を舐められた。

　章吾はキスする傍ら、平らな胸を愛あい撫ぶしてくる。胸なんて意識したことはなかったというのに、章吾に触れられて、自分の乳首が硬く尖とがっているのを意識する。

「そう。力抜いて。気持ちいいだろ？」

　気持ちよくなんてない。そう答えたかったが、頭の中がぼうっとしてきた。章吾のあやすような声を聞きながらキスされているうち、抗わなくてはとわかっていても抵抗の意思が薄れていく。

　厭なのに、いったん快感を意識すれば射精感に負けてしまう。

「う……うぅ、ん」

　性器が熱い粘膜で包まれた。舌を使われ、吸われて我慢できなかった。

「や……あぁ」

　唇を解いた瞬間、深く口づけられる。舌を絡ませ、喉の奥まで舐めてくる章吾のキスを受けつつ、典孝は背をしならせて達していた。

「ん……うぅぅ、待……っ」

　なおも執しつ拗ように口淫は続けられる。キスもいままで以上に激しくなる。絶頂の余韻も味わえない状態で典孝にできることはなかった。

「あ、なにもういかせてんだよ～。おっぱい開発は俺にさせてくれるんじゃなかったの！　いいよ。じゃあ、俺は別のところにするから」

　ナギが叫んでも、なにを言われているのか理解できない。

　我に返ったのは、強引に体勢を変えられてからだ。

「な、に……をっ」

　俯うつぶせにされ、今度はベッドに座った章吾に両腕を抱きとめられる姿勢を取らされた。

「いいから、じっとしてな」

　宥めようとでもいうのか髪を撫でられたが、じっとしていられるわけがない。ナギが、あらぬところを割ってきたのだから。

「厭だ！　やめろ……っ」

　全力で暴れる。しかし、ふたりがかりではどうしようもない。ナギは典孝の中心をぎゅっと握り込んで動きを封じると、尻の狭はざ間まに舌を這わせてきた。

「厭……や……だっ」

　おぞましさで背中に鳥肌が立つ。性器も縮み、耐えがたい不快感から章吾の腕にしがみついた。

「ちょっとの我慢だよ。そのうち、気持ちいいって腰振り出すから。男は結構ここ弱いけど、俺、わかるんだよね。あんたは絶対にゃんこの素質あるから」

　舐めるついでに話をするナギの声が愉たのしげに弾んでいるのが、なおのことつらい。

　どうしてこんなことをされなければならないのかと、羞恥心と屈辱で涙が込み上げる。

　章吾が熱い吐息をこぼした。

「あなたの泣き顔が可愛かわいいから、我慢できなくなった」

　それがどういう意味なのか、すぐに気づく。ジジッと乾いた音がしたのでそのほうへ視線を向けると、ジッパーを下ろしてパンツの前を開いた章吾が、下着から自身を摑み出すのが見えた。

　左手で典孝の腕を支えたまま、右手で自慰をし始める。鼻先の距離で他人の性器を──勃起した性器を初めて目にして、かっと全身が熱くなった。

　なにも見たくないのに、もう目を閉じることができない。

　浮き出た血管や、じわりと滲む先走りまではっきりと見てしまう。章吾は短く息をつきながら手を動かし、自分を高めていった。

　舌で上唇を舐める仕種は扇情的で、典孝は睫まつ毛げを震わせた。

「こっちに意識戻して」

　だが、そうしていたのはここまでだ。すぐにそれどころではなくなった。

　指を挿いれられ、浅い場所を探られ、肌が粟立つ。

「あぅ」

　びりっと背筋に電流が走った。咄嗟に逃げ出そうとしたが、ナギは許してくれず強引に引き戻される。

「見つけた。あんたのいいところ」

「い、やだ……っ」

　抗っても遅い。いや、少しでも動いたらそれが刺激になりそうで、抗うのが怖かった。

　硬直した典孝を、ナギは好きにする。

　入り口を舌で緩めながら、体内の一ヶ所を指でくすぐってくる。

「あ、ぅん、や……」

　止めたいのに、まるで女みたいな声がひっきりなしにこぼれ出た。指で中を突かれるたびに体温が上がり、内側から溶けてしまいそうだった。

「じゃあ、次ローション使うね。もっと感じて、よがるといいよ」

　冷たかった手足が一気に熱を持ち、身体じゅうから汗が噴き出す。章吾に摑まっている両手がぶるぶると震え出し、自分がどうなってしまうのかと不安でたまらなかった。

「あぁぁ」

　とろりと、粘度のある液体が尻の狭間を流れていく。ローションを入り口に広げたあと、体内にも塗り込められた。

「ねえ、市原さん、聞こえる？　あんたの中からやらしい音がしてる」

「や……っ」

　ナギに指摘されるまでもない。指を抽挿されるたびに、くちゅくちゅと濡れた音が響く。やめてほしいと思っているのに、典孝にできるのはすすり泣くことだけだ。

「ほら、前もだらだら。っていうか、いってんじゃないの、これ。シーツまで糸引いちゃって、大変なことになってるよ～」

　昂こう奮ふんした声でナギが笑い、ぱしっと尻を叩たたいてきた。

　典孝にはもう屈辱を感じる余裕さえない。

「や、ら……」

　呂ろ律れつの回らなくなった口で必死に厭だと言ったが、ナギは構わず典孝の腰を抱え上げ、なおも中を責めてくる。

「やめ……さ……」

　やめさせてほしいと章吾に訴えた。いつの間にか章吾の中心には耀司が顔を埋めていて、ぴちゃぴちゃと音をさせながら舐めていた。

　なにもかも厭だった。やめてほしかった。

　ナギが好きにいたぶってくることにも、章吾に耀司が口淫する様を見せられることにも耐えられない。

「もしやめさせたら、俺の言うことをなんでも聞いてくれるか」

　章吾が吐息混じりで問うてくる。

　指で耳朶を抓んで答えを求められて、ほとんど迷わず典孝は頷いた。

　章吾の手は初めからひととはちがった。物心ついてから今日までこれほど丹念に触れられたことがなかったせいで、章吾に触れられると胸の奥が疼く。声もそうだ。甘さを含んだ声に抗える気がしない。

　自分でもおかしいというのはわかっていた。

「ほんと、思った以上にあなたが可愛くて、予定が狂いっぱなしだ」

　苦笑いしたかと思うと、章吾は耀司の頭を押さえつけた。そのまま自分で腰を二、三度揺すったあと、呻き声を上げる。

　章吾の極みの表情を間近にした瞬間、体内を指に刺激された典孝はぶるりと胴震いした。

「あ、あぁ……んっ」

　これまで経験したことがない、目の前が真っ白になるほどの絶頂だった。

「俺の勘ってやっぱりよく当たる。処女でこれだけ感じまくってくれると、仕込み甲が斐いがあるなあ。ねえ、章吾くん」

　ぽたぽたとシーツに精液が飛び散る。自力では身体を支えられなくなり膝を崩したが、またしてもナギに強引に腰を抱え上げられた。

　昂奮しているのだろう、ナギの声は上擦っている。

「もういい。離れろ、ナギ」

　耀司の頭を引き剝がした章吾が、右手を払った。

「え、冗談」

　ナギは目を丸くし、章吾に嚙みついた。

「章吾くん、横暴。後ろ使えるようにしたの、俺だよ。なのに挿れさせないっていうの？」

　頰を膨らませて詰られようと、章吾が撤回することはない。

「最悪。俺が可か哀わい想そう。これ、どうすればいいんだよ」

　自身の中心を指差したときにも、

「耀司と乳繰り合ってろ」

　一言であしらい、典孝に口づけてくる。やめさせてほしいという願いを叶えてくれた章吾の唇を受け入れた典孝は、安あん堵どと、それ以外のなにかを感じていた。

　いったいなんなのか、その正体について考えようとしたが、霞かすみがかかったようにぼんやりとした頭では答えを見つけることができない。

　抱き寄せられるままになる。

「あーもう、久しぶりの処女だったのに」

　愚痴を並べるナギの頭を、耀司が撫でた。

「章吾くんが本気なら、僕たちは応援してあげないと」

「そうだけどぉ」

　なおも不本意そうに唸うなったナギだが、いくら文句を並べても無駄と察したらしい。

「まあ、いっか。とりあえず耀司くん、挿れさせて」

　渋々ベッドを下りると、すぐに耀司を誘ってソファへ移動していった。

　絡み合うふたりを尻目に、とろりとした思考の中で典孝は章吾の声を聞く。

「俺の好きにしていいんだよな？　あとで厭がってもやめないよ？」

　甘い声だ。

「い……」

　厭だと答えるつもりだったが、どういうわけか言葉が喉で引っかかる。

　俺はゲイじゃない。だから、男とは寝ない。

　その気持ちはまだはっきりとあるのに、手のひらで頰を擦さすられ、包まれて胸の奥がざわめく。いったいどうしたというのか。

　自分のことがわからなくなる。

「抱かせて」

　ストレートな一言に、身体の芯が燃え上がった。

　そうか。これは性欲だ。他人の肌が久々だったから、手て練れん手て管くだの限りを尽くされ、その気にさせられてしまったのだ。

　あの水もただの水だと章吾は言ったが、きっと噓に決まっている。

　ふいに、前まえ田だの言葉が脳裏をよぎった。




　──殻を破ってくれるきっかけなんざ、どこに転がってるかわかんないわけだし。




　べつにきっかけなんていらない。

　心中で否定し、ふたたび触れてきた章吾の唇を黙って受ける。

　なぜか嫌悪感はなかった。代わりに胸のざわめきが強くなったような気がして、自分の身体に回った腕の力強さにくらりと眩暈めまいを感じた。

　いま、こんなふうになっているのは章吾に騙されたせいだ。悪いのはすべて章吾なのだ。

　俺のせいじゃない。

　頭の隅でそうくり返した典孝は、次の瞬間、微かすかに残っていた「理性」を自ら手放した。




















３






　店内に流れるＢＧＭを搔かき消すほどの笑い声を耳にしながら、佐さ倉くら章しよう吾ごはカウンター席の客のためにシェーカーを振る。

　ひとつの店で五年もバーテンダーをやっていると、常連客の酒の好みはもとより、男のタイプや性経験、抱えている家庭の事情まで自然と耳に入ってくる。ぞんざいにならない程度に聞き流しているのがかえっていいらしく、中にはセックスの悩みを相談してくる客もいて、寝てもいないのに裸を見せられたような気分になるときもあった。

　オーナーの人柄だろうか、社会的地位のある人間も少なくない。大学病院で内科医長をしているという客曰いわく『PussyCat』で飲んでいるときだけ本当の自分に戻れるのだという。

　ゲイだから苦労している、とまでは思わないものの、どうしても他者より秘密が多くなってしまうのは当たり前のことだった。

「章吾くんは、本当に綺き麗れいな手をしているね。シェーカーを振る姿がよけいに色っぽく見える」

　オレンジ色の灯あかりの下、カウンター席で頰ほお杖づえをついてマティーニを舐なめているビジネスマンが、とろりとした上目を流してきた。

　上気した頰はアルコールのせいなのか、それとも他に理由があるからなのか知らないが、聞き慣れた褒め言葉をありがたく受け止める。

「ありがとうございます」

　最近、親戚の紹介で見合い結婚したという彼は、もちろん妻にも周囲にも自分の性的嗜し好こうを打ち明けていないという。『PussyCat』にやってくるのもたった月に一度、妻が実家に帰る日だけだ、と。

　はめを外していると彼は自嘲するが、実際は飲んで帰るだけで一夜の火遊びすら経験がないようだ。

「きみはいいな。自由で」

　実感のこもった一言には苦笑するしかない。

　確かに、気楽と言われれば気楽だろう。

　章吾自身は、十代半ばにはもう自分が他人とはちがうとわかっていたし、あえて公言こそしないものの、バイセクシャルである事実を隠す気はなかった。

　そのせいで中学高校時代には周囲から浮いていたし、大学進学と同時に実家とも縁が切れてしまったが、悔やんではいない。

　いつかボロが出るくらいなら、初めから噓うそなんかつかないほうがいいという考えで今日までやってきた。だから『PussyCat』の客たちに問われたなら、自分はバイだともとより正直に答えるつもりでいる。

　とはいえ、それは自由業だからなのかもしれない。会社員だと、社内での立場があるため難しいだろう。

　性の問題には誰しも敏感だ。個性ではすまない。

　目の前の彼にわずかな同情心が湧くが、ここにいるのはそういう人間ばかりだ。大学病院の内科医長も、いま、奥のテーブルで愉たのしそうに笑っている車のディーラーの紳士も、壁に凭もたれて携帯電話を弄いじっている公務員の若者も、みなが秘密を抱え、大なり小なり偽りの顔を持ちながら、いろいろなものをあきらめて生きている。

　世間で言うところの普通の幸せを初めから手放しているも同然なのだ。

　そういや、あのひとも大変そうだったな──章吾は脳裏に生真面目な面差しを思い浮かべた。

　市いち原はらは、常識や理想でがんじがらめになっているようだった。基本的に実直な性分だとしても、ゲイに対する潔癖なまでの嫌悪は過去になにかあったのだろうと窺うかがわせる。

　そのなにかのせいで自身を硬い鎧よろいで覆ってきたことで、なおさら他者に対して身構えているように思えた。

　せっかくの美貌すら持て余している様子は、章吾からすれば、あの容姿でよくまっすぐ生きてこられたなと感心するほどだった。

　章吾自身は、頭の固いタイプは嫌いではない。ベッドで昼間とはちがう顔を見せられたら、どうにかしてやりたくなる。初う心ぶなくせに感じやすい市原は、気の強さとのギャップがたまらなく魅力的に見えた。

「あー、章吾くん、なににやにやしてんの？　思い出し笑い？　やらしいんだ！」

　店のドアが開き、ひょこひょこと跳ねるようにカウンター席に歩み寄ってきたのは、ナギだ。

　ナギはまだ大学生の身で、週に三回は『PussyCat』に顔を出す。いい男をゲットするためだと口では言っているが、ナギが求めるのはいつも一夜の相手で、続いているのは耀よう司じくらいだ。

「ねえねえ、この前のあれ、どうだった？」

　好奇心もあらわに身を乗り出してきたナギがなんのことを言っているのか、すぐにわかったものの、あえて気づかないふりをする。少しでも口を滑らせてしまったら、根掘り葉掘り聞かれかねない。

「なんで無視するんだよ。どうなったか話してくれるまで、章吾くんにつき纏まとってやるから」

　ナギは、当然の権利だとでも言いたげに眦まなじりを吊つり上げる。

「まあまあ、いま章吾くんは仕事中だから」

　一緒にやってきた耀司が宥なだめても、ナギに退ひくつもりはないようだ。

「そんな忙しいほど客入ってないじゃん」

　一言で撥はねつけると、カウンターに両手で頰杖をつき瞳を輝かせる。

「ねえねえ、聞かせてよ。あのひと、処女だったんでしょ？　よかった？　骨抜きにしちゃった？　ていうか、いつ部屋から出てったの？　気づいたらいないから、びっくりした。章吾くんにしてはあっさりだったんじゃない？　あ、それとも場所変えてもう一戦したとか？」

　矢継ぎ早に聞いてくるナギに、章吾はひょいと肩をすくめた。

「話すようなことはなにもなかった」

「はあ？」

　当然、ナギは納得しない。耀司も静観しているところをみると、今日のナギはそれが目的でやってきたのだろう。

「なわけないじゃん。あのひと、完全にできあがってたし、章吾くんだってノリノリだったのに！」

　頰を膨らませて抗議されても、べつに出し惜しみをしているわけではなかった。

「だったのにって言われてもな」

　実際に話すようなネタがないのだ。

　一週間前のあの夜。

　ナギと耀司をソファに追い払ったあと、ふたりきりになったことでいっそう空気が濃密になったのは確かだった。市原はすっかり蕩とろけた状態で、章吾自身も昂こう奮ふんしていた。

　──本当は後ろからのほうが楽なんだけど、前からしようか。俺の顔、ずっと見てて。

　そう要求すると、戸惑いを残しながらも市原は応えようとした。

　──脚、もっと開ける？

　開ける？　と問いはしたものの、質問ではなかったので強引に開かせた。

　いざ先に進もうという段階になったとき、自分の腕で顔を隠した市原がぽつりと呟つぶやいた。

　──三人がかりじゃ、どうしようもない。

　おそらく自虐的な意味だったのだろう。それを聞いた章吾は、市原の内うち腿ももに触れていた手を止めた。

　自分としては、厭いやがる市原に懇願され、ふたりを追いやったつもりだった。実際、あのときの市原の言葉は「章吾ひとりなら」というニュアンスに取れたし、彼もそのつもりでいたはずだ。

　だが、市原の記憶には三人に好きにされた夜として残るのだ。そう思ったら、途端にやる気が失うせた。

　市原は、どうして章吾が急に態度を変えたのかわからなかっただろう。自分でもなんとなくとしか答えられないのだから、戸惑うのは当然だった。

　そもそも最初は、ゲイへの嫌悪感を丸出しにする市原をちょっと懲らしめてやろうと思っただけだ。ナギがどうだったかは知らないが、少しばかり怖い目に遭わせてから放り出せばいい、くらいの軽い気持ちでいた。

　予想外に熱が入ったのは、市原のせいだ。気の強い市原の初心な表情や反応に煽あおられて、うっかり夢中になってしまった。

　最中の市原が脳裏で再現される。顔立ちが整っているぶん、乱れた表情にはたまらなく色気があった。頑かたくなな蕾つぼみから蜜が滴ってくる瞬間を目にしたかのような昂こう揚よう感に、自制心を保つのは難しかった。

　やっぱりやっときゃよかったか。

　もったいなかったと、心中で呟く。

　次に仕事で会ったとき、市原は最大限の警戒をしてくるだろう。もう同じ過ちは犯すまいと、必要以上にガードを固くする様が容易に想像できる。

　一方で、自分が男と寝られる人間だと知って、あれからきっと動揺しているにちがいなかった。

「つまんないの！」

　暖の簾れんに腕押しと知って頰を膨らませたナギを、章吾は鼻であしらった。

「おまえ、他ひ人との心配している場合か？　単位、危ないんじゃなかったのか？」

　教授を誘惑するとかなんとか先日話していたが、ナギならやりかねない。そう思って問うと、まさに予想は的中した。

「それなら、色仕掛けでばっちり！」

　ナギのあっけらかんとした性格には、いっそ感心する。実際はそれほどむちゃくちゃな真ま似ねはしないし、大学にしても働きながら真面目に通ってるのに、けっして必死さは表に出さない。

「おまえいまに刺されるぞ」

　ようは誤解されやすいのだ。これまでの相手のうち誰かが思い余って極端な行動に至ったとしても不思議ではなかった。

　こちらの心配をよそに当のナギはのんきなものだ。

「えー、それはやだなあ。あ、でも、ちょータイプの男に刺されるんだったら、考えてみてもいいかな」

　冗談にしても物騒な台詞せりふを吐き、けらけらと笑う。

　ナギのための忠告も、本人がこれでは無意味だ。

「口で言うほどじゃないんだけどね」

　いつものごとく、耀司がすかさず擁護する。ナギが増長するのは過保護な耀司のせいでもあるので半ば呆あきれて一いち瞥べつすると、自覚があるのか苦笑いではぐらかされた。

「耀司くんは黙ってて」

　ナギはナギで耀司の気も知らず、庇かばってもらっておきながら唇を尖とがらせる。ふたりがこういう調子だから、周囲がよけいな穿せん鑿さくをしたがるのはしようがなかった。

　つき合っているわけではないらしいのに、つかず離れずで身体からだの関係もある。ある意味、理想的な間柄かもしれないと思うときもある。

　恋人関係になれば必然的に別れる日は来るが、一見、不安定に思えるナギと耀司はずっといまのままうまくやっていけるような気がしていた。

　もっとも、こういう考え方自体マイノリティゆえだと言われればそのとおりだ。

　市原には到底受け入れられないだろう。嫌悪感もあらわに眉をひそめる様が目に浮かぶ。

　また頑なな面差しを思い浮かべてしまい、妙な気分で首の後ろを搔いた。

「やっぱり章吾くん、変だよ。なんだか機嫌いいし。絶対なんかあったでしょ！」

　文句とともに指差してきたナギのことは、うるさいと一言であしらい、以降この件についてはなにを聞かれても黙殺した。

　もう終わったことだ。次に会ったときは単なる仕事の相手として、他人行儀に接すればいい。

　いい経験がひとつ増えたくらいのスタンスが、自分にはちょうどよかった。










「で？　ゲイバーの件はどうなってる？」

　上司の前まえ田だに呼ばれ、進捗状況を問われた典のり孝たかは返答に詰まった。一週間前の出来事は、典孝にとって思い出したくない、汚点とも言える記憶だった。

　忘れてしまえていたら、どんなにいいか。

　だが、そう都合よくはいかない。明瞭に憶おぼえている。自分が騙だまされ、ラブホテルに連れ込まれてどんな醜態をさらしたのか。考えまいとしても常に脳裏にちらついて、時折、震えるほどの悪寒に襲われるのだ。

　なにより嫌悪すべきなのは、あの男が──章吾が自分をからかうだけからかって立ち去ったことだ。

　まるで他のふたりから救ってやるとでも言わんばかりの台詞を口にして、実際に追い払ってくれたかと思えば、途端に章吾は態度を一変させた。それまでの熱が噓のように冷めた目になり、場末のラブホテルからひとりさっさと立ち去った。

　放り出され、あとから逃げ帰った自分がどれほどみじめな思いをしたか。ようするに初めから彼は、ゲイ嫌いの男に恥をかかせるのが目的だったのだ。

　そうとも知らず、あのとき典孝は章吾に感謝すらした。いまとなっては自分の心境が理解できない。どうしてあんな男に、たとえ一瞬でも気を許してしまったのか。

　確かに外見は並外れていいし、他者とはちがう独特な雰囲気を持っていて、夜の世界がよく似合っている。それは認めるが、男に興味のない自分にとって章吾の魅力は無に等しい。あの夜だけどうかしていたのだ。

　もとより無理やりだった。強くもない酒を飲んでしまったせいで醜態をさらすはめになった。章吾は否定したが、一服盛られたにちがいない。でなければ、いくらなんでもあそこまで前後不覚になって取り乱すはずがなかった。

　ぎりっと、音がするほど歯は嚙がみをする。

「なんだよ、その仏頂面は。まさかおまえ、クライアントにそんな態度取ってないだろうな。ゲイだからなんだっていうんだ。相手はお客様だぞ」

　よほど渋い顔になっているのか、前田が不穏な上目で睨にらみつけてきた。市原のゲイ嫌いを知っているので、いつ失態を演じるかと危ぶんでいるようだ。

「心外です。ちゃんとやってます」

　眉根を寄せ、反論する。

『PussyCat』のオーナーには、最善の応対をしているつもりだ。現にオーナーは乗り気になっていて、あとは契約書にサインをしてもらうばかりになっている。ただ、バーテンダーの章吾にまでいい顔をしたのが間違いだった。だから、騙されてラブホテルに連れ込まれて──。

　またはっきりと思い出し、かぶりを振る。

　忘れたいのに、この一週間、何度もあの部屋での出来事や章吾のことを考えてしまい、そのたびにこれまで味わったことのない、脳天がびりびりと痺しびれるような感覚に陥るのだ。まるで自らその感覚を反はん芻すうしているような気さえしてきて、自分で自分が信じられなかった。

「──担当を替えてもらえませんか」

　いまちゃんとやっていると答えたばかりだったが、咄とつ嗟さに口をついて出た。一方で、脳裏に浮かんだ章吾の顔を懸命に振り払おうとしても、なかなか消えてくれない。

「は？」

　手にしていたペンをぐるぐると回し始めた前田が、話にならないとばかりに歯を剝むいた。

「まだそんなこと言ってるのか。この前、手応えありそうだって言ってたよな。それを途中で投げ出すって？　おまえに少しでもプライドがあるなら、とっとと契約交わしてこい」

「…………」

　拒否されるだろうことは百も承知だった。ぐっと答えに詰まった典孝は、俺だってできるならそうしたいと、心中で言い訳をした。

　一昨日も昨日も、その前も『PussyCat』の近くまで足を運んだ。が、どうしてもドアを開けられず、引き返してきた。

　章吾が自分を見てどんな反応をするか。自分はどう接するのか。それを考えたら先に進めなくなり、回れ右をするしかなかった。

「聞こえてるのか？」

　ペンでデスクを叩たたいた前田に、典孝は唇を引き結んだ。

　選択権はない。確かに、このままでは尻尾を巻いて逃げたようで腹立たしいし、あとあとまで汚点として残ってしまうだろう。

　前田の言うとおり手応えは感じているのだから、もう一度だけ出向いて、今日こそ契約書にサインをもらってこようと決める。プライドというより、最も早はや意地だった。

「──契約書、持って帰ります」

　典孝の言葉に、資料に目を落とした前田が右手の親指を立てた。自分のデスクに戻った典孝は、すぐに『PussyCat』のオーナーに連絡し、今日会う約束を取りつける。

　まだ自宅だからと二時間後を指定され、それなら自宅に伺いましょうかと申し出たが、店のほうがいいと断られた。

『プライベートは見せたくないのよ』

　クライアントであるオーナーの希望である以上どうしようもない。自宅なら章吾と顔を合わせずにすむ、などと期待したのが間違いだった。

　しばらくデスクワークをこなし、約束の時刻に間に合うよう事務所を出ると、近場の洋菓子店に立ち寄ってからパーキングに向かい、『PussyCat』へ車を走らせた。

　オフィスビルと飲食店のひしめく街は、夕刻ともなればいっそう賑にぎやかになる。仕事終わりの会社員やＯＬ、彼らを呼び込もうとチラシを手に立っている若者、目的地まで脇目も振らず歩いている女性。

　見慣れた街の中央に延びる大通りを車で走りながら、典孝は、頭の中で『PussyCat』を訪ねたときのシミュレーションをする。

　気持ちよく契約書にサインをしてもらうためにと、手土産を持参した。客との会話から、どうやらオーナーは甘党らしいとわかったので焼き菓子の詰め合わせだ。

　もし章吾がいたら、挨拶だけして素知らぬ顔をしていればいい。なにか言ってきたとしても、こっちはなにも憶えていないという態度を貫くつもりだ。

　三十分かけて自分を鼓舞すると、もう何度も訪れた場所に到着する。仕事でなければ、一生足を踏み入れなかったであろう界かい隈わいは、夕刻という時間帯のせいなのか、それとも典孝の先入観もあるのか、一段と仄ほの暗ぐらい雰囲気が漂っているような気がした。

　赤く染まった筋雲にすら、うすら寒さを感じつつ車を降り、バーへと足早に向かう。手持ち無沙汰な様子でうろついている男たちを目にすると、偏見はまずいと承知でもどうしたって身構えてしまう。

　いい印象が持てないのは当然だと開き直る気持ちもあり、典孝は歩みを速めた。

『PussyCat』の前まで来ると、よけいなことは考えないようにして、平静を装いドアを開ける。

「すみません。『Spazio』の市原です」

　入り口で声をかけて間もなく、薄暗い店内の奥からオーナーが顔を出した。

「またご足労いただいて、申し訳ないわね」

　基本的に愛想のいいオーナーだが、どうやら今日は格別機嫌がいいのか、いつにも増してにこにこと接してくる。契約を交わすには、絶好の機会だ。

「いえ。仕事ですから」

　典孝も笑顔で応じ、持参した手土産を差し出した。

「お口に合えばいいのですが」

「あらまあ！　嬉うれしい」

　オーナーが瞳を輝かせる。素直な反応を見てもひとはよさそうだと思うが、どうしても過度にやわらかい仕し種ぐさや言葉遣いには馴な染じめそうになかった。

「私もね、そろそろ決めなきゃって思ってたところだったの」

　オーナーの言葉に胸を撫なで下ろし、さっそく鞄かばんから書類を取り出す。テーブルで向かい合って見積書を見せつつ説明していき、契約内容を確認してもらってからサインする箇所を示す。

　今日のオーナーは焦じらすことなくペンを持ち、順調に契約成立となった。

「あ、章吾くん」

　ふいにオーナーが手を上げた。

　どきりとした典孝は、背後にいるだろう章吾を振り返ることができず、一瞬にして身体を硬くする。名前を聞いただけで動揺するなど、散々してきたシミュレーションは無駄だったと痛感した。

「章吾くんが『Spazio』さんの提案が一番イメージにしっくりくるって言うから、思い切って奮発しようって思っちゃったのよね～」

　やけにスムーズだったのは、そういうことだったのか。

　だからといって感謝できるかどうかとなれば別の話だ。契約を交わした以上、もう店に留とどまる必要もなくなった。

　これで章吾にも二度と会わずにすむ。

　典孝はテーブルの上に広げた契約書と見積書の控えをオーナーに手渡すと、鞄を摑つかんで椅子から腰を上げた。

「それでは、今後は現場担当がお伺いしますので、どうぞよろしくお願いします。ありがとうございました」

　頭を下げ、床に目を落としたままドアへと急ぐ。

　視界の隅に章吾の黒いパンツと靴が入ってきて、知らず識しらず息を止めていた典孝に、オーナーの声がかかる。

「そんなに急いで帰らなくても。せっかくだから、一杯やっていってよ」

　そもそもの過ちは、あのときオーナーの誘いに応じてしまったことだ。オーナーもグルだったのでは……とまでは言わないものの、典孝にとっては先日の失態を突きつけられる忌ま忌ましい一言だった。

「いえ──またにします」

　いったん足を止め、おざなりな会釈で辞退する。

「えー、いいじゃない」

　オーナーはなおもしつこく誘ってくる。一緒に飲めば大概のことは解決すると考えているふしがあるので、たとえ仕事相手であってもその主義を通したいのかもしれない。

「市原さん、忙しいでしょ。無理に誘ったら悪いですよ」

　章吾が口を挟んできた。

　いたって普通どおりの声を助け舟とは到底思えず、なにか裏でもあるのかと疑ってしまう。なにより、典孝を前にしても平然としていられるその神経を疑う。

　どうして被害者であるはずの自分がこそこそと逃げるような真似をしなければならないのか、そう思うとむしょうに腹立たしくなり、顔を上げた典孝はふたりに向き直った。

「すみません。このあと約束がありますので」

　あのくらいのこと、なんでもない。事故に遭ったようなものだ。こんな男にびくびくする必要なんてない。

　凝り固まっていた肩から力を抜き、笑みすら浮かべてみせた。

「あら、残念」

　オーナーが芝居がかった仕種で肩をすくめる。

「またの機会に寄らせていただきます」

　心にもない言葉を最後に残し、ふたたびドアへと足を向けた。今度は急がず、あえてゆったりと。

　ほんの数歩なのにやけに遠く感じながらやっとドアノブに手を伸ばし、今度こそ終わりだ、そう思ったときだった。

「疲れた～」

　ふたりの若者が入ってくる。ひとりはひどく長身で、もうひとりは髪を赤く染めている。開店時刻である十八時にはまだ二十分ほど早いが、特に気にする様子もなく、ふたり連れはカウンター席に直行する。

「まだ開店前なんだけどな」

　ナギのとき同様、一応釘くぎを刺す章吾にしても、客の注文に応えてビールを用意し始めた。

「細かいこと言わないでよ」

　笑い飛ばした若者たちは、目の前にビールが置かれるや否やグラスを手に取り、一気に飲み干す。まだ二十歳そこそこだろうに、ゲイバーに溶け込み、慣れた飲み方をする彼らを前にして、自然に眉間に皺しわが寄った。

　ゲイであることは仕方がないが、若いうちからゲイバーに出入りすることについては賛同できない。典孝からすれば刹那的な生き方に見えてしまう。

　とはいえ、忠告する義理も義務もないので、そのまま店を出ようとした。

「見ない顔だけど、新入り？」

　唐突に、赤い髪の彼が典孝を指差してきた。肩越しに指が自分を差していることを確認した典孝は、咄嗟に章吾を窺う。無意識の行動だったが、典孝と視線を合わせても章吾の表情は変わらなかった。

「うち、リノベーションする話しただろ？　そこの営業さんだから、失礼な言動は控えてくれよ」

　開店準備をしながら事務的な言葉を彼らに投げかける。ふたりの面差しに好奇心が浮かぶのが見て取れた。

「へえ。このひとが例の営業さんか」

　含みのある言い方に、典孝はドアから一歩離れる。「例の」とはどういう意味なのか引っかかり、先の言葉を待った。

「ナギくんから聞いたよ。章吾くんの〝お気に〟の営業さんなんだって？」

　だが、まさかこんな台詞が返ってくるとは予想していなかった。しかも、もうひとりの若者の口からは、

「結構、いい男じゃん。もうやった？」

　信じがたい台詞が投げかけられ、愕がく然ぜんとする。

　初対面の人間が自分のことを知っていて、しかも「やった？」なんて──これ以上の侮辱はない。典孝がゲイを嫌う理由には、これひとつ取っても十分に思えた。

　ナギはどこまで喋しやべったのか……厚顔なナギのことだから、まさかこの前の夜の出来事もすべて話したのではないだろうか……いや、下世話な質問をしてくるからには、この男たちはたいして知らないはずだ。

　挑発にのるなと自身に言い聞かせ、懸命に平静を装う。実際はその場に立っているのも苦痛だったが、無視もできずにこぶしを握った。

「ばかばかしい」

　無言で顔を歪ゆがめる典孝の代わりに、章吾がぶっきらぼうに言い放った。

「さっきの忠告、聞いてなかったのか？　くだらないこと言ってるといますぐ帰ってもらうぞ」

　けれど、これにも到底納得できなかった。章吾はもっと強く叱責するべきなのに、この程度では調子づかせるだけではないか。

「あ、もしかしてお気にってほうは認めるんだ？　だったら、やっちゃえばいいじゃん。章吾くんがうまく言い包くるめれば、ノンケだって落ちるでしょ。特にああいう、一見お高くとまっているようなタイプは案外簡単だったりするんだよな」

　危惧したとおり、赤い髪の若者が嗤し笑しようを浮かべる。

　無視するのが一番だとわかっていても、自分より年下にここまで虚こ仮けにされて、黙っているわけにはいかなかった。

「いかにも頭の悪そうな言動だ」

　怒りをあらわにすればなおさら喜ばせるとわかっているので、なんとか理性を搔き集めて怒鳴りたい衝動を抑え、冷ややかな視線を若者らに投げかける。

　彼らは他人に暴言を吐きはしても、吐かれることには慣れていなかったらしい。

「は？　いまなんつった？」

　ふたり同時にスツールから腰を上げ、顎を上げて凄すごんでくる。

「だから──」

　頭だけじゃなく耳も悪いのか、と嗤わらってやるつもりだった。

　そうする前に、カウンターから出てきた章吾が彼らと典孝の間に割って入った。よけいな真似をされて睨みつけても、

「さっきのリノベーションの件ですけど、いつからでしたっけ」

　取ってつけたような一言とともに半ば無理やり店の外へと連れ出される。ドアの外へ出た途端、章吾は渋い顔でかぶりを振った。

「あなたね、なにやってるんですか。あいつらは面白がってるだけだから、まともに相手にしちゃ駄目でしょう」

　非礼な態度を取ったのは彼らのほうだというのに、こっちに落ち度があるとでも言わんばかりだ。

「礼を欠く相手に相応の態度を取っただけです」

　思い出すのも腹立たしくて、舌打ちをする。ゲイへの偏見はまずいと前田に注意されたが、どうやったらいい印象が持てるのか教えてほしいくらいだった。

　大学のときの友人も、いまのふたりも、ナギも耀司も──章吾も、みんな恥知らずで、身勝手で図ずう々ずうしくて、ひとの気持ちなんて平気で無視するような奴やつらばかりではないか。

「俺は……悪くありません」

　章吾を前にしていると胸がざわめき、なにかで搔き混ぜられているような気持ちの悪さを覚えて唇に歯を立てる。

「まったく。頭が固いというか、融通が利かないというか」

　章吾が脱力した様子でため息をこぼしたせいで、なおさら不愉快になった。

　典孝がこれほど厭な思いをしているというのに、部外者面をしているのが気に入らない。いや、部外者なら部外者でいいから、放っておいてほしかった。

「とにかく、帰り道には重々気をつけてください」

　当たり障りのない一言のあと、章吾の視線が周囲に巡らされた。

「それと、路地裏に連れ込まれたくなかったら、次に来るときは陽ひの高いうちにしたほうがいいですよ」

「な……っ」

　いまのいままで若者たちに腹を立てていたが、章吾のこの言葉ですべて吹き飛ぶ。節度のない自分たちのことを棚に上げて得々と説教してくるなど、わざと典孝の神経を逆撫でしているとしか思えなかった。
















「みんなが、きみみたいに見境がないからですか？　俺だって仕事じゃなければこんなところに用はないし、その仕事もおかげさまで終わったからもう来ません」

　次なんてない。だから、忠告など無意味だと精一杯の皮肉を込め、章吾の反応を窺う。決まりの悪い顔でも見せたなら、こっちも大人げなかったと退ひいてもよかった。

「あー……そう」

　だが、典孝の思惑に反し、章吾はだるそうに首をすくめただけだった。

　たったそれだけで、章吾の顔には驚きも失望も羞恥もない。じっと見つめて探ってみても、やはり同じだった。

　拍子抜けして黙り込んだ典孝に、たったいま気づいたとばかりに章吾が片頰をくいと上げて笑った。

「あれ？　もしかして、俺が引き止めると思った？」

「……っ」

　なんて言い草だ。高慢な一言に、かっと頭に血が上る。すぐに反論してやりたかったが、激情のために思考が止まった。なにを言ってもまた平然と躱かわされるのかと思うと、言葉を発するのに躊躇ためらいすら覚えた。

「ああ、悪い。いまの言い方じゃ、市原さんが期待しているみたいに聞こえるか」

　ふっと章吾が目を細める。少しも悪いなんて思っていないだろう半はん眼がんを向けられても文句ひとつ返せない。

　なにをやっているんだ。落ち着け。いちいちまともに受け取るから、章吾を図にのせてしまうのだ。

　どうせもう典孝はここには来ない。章吾と顔を合わせるのもこれが最後だ。一刻も早くこの場を立ち去り、自分のペースを取り戻せばいい。仕事は山積みだし、いつまでも終わったことに固執するほど暇ではないのだから。

　深呼吸をした典孝は、ふいと半身を返した。

「──勘違いも甚だしい」

　最後にそう吐き捨て、歩き出す。視界の隅に、章吾のなにか言いたげな顔が一瞬よぎったものの、足を止めなかった。

　ただでさえ居心地の悪い界隈は、陽が落ちたいま、なおさらいかがわしい場所に感じられてこめかみが張り詰める。値踏みするような視線が不快で、肩を怒らせて無言の威い嚇かくをしながら先を急いだ。

　車に乗り、帰路につく。

　物理的に離れて新鮮な空気を吸うと、止まっていた思考がようやく回り出した。

「少しはまともな返事を聞けるかと思えば、こういうオチか。結局、彼らに『まとも』を望むのが間違いだったんだ。ひとの神経を逆撫でして面白がっているだけなんだから」

　思考が戻れば、頭も冷える。反論ひとつに躊ちゆう躇ちよした自分には、情けないと呆れるばかりだ。

　ゲイへの反感から過剰反応してしまったのだろうが、ひとつはっきりしたのは、これまで以上にゲイが嫌いになったということ。なにかと下半身に繫つなげたがる言動を浅ましいと感じる人間は、典孝以外にもいるにちがいない。

　いや、もうすべて過去の出来事だ。きっと一週間もたつ頃には記憶が薄れ『Pussy Cat』や章吾の名前を耳にしても気持ちが乱されることもなくなるはずだ。

　事務所に戻ってみると、インテリアデザイナーの西にし島じまがいて、応接スペースで前田と談笑していた。

『Spazio』は、インテリア関係のほとんどをフリーの西島に依頼している。本来はチェア作家だが、社長と前田が気に入って、去年から部屋全体のコーディネートを任せ始めたのだ。

　三十二歳だという西島は、小柄なのと、垂れ目で人懐っこい笑顔のせいで大学生と言っても通る。

「おお、帰ってきたか」

　いったいふたりでなにを話していたのか、含み笑いで迎えられて用心しつつ近づくと、予想どおりの一言が西島の口から発せられた。

「聞いたよ～。ゲイバーがやだって駄々こねてるんだって？」

　どうせ笑い話にしたに決まっている。普段なら聞き流せるジョークであっても、ゲイへの嫌悪を強くしたばかりなのでついぞんざいな態度を取ってしまう。

「駄々をこねながら契約取ってきましたよ」

　鞄から書類一式が入った封筒を取り出し、テーブルへ置いた典孝に、気分を害した様子もなく西島がひゅうと口笛を吹いた。

「やるじゃん。さすが市原くん」

　わざとらしい褒め言葉を目礼で受け流す。

　西島の話には続きがあった。

「こういうの、信頼関係って言うんじゃない？　市原くんが契約取ってくるからって、俺、呼ばれたんだよ」

　普段なら素直に受け止められたかもしれない。現在、社長は建築士の仕事を中断して社長業に専念しているため、現場のトップである前田からの信頼は、典孝には誇らしい事実だ。けれど、いまはまだその余裕はなく、もうあの場所へ行かなくていいという安あん堵どのほうが大きかった。

「よくやったと一応言っておこうか。これを機会に、おまえのその潔癖な性格が多少マシになるといいな」

　前田に「潔癖」と評されても訂正せず、一礼してから応接スペースを離れる。

　俺が潔癖なんじゃない。あいつらがルーズなんだ。

　心中で反論すると、ついさっき忘れようと決めたはずの章吾の顔が浮かんできた。典孝に向けられた言葉も一言一句、耳に残っている。

　あんな男、関係ない。

　何度くり返したか知れない悪態をまた小さく呟き、典孝はデスクの抽斗ひきだしから資料を取り出すと、よけいな思考を追い出してそこに書いてある文面だけに意識を集中させた。

　努力の甲か斐いあって、その後は仕事に没頭した。
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　デスクで資料を漁あさりながら、どういう戦法でいくかを熟考する。飛び込み営業で蔵の改築を希望している個人宅を見つけたまではよかったが、大きな課題を与えられてしまった。

　地元の名士だけあって、蔵の中には家に相応ふさわしい骨こつ董とう品の数々が眠っているという。個々のお宝に見合った蔵にしてほしいというのが主人の要望だが、典のり孝たかには骨董の知識が皆無と言ってよかった。

　典孝のあとにもライバル社が営業に行ったというし、早急に対策を打ち出す必要がある。残念なことに社員全員、その方面のツテはなかった。

「……どうするか。闇雲に聞いて回ってもしょうがないし」

　深夜十時をとっくに過ぎている。所内に残っているのは、典孝ひとりだ。

　頭を悩ませていた典孝の前で、デスクの上の携帯電話が震え出した。相手は非通知なので誰かわからない。

「はい。市いち原はらです」

　名乗った典孝の耳に真っ先に届いたのは、複数の歓声だった。

　もしかして──真っ先に頭に浮かんだ顔にどきりと鼓動が跳ねる。

『ごめんなさい。市原さんにしか電話できなくて』

　だが、声の主は典孝が思い浮かべた相手ではなかった。『PussyCat』のオーナーだ。

「どうかされましたか」

　すでに契約をすませた以上、オーナーが自分に直接電話をかけてくる理由に心当たりがないため、どうしても警戒心が湧く。仕事絡みか、それとも別の用件なのか。

『じつは、お宅のスタッフさん──えーっと、西にし島じまさんだっけ？　彼が潰れちゃって、できれば迎えに来てほしいんだけど』

　だが、オーナーが口にしたのは[image: ]あ然ぜんとするような言葉だった。西島はスタッフではないが、訂正する気にもなれない。飲んでいってとオーナーに誘われて、調子よく西島が承知する場面が容易に目に浮かぶ。

「うちの前まえ田だが一緒だったと思うのですが」

『PussyCat』の設計を担当するのは前田だ。今日は、実際に施工する建築会社の担当者とともに施主──オーナーに会いに行くと聞いていた。その際、西島も同行したのだろう。

『そうそう。前田さんと一緒だったんだけど、彼は別件で長居はできないとかって早々に帰られたのよ。前田さんに電話をしてもよかったんだけど──あの方、ちょっと話しにくいっていうか、叱られそうだし』

　オーナーの前田に対する印象は正しい。前田本人は愛あい嬌きようを振り撒まいているつもりらしいが、その作り笑顔自体に変に威圧感があるのだ。

『このままじゃ西島さん、なにされるかわかったもんじゃないわ。彼、可愛いし、ノリがいいから他の客が面白がっちゃって、困ってるのよ～』

　オーナーの用件は理解できた。やけに外野が騒がしいのも、同じ理由だろうと察しがつく。でも、だからといって自分にどうしろというのか。

　あそこへは二度と行きたくない。童顔とはいえ西島はいい歳としなのだから、きっと放っておいても自分で対処できるに決まっている。

　最後に『PussyCat』へ行ってから五日。そろそろ記憶が薄れてくる頃なのに、オーナーからの電話で台なしになってしまった。即座にあの瞬間へと引き戻される。

『PussyCat』の客たち。ナギ。耀よう司じ。

　そして、章しよう吾ご。

『お願い！　市原さん。迎えに来てあげて』

　オーナーからの懇願に、典孝が逡しゆん巡じゆんしたのは短い間だった。このまま西島を放っておくわけにはいかない。西島の身を案じたというより、取り引き先のインテリアデザイナーだから選択肢はなかったのだ。

「わかりました。すぐ行きますので、それまで西島のこと見ててもらえますか」

　口早に伝え、電話を切るや否や上着を羽織って事務所を飛び出す。典孝にしてみれば、苦渋の決断と言ってもよかった。

　車を走らせる間、西島にではなく、周囲に対して怒りが湧き上がる。どうせこれまでにも何人も酔い潰して、好き勝手してきたにちがいない。

　憤りのおかげで、到着してからも躊ちゆう躇ちよなく『PussyCat』のドアを開けられた。

　そう広くない店内だ。奥のテーブルを客が取り囲んでいたので、西島がどこにいるのかすぐに察せられた。

　苛いら立だちを抑え、それとなく目の隅でカウンター席の向こうを確認しながらまっすぐ歩み寄る。章吾の姿はない。

　客の間から西島の姿を確認した典孝は、次の瞬間、ぎょっとした。上半身裸の西島は、黒の油性ペンで悪戯いたずら描きをされている最中だった。

「や～ん。くすぐったいってえ」

　西島がへらへら笑うと、腹に描かれた卑ひ猥わいな絵が歪ゆがむ。それを見た客たちは、手を叩たたいて囃はやし立てる。

　西島もギャラリーも相当飲んでいるようだ。

「下も剝むいちゃおうか」

　誰かがそう言い、歓声が上がる。

「らめら、ってえ」

　西島がまったく抵抗しないせいで、あっという間にスラックスが下ろされる。余興にしてもあまりの品のなさに、典孝は客をぐいと搔かき分け進んだ。

「西島さん、帰りますよ」

　ソファの上に無造作に脱ぎ散らかされているワイシャツと上着を西島の肩に羽織らせ、腕を摑つかむ。

「なんだ、こいつ」

　興が削そがれて周囲は納得せず、典孝のことを不審者でもあるかのような目で見てくる。おまえらのほうがおかしいんだと腹の中で罵ののしり、西島を立ち上がらせた。

「あ～、いっちー」

　酩めい酊てい状態の西島は、普段一度も口にしたことのない呼び方をしてくる。もともと陽気な性格ではあるが、典孝とは親しいわけではなかった。

「ほら、ちゃんと歩いてください」

　皺しわになってしまったスラックスとネクタイを拾い上げ、なんとか連れ出そうとする。けれど、本人にその気がないため全体重が典孝の肩と腕にかかり、ほんの二、三歩歩くのにすら骨が折れる。しかも、周りにいる男たちが行かせまいとして阻んでくるのだ。

「なんだよ、おまえ。邪魔すんなよ」

「本人が愉たのしんでるんだから、いいだろ」

　無粋な奴やつだと口々に責められたが、無視して進もうとした。そのとき、客たちの中から揶や揄ゆするような声が発せられた。

「またあんたか」

　そちらに視線を向けてみると、先日も会った赤い髪の若者だ。いかにも頭の悪そうな言動だと、事実を言ってやったらひどく憤慨していたが──どうやらそれを根に持っているらしい。

「じゃあさ、西島さんの代わりに、あんたがストリップやってくれない？」

　愉しげに口元を歪め、提案をしてくる。先日の報復にしても、あまりに低俗で反論する気にもならない。

「わ～、見たいなあ。いっちーのストリップ」

　無視を決め込んでいたのに、あろうことか西島が笑顔で賛同した。

「いっちー、クソ真面目でつまんない奴だから、ここらで殻を破ってみよう！」

「なに、言ってるんですか」

　助けに来た相手にまさか裏切られるとは思わず、西島を睨にらみつける。いくら酔っているとはいえ──いや、酔っているからこそ本音が出たのだろう。「つまらない奴」と面と向かって批判されたあげく、ストリップをしろなんて、典孝にしてみれば十分ショックな一言だった。

「脱がないなら、剝いてやれ」

　どこからか伸びてきた手が、典孝の上着を引っ張った。

「触るな！」

　即座にその手を叩き、嫌悪感もあらわに怒鳴ったが、相手はみな酔っ払いだ。まともに話などできるわけがなく、次々にあちこちから手が伸びてくる。

「よせっ。離せ！」

　懸命に抵抗しながら救いを求めて西島を見ると、彼は床の上にごろりと転がって寝息を立て始めていた。

　冗談じゃない。助けに来たのに、どうして俺がこんな目に遭わされなきゃいけないんだ！

「いいぞ。剝いちゃえ、剝いちゃえ」

　必死になって暴れれば暴れるほど、周囲がどっと沸く。抗あらがうからよけいに面白がられているとわかっていても、じっとしていられなかった。

「厭いやだっ」

　あっという間に上着とネクタイが奪われ、ワイシャツの前がはだけられる。どれほど抵抗してもこの人数には敵かなわない。

　アンダーシャツを引っ張られるのと同時に、ベルトが外されていく。

「触る……な！」

　西島なんか、放っておけばよかった。よけいな義務感を持ったせいで、こんなことになって……。

　床の上で複数にもみくちゃにされながら、章吾の顔を思い出す。

　──路地裏に連れ込まれたくなかったら、次に来るときは陽ひの高いうちにしたほうがいいですよ。

　いったい彼はどこにいるのか。もしかしてすぐ近くにいて、それ見たことかと典孝を嗤わらっているのだろうか。

　怒りと恐怖で頭の芯がぼうっとしてくる。

「やけに騒がしいな」

　章吾の声が聞こえたような気がした。はっとした典孝は、すがるような気持ちで顔を上げた。

「市原さん？」

　視線が合い、本人だと気づく。目を見開いた章吾は、どうしてここにいるのかと言いたげに眉をひそめると、直後、一喝した。

「ばか騒ぎしたいなら、他でやってくれ！　ひとがちょっと外した間に、なんてことするんだ。あんたら、出禁にするぞ」

　忌ま忌ましげに舌打ちをした章吾の剣幕に少しは正気に戻ったのか、みなおとなしく散っていく。しんと静まった店内は気まずい空気に包まれた。

　ひとの気も知らず西島はのんきにも夢の中で、ひどい惨状の典孝だけがそこに残された。

　床に座り込んだまま、典孝はワイシャツの釦ぼたんに指をかけた。

「……くそっ……くそっ」

　釦を留めようとするが、指が震えてうまくいかない。章吾の前で取り乱した姿なんてさらしたくないのに、悔しくて、じわりと睫まつ毛げが濡ぬれてくる。

「市原さん」

　章吾が典孝の腕に触れてきた。びくりと肩を跳ねさせた典孝は、反射的に章吾の手を振り払っていた。

「俺が抜けていたせいで──すみません。ここの連中、すぐ悪ノリするから」

「…………」

　悪ノリで片づけるなんて、やはり別世界の人間だ。典孝には理解しがたいし、同じ空気を吸っているのも我慢ならない。こんなところ一刻も早く去りたかった。

　力の入らなくなった脚を叱しつ咤たし、よろけつつもなんとか立ち上がる。上着を両手で抱え、ドアへ向かおうとしたのに、章吾に引き止められた。

「その恰かつ好こうで外出るのはまずいですって。奥のスタッフルームで休んでいってください」

　章吾の言葉を無視してなおも出ていこうとした典孝だったが、後ろからスラックスのベルトを引っ張られる。

「は、離せ」

　身を捩よじって逃れようとしても、章吾はがんとして聞き入れない。

「俺に触られるのが厭なら、自分でついてきてください。その恰好のままのあなたをひとりで外に出すわけにはいかないので」

　よけいなお世話だ。放っておいてくれ！

　喉まで出かけた怒声を吞のみ込む。

　章吾が、典孝のために腕ではなくベルトを摑んだと気づいたからだった。だからといって気を許すつもりはないが、この近辺がどういう場所なのか思い出し、乱れた着衣で外へ出るといま以上の目に遭うのでは、という恐怖心が典孝に足を止めさせた。

「来て」

　今度は逆らわず、章吾のあとからバックヤードに入る。促されるままスタッフルームに移動した典孝はようやく肩の力を抜いた──が、章吾の一言にまた感情的になってしまう。

「あなたのことだから、真正面から嫌悪感丸出しで突っ込んだんだろうけど、もうちょっとやり方を考えたほうがいい」

　悪いのはあいつらなのに、どうして責められなくちゃならないんだ。理不尽な言いがかりをつけられて、激情からまた震えが起こる。

「俺の……俺のせいだって言うんですか」

「そうじゃないって。俺が言ってるのは、あなたは作らなくてもいい敵を作ってるってこと」

　確かに、章吾の言うとおり頭が固すぎて敵を作っている部分は否めない。周囲から頑固だと評されるし、自覚もある。しかし、そういう性分だからこそ、いまの状況で章吾の言葉を素直に受け入れられるはずがなかった。

「よけいなお世話です」

　助けてもらった礼の代わりに、章吾を突っぱねる。きっと呆あきれて出ていくだろう。それでいい。みっともない姿をいつまでもさらすくらいなら、呆れられたほうがよかった。

「悪かったよ」

　それなのに謝られるとは思わず、いったいどういう魂胆なのかと正面に立つ章吾を熟視する。

「市原さんに非があるなんて言ってない。あいつらには注意しておくし、オーナーにもちゃんと報告する」

　いつになく真顔で、至極真っ当な対応をしてきた章吾になおも疑心をあらわにすると、彼の目線が典孝から外れた。

「俺が席を外したときはオーナーがいたんだけど、たぶん、客に使いでも頼まれたんだろう。あのひとお人よしで、煙草たばこの銘柄とかうちに置いてないのを言われると、買いに走るから」

　ようは、店の人間が不在になったせいでみなのタガが外れたということらしい。聞けば単純なことだが、やはり客商売としてはあまりにいいかげんだ。

「ずさんな営業ですね」

　普通の店ならとっくに潰れている、とこの言葉は心中に留とどめたのに、ずさんと指摘されて気分を害したのか、いきなり章吾の手が伸びてきた。

「……っ」

　殴られでもするかと思った典孝は咄とつ嗟さに身を縮める。でも、その心配は杞き憂ゆうに過ぎなかった。章吾は典孝の手をワイシャツから外させ、なぜか釦を留め始める。

「握り締めるから、ほら、皺になってる」

　釦をすべて留め終えると今度は上着の埃ほこりを払い、肩に羽織らせてくれる。いまのは怒ってもおかしくなかったし、そう仕向けた部分もあるので章吾のこの行動には拍子抜けしてしまい、うっかりされるがままになる。

　さっき怒鳴った人間とは思えないほど落ち着いた表情で章吾は上着の釦も留めていき、典孝の衣服を整えた。

「なんていうかさ、市原さん、俺とつき合ってみない？」

「…………」

　あまりに唐突で、まるで明日の天気でも語るみたいな気軽さだったせいで、一瞬なにを言われたのか理解できなかった。首を傾かしげて章吾を見返したが、彼にしてはめずらしく歯切れが悪い。

「ちょっと煙草吸っていい？」

　あちこちに飛ぶ話についていけず、無言で頷うなずいた。パイプ椅子に腰かけた章吾は、テーブルの上にあったアルミの灰皿を引き寄せると、ポケットから白い箱と銀色のライターを取り出した。

　事務所にも煙草を吸う人間は多い。社長も前田も愛煙家だし、まったく煙草を吸わないのは典孝とアルバイトの女子大生くらいだ。
















　それでも、章吾が煙草を唇にのせ、火をつける様を思わず見てしまうのは指の長い手と、その動きが滑らかなせいかもしれない。そういえば、シェーカーを振る手つきも綺き麗れいで思わず見入ってしまっていた。

「少し、甘い匂いがする」

　立ち昇る煙を目で追いかけながら、くんと鼻を鳴らす。

　煙草には、苦い、まずいという印象しかなかったので不思議な感じがした。

「ああ、キャスターの特徴だから、かな。わりと吸いやすい煙草だし、試してみる？」

　箱をこちらに向けられ、どういうわけか一瞬迷う。煙草を吸わない自分が試す理由がない。

「──結構です」

　居心地の悪さを感じて断ると、章吾はすぐに引っ込めた。

「とりあえず座らない？」

　灰皿で一度吸いさしを弾はじき、視線で向かいの椅子を示してくる。

　どうして自分はここにいるのだろうと疑問に思いながらも、典孝は腰を下ろした。

「さっきの話に戻るけど、どう？」

　上目遣いとともに問われ、自然に眉が寄る。どう？　と章吾が聞いているのは、「つき合ってみないか」という話に対してだろうか。だとすれば、答えは決まっている。

「意味がわかりません。俺をからかうつもりなら、もっとマシなネタを考えたらどうですか」

　典孝の返答を予測していたのか、章吾は咥くわえた煙草を上下に揺らした。

「まあ、そうだよな。でも、からかう気はないし、意味ならある」

　いったいなにを考えているのか、章吾の意図がわからない。急にこんな話をしてくるなんて、どうかしている。

「あなたに興味がある──って言ったら？」

「は？」

　まさか、それが意味だと言うつもりか。もし本気なら呆れてしまうし、さっきから喋しやべり方がやけに馴なれ馴れしくなっているのも気に障る。

「そういうことでしたら、丁重にお断りします」

　わざと慇いん懃ぎんに突っぱねると、章吾は吸いさしを指で抓つまみ、天井に向かって白い煙を吐き出した。

「だったら、俺と、寝るだけ寝てみるってのは？」

　この一言にいたっては、最も早はやわざととしか思えなかった。あの夜の失態を忘れようとしている自分に対するあてつけだとしたら、他の客がまだマシに感じられる。あれは章吾にとっては他た愛わいのない、日常のひとつなのかもしれないが、典孝にはちがう。

「つくづく理解に苦しみます。つき合いを拒否したのに、そんな発想に至ること自体、俺にはわかりません」

　所詮考え方も生き方もちがう、そういうつもりで答えたが、ふと、章吾が噴き出した。

　いったいいまのどこに笑うツボがあったというのだ。

「そりゃそうか。あなたはそう言うよな」

　肩を揺らす様を前にして、典孝は椅子から腰を浮かせた。

　けれど、章吾はこの茶番を続けるつもりのようだった。

「だったらさ、こういうのはどう？」

　人差し指が立てられる。

「いまあなたと同僚のなんとかってひとを助けたから、貸しひとつ。携帯の番号とメアドを教えてくれたら、その貸しをチャラにする」

「…………」

　助けられたのは事実だ。番号に関しては、いざとなれば着信拒否すればいいだけなので、さほど重要ではなかった。問題は、章吾の考えがさっぱり読めないことだ。

「俺の番号を、悪用するつもりですか」

　真面目に聞いたのに、また笑われる。目尻を拭く真ま似ねまでされては、やっぱりからかったのかと不快になった。

「ごめん。べつにふざけてるわけじゃない。興味があるっていうのは本当だし、いま話してますますそう思った」

　出ていくつもりで立ち上がった典孝だが、思いがけずまっすぐな双そう眸ぼうを向けられ、たじろぐ。非があるのは章吾のほうで、自分ではないのに、まるで追いつめられているような気分になる。

「俺は──ありません」

　興味なんてあるか。単なる仕事相手だし、好きか嫌いかと聞かれたら、迷わず嫌いだと答える。

「だから、貸しだって。俺があなたに連絡するのは──そうだな、リノベーションが終わるまでの間っていうのはどう？　もしその間にどうしても俺に興味が持てなかったときは、縁がなかったってことでおとなしく身を退ひきましょう」

「────」

　終始余裕の態度を前にして、章吾がなにを言わんとしているのか理解する。ようするに、リノベーションが終わるまでの暇潰しがしたいのだろう。自分に自信があるから、たまにはストレートの男に構ってみようという魂胆にちがいない。

　厚顔とは、まさに章吾のことだ。なんとかしてこの男の鼻をへし折ってやりたい。

「──そうですね。確かに借りを作ったままじゃ気持ち悪いですし、なにより面白そうです」

　典孝は、込み上げてくる敵てき愾がい心しんを抑え、営業用の笑顔を返す。

「その提案、のりますよ。こっちからもひとついいですか？　負けたほうは罰ゲームっていうのはどうでしょう。互いになにか考えておくってことで」

　勝敗は見えている。百パーセント勝つとわかっているゲームだ。

　さて、このスカした男になにをやらせてやろうか。

「いいな、それ」

　愉しげに章吾が目をぐるりと回した。

　余裕ぶっていられるのもいまのうちだと腹の中で嗤いながら、典孝の気分も晴れてくる。あれほど係かかわるのが厭だったのに、こうなると、いかに章吾の鼻をあかしてやるか、それだけで頭がいっぱいになる。

「じゃあ、商談成立」

　差し出された右手を躊躇ためらわずに取った。指の長い綺麗な手は、典孝の手を一度強く握ってから、あっさり離れていった。

「愉しくなってきたな」

　章吾の言葉に、それはこっちのほうだと思いつつ笑顔で応えてから、早速携帯の番号とメールアドレスを交換した。その後、すぐにスタッフルームを出て店に戻った典孝は、章吾の助けを借りて西島を車まで運び、帰路につく。

「すみません。ご面倒をおかけしました」

　去り際には謝罪までしたのだから、自分はよほど章吾との駆け引きが気に入ったらしい。それもこれも、のちに悔しがる章吾を見られると思うからだ。

　事務所までの道のりは、罰ゲームはなににしようとあれこれ考えていたせいかあっという間だった。パーキングから事務所まで泥酔した西島を支えて歩くのは難儀だったが、そう苦にも感じず無事帰りついたのだ。










　スタッフルームで一服しながら、章吾は携帯電話を手に取る。

　午後九時前。自分のような仕事だとまだ宵の口にも等しいが、会社員だととっくに終業時刻は過ぎている頃だ。

「お疲れ様」

　市原はワーカホリックの気があるので、おそらくまだ事務所だろう。昨日も一昨日も同じ時刻に電話をかけたが、仕事の資料を集めているところだと言った。

『そっちこそ、毎日よく忘れないものだと感心しますよ。よほど暇なんでしょうね』

　スタッフルームでの約束から四日。今日も皮肉っぽい声が耳に届く。その言い方がいかにも市原らしいと、覚えず頰が緩んだ。

「五分の煙草休憩中。あと、俺、わりとマメなほうだから」

『意外ですね。面倒なことは嫌いそうに見えるのに』

　当たらずといえども遠からず──というところか。存外、ちゃんと自分を観察していたことに妙なくすぐったさを覚える。

「確かに面倒事は苦手だけど、相手によりけりってところだな。つき合っている相手に対しては、結構甘いよ」

　とはいっても、自分ではそれほど実感がない。以前、誰にでも同じ応対をするのに恋人相手だと態度が変わると周囲から指摘されたのだ。もっとも、大事にしたくてつき合うのだから、甘くなるのは当然だった。

『──そうですか』

　素っ気ない声が返ってくる。徐々に短くなっていく、指に挟んだ吸いさしを眺めながら、そっちは？　と水を向けた。

『そっちとは？』

「だから、市原さんはどうなのかって話。恋人にまで、まさか敬語のままってことはないんでしょ」

　年下の自分に対して頑かたくなに敬語を貫くのは、馴れ合いたくないという市原の無言の意思表示だろう。

　市原が素を見せたのは、最初の夜、ラブホテルで我を忘れたときだけだった。

「…………」

　うっかり思い出してしまい、章吾は小さく舌打ちをする。セックスを覚えたての若造ではあるまいし、なにをやっているのかと呆れてしまう。

　半面、あれほどの色気を見せられたのだから、煽あおられるのもしようがないと開き直る気持ちもあった。

「残念。煙草休憩終わり」

　携帯電話の向こうにそう告げ、灰皿に吸いさしを押しつける。

『そうですか。じゃあ、失礼します』

　やっと終わったかとでも言わんばかりに──事実、市原はそう思っているようだ、すぐに通話を切った。

「つれないの」

　携帯電話にこぼし、パイプ椅子から腰を上げる。

　その後、店に戻って仕事を再開した章吾だが、客と談笑する傍ら、いまさらながらに自分の言動に関して不思議になってきた。

　市原とは、一度きりのあの夜で終わるはずだった。仕事絡みで顔を合わせる機会があったとしても、それだけだろうと。

　だから、なぜあんな提案をしたのか、自分でもよくわからなかった。

　興味があるのは本当だ。市原自身がどう思っていようと彼は魅力的な男だし、中途半端に肌を合わせてしまったせいで、本人も知らない隠れた部分を知った気になっているというのもある。

　だとしても、まさかつき合いたいと言うなんて。

　章吾自身、驚いた。

　あの場の雰囲気が、そんな気分にさせたのかもしれない。それとも、休業中のちょっとした愉しみにしたかったのか。

　悔やんでいるわけではなかった。想定外であっても、自分自身の中では妙に納得している。ようするに、市原はどこか危うくて、放っておけないタイプなのだ。

　本人はそれに気づいておらず、むしろしっかり者だという認識のようだ。実際、市原は子どもの頃から優等生でみなに頼りにされてきたのだろう、他人に甘えることを恥と考えているふしがある。がちがちに力の入った背中を見て、もっとリラックスすればいいのにと、何度思ったことか。

　と、そこまで分析した章吾は苦笑した。

　あれこれ考えるのは、つまり、自分が市原を気にしているからに他ならない。だから、つき合おうと提案したし、冷たい態度を取られているのにせっせと電話をかけ続けているのだ。

「けなげじゃないか」

　独り言でオチをつけた章吾に、カウンター席の客から声がかかる。

「ここって、明日から休みなんだっけ」

　気だるげな様子でグラスを傾けている男に、ええ、と章吾は頷いた。

「改装に二週間程度かかるみたいです」

　明日から工事が始まるせいで、完成まで店は休業になる。『PussyCat』が二週間も休みになるのは、この五年間で初めてのことだった。

「二週間も？　行くところがなくて困るなあ」

　ため息をつく客には、すみませんと謝る。『PussyCat』に通ってくる常連客は、存外律儀だ。他店に浮気する者は少なく、休業している間どうやって夜を過ごそうかと頭を悩ませている。

　章吾も同じだ。急きょ長い休みになるため、なにをしようかまだ決めかねていた。

「新しくなったら、ささやかですが改装祝いやるんで、顔出してください」

　営業スマイルで応じると、ふいに客が好奇心を覗のぞかせる。

「それはそうと、章吾くん。この前の彼は新顔さん？　章吾くんのなに？」

　誰のことを聞いているのか、確かめるまでもない。

「──なにって、うちの店を改装してくれる建築事務所の方ですよ」

　何度もしてきた説明を、また口にする。『PussyCat』に限らず、この手のバーでは馴な染じみのない顔を見つけるとみなが興味を持つ。

　誰が誰を持ち帰ったとか、どうやら彼はあの子と別れたらしいとか。出会いのチャンスが少ないぶん、周囲の事情に自おのずと詳しくなっていく。

「えー、本当にそれだけ？　そうは見えなかったなあ。俺、章吾くんが本気で怒ったところ、初めて見たんだけど」

　長年通ってくれる常連客の言葉だからこそ、一瞬、返答を躊躇う。市原が標的にされているのを目にしたときどうだったかなんて、自分自身ではわからない。確かに驚いたし、怒りもしたが、これまでも同じような場面は何度かあった。今回が特別なわけではない。

「そうですか？」

　明言を避け、はぐらかす。

「じゃあ、章吾くん。いま決まった相手はいないんだ？」

　この問いも過去に厭というほど聞いてきたので、笑みで肯定した。

「そうですね。もう長いこと決まった相手はいませんね」

「だったらさ」

　客が身を乗り出してきた。

「俺とどうかな。あ、つき合いたいとかじゃなく、とりあえずお試しでホテルに行ってみるっていうのは、あり？」

　答えに窮したのは、迷ったからではなかった。先日、自分が市原に同じ台詞せりふを向けたときの出来事を思い出したのだ。

　市原には一蹴された。市原の目には、簡単に寝るような人間はだらしなく見えるのだろう。

　章吾にしても、お世辞にも清廉な生活を送ってきたとは言いがたい。一夜限りの関係を含めれば、いったいどれだけの相手と寝たのか、数えたことすらなかった。

　それを市原が知れば、どんな顔をするのか。

「ねえ、どうかな。俺、章吾くん、すっごいタイプなんだけど」

　再度問われ、目線を外してほほ笑んだ。

「魅力的なお誘いですが──すみません。いま、タイミング悪くて。俺、あるひとを口説いてる最中なんです」

　角の立たない無難な答えを選んだつもりだが、自分のやっていることはまさにそうだと気づく。

　毎日電話をして、市原の心を溶かそうとしているのだから口説いているも同然だ。期限付きだからこそ、愉しめる駆け引きだった。

「やっぱり駄目か」

　客が肩を落とす。

「なんの話してるの？」

　そこへ、ナギが猫みたいにすいと近づいてきた。ナギは特に耳みみ聡ざとく、恋愛話となるとどこからともなくやってきて、首を突っ込みたがる。どろどろであればあるほど好物だと言って憚はばからない、悪趣味な奴だ。

「章吾くんに、体ていよく袖にされたんだ。意中のひとがいるんだって」

　口止めする間もなく、客がナギに話す。

　ナギが顔をしかめたのがわかった。

「へー、あー、そうなんだ。章吾くんが、そう言ったんだ？　意中のひとがいるって」

　無駄に勘のいいナギは、それだけで相手が誰なのか察したらしい。意味深長な半はん眼がんを流してくると、嫌みたっぷりに先を続ける。

「章吾くんってさー、冷たいところあるんだよね。誰だかわかんないような相手を優先して、つき合いの長い俺らをないがしろにするっていうかさあ」

　ナギがなにを言わんとしているのか、もちろんすぐにわかった。途中でベッドから追い出した、あの夜の一件を根に持っているのだ。

「ちょっとタイプだと、途端に甘くなるっていうか」

　これ以上なにを暴露されるか知れないので、わざと顔をしかめてアイコンタクトを送ったが、ナギは知らん顔で愚痴を垂れ流す。

「四人で仲良く遊んでたのに、お願いされたからって俺たちをのけものにするとか普通やる？　ひどいよね」

「ナギ」

　いいかげんにしろとナギを止め、客には謝罪する。客は、笑顔で首を横に振った。

「大丈夫。っていうか、その彼、きっと嬉うれしかったんじゃないかな。俺だったら、特別扱いされたみたいで嬉しいなあ」

　こっちに賛同したのが気に入らなかったのだろう、ナギはすっかり拗すねて頰を膨らませる。

「なんだよ。振られたくせに章吾くんを庇かばうんだ？　じゃあ、俺なら振らないって言っても章吾くんの味方する？」

「え」

　途端に客の頰が染まる。

　期待を持たせるような真似はやめろと以前も注意したのに、ナギは構わず彼の大だい腿たいに手を置き、耳元に唇を寄せ、何事か囁ささやいた。

「ね？」

　くすくすと笑うナギに、客はすっかりその気だ。期待でいっそう顔が赤らみ、瞳は潤み、掠かすれた吐息をこぼす。こうなればナギのペースだ。

「ついてくる？」

　客は気もそぞろで支払いをすませ、スツールから腰を上げた。章吾は、仲睦むつまじげに店を出ていくふたりの後ろ姿を、なんとも言えない心地で見送った。

　ナギの悪い癖だ。寂しがりやで、常に誰かと一緒にいたがる。かと言って、耀司に決めるわけでもなく、特定の相手も作らない。あの客も手て練れん手て管くだで骨抜きにされたあげく、いいようにあしらわれるのだろう。

　アイドル顔負けの外見のおかげだとしても、よくトラブルにならないものだとある意味感心する。

「こんばんは～」

　ナギが出ていったドアから、入れ替わりにふたり連れの客が入ってきた。

「──いらっしゃいませ」

　彼らが仕事以外で店に来るのは、二度目だ。『PussyCat』を改装するにあたって設計を担当した前田と、インテリアデザイナーの西島。

　一度目は酩酊した西島を迎えに来た市原に、章吾が酔狂な提案をした日だった。

「明日から仕事に入らせてもらうので、その前に飲みに来ました。先日は、彼が世話をかけたみたいですみません」

　すでにどこかで飲んできたらしい、前田も西島もほろ酔い状態だ。

「本当に面目ない。まったく憶おぼえてなくて」

　西島は頭を搔き、すまなそうに眉を下げる。

「市原さんが迎えに来られたので、うちは大丈夫ですよ」

　市原が来なかったらストリップさせられていた、というのは本人のために言わないでおく。

　スーツ姿の前田と洒しや落れたジャケットを身に着けた西島のツーショットはさっそく周囲の注視を集めているが、当人たちは気づいているのかいないのか、近所に飲みに来たも同然にくつろいでいる。

　ふたりはカウンター席に並んで座り、前田がスティンガー、西島がマルガリータを注文する。

　シェーカーを振ってカクテルを出すと、拍手して喜んでくれた。

「ほんと、恰好いいバーテンさんだな」

　西島の言葉に、前田が顎をひと撫なでする。

「ストレートのはずの俺でも、シェーカー振る姿にときめいたぞ」

　ですよね、と他の客にも同意を求めるのだから、ゲイに対してもリベラルな考えを持っているのだろう。

「鬼の前田をときめかせるなんて、すごいな」

　前田にしても西島にしても自然体で、がちがちに武装してやってきた市原に爪の垢あかでも煎せんじて飲ませたいくらいだった。

「佐さ倉くらさんには感謝してます。オーナーがうちに決めてくださったのは、佐倉さんの助言もあったと市原に聞いてます」

　市原が上司に自分のことを話していたのは意外だった。いや、市原の性格だ。黙っているのはフェアじゃないとでも考えたのかもしれない。

「いえ。市原さんが誠実な応対をしてくださったからこそです」

　できるだけさりげなく答えると、前田が右手を左右に振った。

「いやいや。市原、失礼な態度取ったんでしょう？　申し訳ない。言い訳にもなりませんけど、あいつ、大学時代に友人と信じていた男にしつこく迫られた過去があって、トラウマになってるんですよ」

　市原のゲイ嫌悪はそこからきたのか、と合点がいった。真面目なぶん、市原のショックの大きさが窺うかがい知れる。きっと深く傷ついたはずだ。

「あのとおりの堅かた物ぶつだから、尾を引いちゃって──でも、佐倉さんに力になってもらったって素直に言ってましたから、少しはマシになったのかもしれません」

　相好を崩す前田の目には、市原に対する期待と情が浮かんでいる。口ではあれこれ苦言を呈しつつも、市原への信頼が伝わってくる。

「真面目なのは、いいことだと思います」

　実際、もう少し力を抜けば楽になるのにと呆れる半面、真面目なところは市原の魅力だとも思っている。恵まれた容姿でありながら少しも擦すれたところがないのは、章吾からすれば驚きだった。

「そう言っていただけるとありがたいです」

　前田に頭を下げられ、わずかに罪の意識が頭をもたげる。まさかその堅物の部下を落とそうと狙っているなんて知ったら、前田はなんと言うだろう。

「あ、市原くんを呼ぼうか」

　提案したのは西島だが、前田も初めからそのつもりだったらしい。

「営業担当として、あいつから改めて挨拶させるぞ」

　酒が入っているせいで、まるで苛いじめっ子みたいな顔をして電話をし始める。挨拶なんていいと一応フォローしたが、ふたりとも結局のところここに市原を呼びたいだけなのだ。

「市原、上司命令だ。『PussyCat』にいるからいますぐ出てこい。は？　どうしてかって？　そんなの、来てからだ。とにかく、急げ。俺と西島を待たせるなよ」

　横暴とも言える命令に、会社員も大変だと市原に同情する。

　呼び出すだけでは満足できなかったのか、前田は携帯電話をカウンターに置くと、市原を酒の肴さかなにし始めた。

「さて、何分で来ると思う？」

　西島も愉しそうに指を折る。

「市原くんのうちからじゃ、三十分近くかかるだろ。家を出るまでに数分かかるとして、四十分くらい？」

「じゃあ、俺は三十分以内。近いほうが勝ち。ここの飲み代賭けようぜ」

「いいよ。いまからな」

　ふたりのやりとりを聞きながら、章吾はと言えば、息せき切ってやってくる市原の姿を思い浮かべてつい頰を緩めていた。

　勝負は二十八分後についた。肩で息をしながらドアを開けて入ってきた市原は、不機嫌さを隠そうともせずに大股でカウンター席までまっすぐ歩み寄ってきた。

「どういうつもりですか」

　眉間には深い縦皺が刻まれている。自宅にいたのだろう、市原が身に着けているのはスーツではなく、綿のシャツとカジュアルなジャケットだ。

　シャツの釦を一番上まで留めているところが市原らしい。

「よく来たな！　ほら、おまえの負けだ」

　満面の笑みの前田が、西島の肩を叩く。

「うわ～、やっぱりか。市原くんの忠犬ぶりを舐なめていたよ」

　恨めしそうな目をする西島に、市原も状況を把握したようだ。いっそう渋面になり、立ったまま前田と西島を睨む。

「俺が何分で来るか、賭けたんですか」

　自宅でくつろいでいたのに呼び出されたのだから腹を立てるのも無理はない。学生みたいなノリでばかばかしい真似をされたら、市原でなくてもうんざりする。

「まあ、確かに賭けたが、おまえを呼んだのは、佐倉さんにちゃんと挨拶させたかったからだ」

　店に入ってきて初めて市原の視線が自分に向く。極力こちらを見ないようにしていただろうことは明らかで、章吾と目が合った途端に睫毛を瞬かせた。

　それも当然で、電話で話しているとはいえ、顔を合わせるのは四日ぶり、市原が西島を迎えに来た、あの夜以来だった。

　章吾にとっては携帯電話の番号を交換した日だが、市原には危うく裸にされかけた忌ま忌ましい日にちがいない。

「──その節は、お世話になりました。明日からよろしくお願いします」

　どこかぎごちない様子で、市原は儀礼的に頭を下げる。

「いえ。こちらこそ」

　章吾が目礼を返すのを待って、すぐに前田に向き直った。

「帰ってもいいですか」

　さすが市原と、章吾は噴き出しそうになったが、上司の立場では見過ごせない態度だったようで前田が仏頂面で自分の隣を示した。

「いいわけねえだろ。座れ。おまえ、本気で挨拶だけすませたら帰るつもりだったのか」

　上司の命を、無視できるような性格ではない。あからさまに厭そうな顔をしつつも、市原は黙って隣に座る。

「わー、横暴な上司で市原くん可か哀わい想そう」

　口では同情するふりをする西島は、明らかに面白がっている。前回市原に迷惑をかけたにも拘かかわらず、マルガリータをビールのごとくぐいと呷あおった。

「どこが可哀想なんだ。若いんだから、たまにはめを外すくらいのことしたほうがいいって話だろ」

　酔っぱらっているからというより、このふたりは常日頃からこんな調子なのだろう。それが証拠に、市原はまた始まったとでも言いたげに、げんなりした様子でスツールから腰を浮かせた。

「おまえ、なにまた立ってるんだ」

　前田が、すっかり据わった目で脅す。

「ちょっとトイレに行ってくるだけです」

　前田とのわずか二、三言のやりとりを見ただけで、章吾には市原の苦労がわかるような気がした。基本的な性格のちがいもあるが、きっと前田が市原を構いすぎるのだ。当の市原が一線を引きたがっている以上、前田の親心は一方通行でしかない。

　奥のトイレに消えた市原を見送った章吾は、失礼しますと断り、あとを追う。けっして自分はお節介な性質ではないのに、どうにも放っておけないのは、市原本人のせいだと前田を見ていて確信した。

　トイレに入っていくと、市原は手を洗っていて、鏡越しに目が合った。

「なにか用ですか」

　章吾にはひと際素っ気ない態度を取る市原に、章吾自身、なにをやっているんだと心中で自問しながら口を開く。

「あー……よければ、帰れるように仕向けようか？」

　一瞬、市原の表情に疑心が浮かぶ。よけいな真似だという自覚はあったものの、その後、市原がこぼしたのはまったくちがうことだった。

「そんなに頼りないですか？　確かに社交的な人間とは言いづらいかもしれないですけど、人並み程度の社会経験は積んでいるつもりなんですが」

　自分が頼りない人間だから、章吾が追いかけてきたと勘違いしたのだ。

　もちろんちがう。頼りないからではなく、むしろ逆、そんなに肩肘張って頑張らなくてもいいのにと思っている。

「前田さんがいろいろ言ってくるのはわかるんです。上司だし、俺がもっと快活で陽気だったら仕事に繫つながる部分もあるでしょうし。でも、きみは──」

　市原はそこで言葉を切ると、急に思案顔になる。難しい表情で口元に手をやる姿に、そういうところが放っておけないんだよ、と章吾は内心で呟つぶやいた。

　鬱陶しいなら適当に流せばすむはずなのに、まともに受け止めて考え込む。そんな市原だからこっちも軽く流せず、構いたくなるのだ。

「前田さんは、上司としても個人としても市原さんを買ってるんだと思うけど。じゃなきゃ、いい大人の心配なんてしないでしょ。で、俺の場合は、必然の行動」

　畳みかけるように言葉を連ねた章吾を、市原が怪け訝げんそうな目で見てくる。すぐには答えず、たっぷり間を空け、もったいぶって切り出した。

「俺がつき合おうって言ったの、忘れた？　口説いている最中の相手とできるだけ接点を持とうとするのは、普通だろ？」

「……っ」

　いま思い出したかのように、市原の喉が鳴る。いっそう険しくなった顔に、章吾は手を胸にやった。

「忘れられていたなんて、傷つくな」

　ついでにため息をこぼしてアピールしてみると、ふいと視線を外した市原が気まずそうにかぶりを振った。

「……忘れてません。冗談だと思っているだけです」

　心外な一言に、足を踏み出す。

「冗談に見える？」

「いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくですから」

　振り向かないままの市原の肩が、すぐ後ろにいる自分を警戒して微かすかに上がった。力の入った背中を前にしてどう声をかけようかと迷ったのは、一瞬だった。

「なら、店以外の場所で一度会ってみるっていうのは？　いつも店だから、余裕の態度に見えるのかもしれないし。ほら、ここは俺のテリトリーだから」

　駄目元で持ちかける。なんで会わなければならないのかと問われたら、さっきと同じ台詞を言うしかない。約束した期限までは口説いていい約束だろう、と。

　それでもたぶん断られるな。

　まったく期待していなかった章吾だったが、

「そうですね」

　予想に反して意外にもあっさり受け入れられた。

「俺と──どこで会う？」

　本気で会うつもりかと、喉まで出かけた問いかけを吞み込む。せっかく市原がその気になっているのに、水を差すような真似は避けたかった。

「どこって言われても」

　迷いを見せる市原に、撤回される前に約束を取りつけたくて章吾から提案する。

「市原さん、スポーツはやる？」

　引き締まったいい身体からだをしているので、学生時代になにかやっていたのだろうと思い持ちかけると、期待どおりの返答があった。

「いまは接待でゴルフくらいですが、学生の頃はテニスをやっていました」

「じゃあ、テニスしに行こう」

　どうやらそれが功を奏したらしい。市原の双眸がめずらしく輝いた。

「わかりました」

　日時と場所は後日決めることにして、その場は別れる。先に市原がトイレを出ていき、章吾は用を足してから戻った。

「市原、おまえ、腹壊して先に帰るとか言い出すなよ」

　また前田が市原に絡んでいる。一瞬、まさか前田は市原を──と邪推してしまった自分に苦笑せずにはいられなかった。
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　どうして承知してしまったのか。魔が差した、という表現がもっとも相応ふさわしいかもしれない。

　その場で断るべきだったし、以降何度も電話がかかってきたのだからあとからでも固辞する機会はいくらでもあったのに、結局ずるずると日を過ごし、当日を迎えるはめになった。

　いや、断らなかったのは、きっと久々にテニスをしたくなったからだ。相手は章しよう吾ごでなくても、誰でもよかった。

　現に典のり孝たかはクローゼットの奥に眠っていたラケットを引っ張り出し、わざわざガットまで張り替えて準備したのだ。

　当日の朝になってもまだ迷っていたが、すっぽかすわけにはいかずスポーツバッグにウエアとタオルを詰め、待ち合わせしたスポーツクラブに向かった。スポーツクラブまでは電車と徒歩で二十分ほどだが、いつものように余裕を持って三十分前に自宅を出る。

　十分前に着いたとき、すでに章吾は典孝を待っていた。

「おはよ。俺、朝八時起きって、何年ぶりだろ」

　章吾が右手を上げる。挨拶を返した典孝もどこか新鮮な感覚だった。

　昼間会うのが初めてだからか、バーで見る章吾とはどこか雰囲気がちがい、歳とし相応に感じられる。本来、二十五歳といえばやっと学生気分が抜ける頃だ。

「お店が休みの間だけでも早起きしてはどうです？」

　ロッカールームで着替えをしながらそう言ったのは、間をもたせるためだった。章吾はばつが悪そうに首を回し、こきこきと音を鳴らした。

「そうしたいんだけど、ずっとこの生活だから難しいんだよなあ。まあ、市いち原はらさんが毎朝ジョギングにでもつき合ってくれるっていうなら、話は別だけど」

　はは、と声を出して笑う。

　店での章吾はどこか婀あ娜だっぽく、こんな快活な笑い方はしない。やはりバーで見る章吾とはちがう。別世界の人間だと思っていたが、いまは身近に感じられる。

「ジョギングの趣味はないので。それに、そこまでつき合いきれません」

　拒絶すると、笑みを引っ込めた章吾がじっと典孝を見てきた。気分でも害したのかと思えば、そうではなかった。

「やっぱり直球だ」

　自分に対する印象を口にする章吾に、複雑な心境になる。似たような評価を受けたことはあってもその場合たいがい皮肉が含まれていたので、納得がいったとばかりに愉たのしげに言われたのは初めてだった。

「市原さんって、ひとの話を軽くあしらわないんだよな。ちゃんと聞いてる。当たり前だって思うかもしれないけど、案外そうでもないんだよ。他人の話なんて聞いてないひと、結構多いし」

　それはきみが夜の仕事だからじゃないのか。

　普段の典孝なら確実に反論していたはずだ。でも、なんとなく今日はやめておいた。

　その代わりに章吾をコートへと急せかし、ロッカールームをあとにする。

　天気がいいわりに、四面コートのうち二面が空いていて、待たずにプレーできたのは幸運だった。軽く身体からだを慣らしてから、ボールを上げ、思い切りラケットを振り下ろす。

「うわ。結構、えげつないボール打ってくるし」

　どうやら章吾も経験者らしく、綺き麗れいなフォームでレシーブしてきたので俄が然ぜん熱が入った。

「この程度でえげつない？」

　深い場所に返ってきたボールを、ラインぎりぎりを狙って打ち返す。

「十分だって！」

　章吾のボールは高く上がり、典孝は迷わず相手コートに叩たたき込んだ。体勢を崩しつつも章吾はなんとか追いつき拾ったものの、そこまでだ。ボールは大きく飛んで典孝の背後のフェンスにぶつかった。

「市原さん、スポーツマンだったんだ」

「昔はそれなりに」

　久々にコートじゅうを走り回り、全身汗だくになる。さすがに何年かぶりなので息が上がり、ワンセット終わる頃には大きく胸が喘あえいでいた。

「死ぬ。もう駄目」

　章吾は典孝以上に疲労困こん憊ぱいしたようだ。ふらふらとコートに倒れたかと思うと、仰あお向むけに転がる。

「やられた。くそ。そこそこ自信あったのに」

　結果は六対二。二ゲームも落としてしまったのは計算外だったが、章吾の腕前はかなりのものだったし、過去にはみっちり練習した時期があっただろうと窺うかがわせた。

「歳のわりに体力がないのは、不規則な生活のせいだと思います。本当にジョギングしてみたらどうです？」

　上から見下ろし、鼻で笑う。技術面では肉薄していても、営業で飛び回っている自分のほうが章吾より体力的に勝っている。

「うわ。そういう言い方する？　リベンジだ。リベンジ」

　章吾が、勢いよく上半身を起こした。

「いまやっても結果は見えてますけどね。体力つけて出直したほうがよくないですか？」

「反論できないだけにめちゃくちゃ悔しいんだけど。マジで身体鍛え直そうかな、俺」

「そのうえでのリベンジなら、受けて立ちます」

　頭の隅では、なに馴なれ合っているんだと思うのに、ネットを挟んで和やかな会話を交わす。全力で走り回った身体がやけに心地よかったので、きっとそのせいだろう。

「あー、喉渇いたな。ビール飲みてえ」

　ウエアの裾で汗を拭いつつ、章吾がこぼす。

「そういうところから直すべきです。昼間っからビールなんて問題外」

　スポーツドリンクと注意した典孝に、章吾は不満そうに鼻に皺しわを寄せた。

「スポーツのあとのビールって、大人の特権じゃないの？」

　まるで拗すねているような姿に、覚えず破顔する。バーではやけに大人びて、老成すらして見えたのに、いまの章吾はちゃんと年下だ。最初こそ、なぜテニスの約束なんてしたのかと悔やんでいた典孝も、太陽の下で汗を搔かいたあとではどうでもよくなってくる。

　青空を仰ぎ、秋風に吹かれながら汗で張りついた前髪を搔き上げたとき、ふいに視線を感じて章吾に目を戻した。

「なんですか」

　不審に思って問うと、むくりと立ち上がった章吾が自身のウエアの尻を叩いた。

「なんでもない。それより、動いて腹が減ったからご飯でも食べに行く？」

　なんでもないと言うわりには妙な感じがしたが、空腹には同感だった。承知し、並んでシャワールームへ向かう。

　着替えをすませてスポーツクラブを出たあとは、章吾の車で──スポーツカーにでも乗っているイメージだったが、意外にも普通のハッチバックだ──近くのレストランに移動した。

　車中でもテニスの話題で盛り上がり、気がついたら学生時代の成績まで話すような始末だ。レストランに着いてからも、自分でも驚くほどリラックスしていた。

　章吾がカレー、典孝がオムライスを食べる間、まるで友人同士のようなノリで終始和やかな時間を過ごす。

　おそらく周囲からは、ごく普通の友人同士に見えていたにちがいない。それほど互いに「普通」だった。

　家まで送ると章吾が申し出てくれたときも、典孝は素直に礼を言った。

「市原さん、紙袋取ってくれる？」

　車に乗ってすぐ、エンジンをかけながら章吾が後部座席を示す。黒い紙袋を手にして渡そうとすると、章吾は少し照れくさそうに片笑んだ。

「市原さんに似合いそうなネクタイを見つけたから」

　一瞬、ぴんとこなかった。章吾が自分にネクタイをくれるつもりらしいと気づいてからも、どういうつもりなのか、章吾の意図が読めなかった。

「受け取る、理由がない」

　躊ちゆう躇ちよし、辞退したが、章吾は笑顔のままで応じる。

「理由ならある。俺に締められているところを市原さんに想像してもらいたい──なんてね」

「────」

　一瞬にして映像が眼前に現れた。自分の首にネクタイをかけ、ゆっくりと締め上げている章吾の表情は妖しく、その双そう眸ぼうはとろりとした蜜のごとく濡ぬれて見えた。

　最初の夜のときの章吾だ。

　途端に肌が粟あわ立だち、背筋に寒気が走る。

「ときどきアピールしとかないと、俺、罰ゲーム食らうはめになるから。ネクタイのことは今日の記念だと思ってくれていい。もし気になるなら、次にご飯食べに行ったときに奢おごって」

　章吾はいとも簡単にそう言い、アクセルを踏む。

　典孝は俯うつむいたまま、太ふと腿ももに指先を食い込ませた。

　章吾が当たり前のように次の約束を持ち出すのは、典孝が承知すると思っているからだ。最悪なことに、典孝自身ですらさっきまでそうするつもりでいた。

　当初は渋々だったのに。
















　確かに助けてもらった借りがあったし、鼻をあかしてやりたいという目もく論ろ見みもあった。しかし、章吾は、自分に忘れたくても忘れられない屈辱を与えた張本人だ。本来なら、二度と会いたくない男だ。

　電話を受け、テニスをして、いったい自分はなにをやっているのか。友人同士みたいに汗を流したからといって、あの夜の出来事が消えてなくなるわけではないのに。

「市原さん？」

　伸びてきた章吾の手を、頰に触れる寸前で躱かわした。顔を背けると、空を切った章吾の手はハンドルへと戻される。

「疲れた？」

　気遣いの言葉にも返事をせず身を硬くし、典孝は無言を通した。

　最初こそ話しかけてきた章吾も途中から口を閉ざし、沈黙の落ちた車内には気まずい空気が流れた。どうして送ってもらったのか、後悔しながらようやくマンションの前に到着するとすぐ、礼もそこそこにドアを開ける。

　うっかり紙袋を手にしたまま車を飛び出したのは、それだけ冷静さを失っていたのだろう。

　部屋に戻ってから気づいてもすでに遅い。いや、これは返すべきだ。

　リビングダイニングのソファの上に紙袋を置き、テニスウエアの洗濯をするためにバスルームへ足を向ける。轟ごう々ごうと洗濯機の回る音を耳にする間も、ネクタイのことを考える。

　返すべきといっても……いつ？　返すにはまた『PussyCat』に出向く必要があるが、あの店にはもう行くつもりはなかった。

　前まえ田だか西にし島じまに預けるという選択肢もある。でもそうすれば、章吾となにかあったのかといらぬ穿せん鑿さくを受けるだろう。

　章吾を呼び出す？

　典孝が返そうとしても、章吾はきっと受け取らない。なぜならあのネクタイは、単なるネクタイとは意味合いがちがう。

　──俺に締められているところを市原さんに想像してもらいたい──なんてね。

　少しだけ語尾が低くなった、章吾の声を思い出すと鼓動が大きく脈打つ。今日の章吾は太陽の下で終始笑っていたのに、思い出すのは最初の夜の彼だ。

　あの夜の章吾は、まるですべて見透かそうとするかのような目をして典孝の肌を辿たどっていき──欲望をあらわにした。

　今日はどうだった？　一度も熱いまなざしを向けてこなかっただろうか。

「……冗談、じゃない」

　不快な想像が頭をよぎり、即座に打ち消す。章吾に振り回されてどうする。ネクタイなんて返さなくても、捨ててしまえばいいのだ。

　あとでゴミ箱に放り込もう。そう決め、洗濯をすませたあと、一週間分の買い物に行く。夕飯をすませてからしばらくテレビを観みていたが、つまらなかったので早々にベッドに入って読みかけの本を手に取った。

　どれくらいたった頃か、典孝は夢の中にいた。夢の中ではテニスクラブにでも入っているのか、実際の自分よりも日焼けし、健康的で、汗を流しながら屈託なく笑ってもいた。

　ラリーが終わり、相手がこちらに近づいてくる。さわやかな笑顔を向けてきたのは──章吾だ。自分も章吾も親しげで、ネット越しに愉しそうに談笑する。

　まさに友人同士だ。

　が、次の瞬間、章吾に腕を摑つかまれた。なにが起こったのかと顔を窺った典孝は、はっとして息を吞のんだ。

　章吾の顔が異様に近くなる。間近で見たその双眸は熱を孕はらみ、微かすかに潤んでいた。

　反射的に逃げなければと思ったが、身体はびくとも動かない。そうするうちにも腕が引き寄せられ、いっそう章吾との距離が近くなった。

　──目を閉じて。

　笑顔でそう囁ささやいてきた章吾に、かぶりを振る。章吾は構わず顔を近づけてきて、そして──。

「……はっ」

　典孝は両目を見開いた。信じがたい夢に呼吸は乱れ、心臓は早鐘のごとく大きく速く鳴っている。身体は小刻みに震え、額には玉の汗が浮いていた。

「……ばかばかしい」

　口に出すことで冗談にしたかったが、こうも動揺していてはうまくいかなかった。典孝は震える指をぎゅっと握り込み、ベッドから身を起こした。

　寝室から出たその足でキッチンに向かい、冷蔵庫の中からミネラルウォーターを取り出し、グラスに注ぐ。一気に飲み干し、口元を手で拭ったとき、なにげなくカーテンの隙間に目をやった。

　紫紺の夜空に、ひと際強く瞬いている星が見える。周囲の小さく弱々しい星は、まるで引き立て役のようだ。うっかり強い光に吞み込まれてしまわないためには、できるだけ遠くにいるほうがいい。

　不用意に近づけば、自分を見失うだろうことは目に見えている。

　典孝はグラスをテーブルに置き、ソファの上の紙袋を尻目にリビングダイニングを出た。

　明日捨てればいいと、ネクタイのことは保留にして寝室に戻った。

　自分が感情的になっていたと気づくには、一晩あれば十分だった。典孝が取るべき行動は、ひとつしかなかった。ネクタイを捨て、以降章吾からの電話をうまくやり過ごすことだ。直接会うなんて、どうかしていたのだ。

　章吾から電話がかかってきたのは、ちょうど仕事から戻ってきて玄関で靴を脱いでいたときだった。

『筋肉痛がひどいのなんのって』

　当初は本当に毎日電話をしてくるとは思っていなかったが、本人の言ったとおり章吾は元来まめな性格なのだろう。

　店にいるときとはちがい、屈託のない声に典孝は苦い気持ちになる。昨夜の今日で章吾の声を聞きたくなかった。

「久々の運動ならしょうがないでしょう」

　頭の隅に引っかかっている妙な夢の断片が、章吾の声を聞くと途端に存在を誇示し始める。

　たかだか夢に意味はない。そう思うのに、脳の襞ひだにこびりついたままだ。

　この調子で今後電話をやり過ごせるだろうか。

　おかしな約束をしなければよかった。自分の軽率さに暗鬱としつつ、リビングダイニングに入った典孝はネクタイを緩め、視線をソファに向ける。

　朝のうちに捨てるはずだったのに、帰ってからでも遅くないと思ったせいで、紙袋はそこにまだある。

『余裕の発言に聞こえるな』

　今夜のうちに捨ててしまおう。典孝はソファから目を離し、冷蔵庫へ足を向けた。

「筋肉痛にはなってます。他人に言うほどじゃないだけで」

　今日一日、歩くたびに太腿の裏側が痛んだし、腹に力が入ると顔をしかめそうにもなった。まさかテニスをして筋肉痛だとは言えずなんとか取り繕ったので、事務所の人間は誰も気づいていないはずだ。

『さすがの発言だな。というか、どうかした？　また声が硬くなってる。俺としては、昨日のフランクな話し方のほうが好みなんだけど』

　好みという表現に、章吾の意図を感じる。それとも、勘繰りすぎだろうか。

　返事をせずに黙っていると、章吾が話題を変えた。

『ところで、次の土曜日はどう？　リベンジ』

　冷蔵庫のドアに伸ばした手を止める。

　典孝にはこれも歓迎できない話だった。いまとなっては、どうして章吾とテニスなんてしたのか、そのほうが不思議になる。

　仕事相手だとしても、すでに典孝の手は離れている。ましてや友人でもない。それどころか、顔も見たくない相手だ。

「土曜日は、ゴルフがあります」

『じゃあ、日曜日は？』

　すかさず問われ、こちらも無理だと突っぱねた。

「休みの日は、普段できないぶん家のことをしたいんです」

　噓うそではない。平日は帰りが遅くなる日が多いため、家事はまとめて休日にすませている。だから断る口実というより、これが当たり前なのだ。時間を作ってプライベートで会うほうがおかしい。

　典孝の拒絶を、章吾は感じ取ったらしい。

『愉しかったろ？　市原さん、笑ってたし』

　確信的な台詞せりふで典孝を攻めてくる。

　愉しかったかどうかは問題ではなかった。久々のテニスなのだから、章吾相手でなくても愉しめたに決まっている。

「とにかく、無理です」

　がんとして拒否すると、携帯電話の向こうにため息が落ちた。

『電話するのも駄目、って言い出しそうな雰囲気だな。なにがあった？　っていうか、車の中で俺がなにか失敗したのか』

　図星を指されて口ごもる。まさにいま、電話で話すことになんの意味もないと続けようとしていた。こんな状況をまだあと何日も続けるなんて、想像しただけで気が滅め入いる。

『なんだろうな。市原さんが真面目なひとだっていうのはわかってたけど、そういうんじゃなくて』

　章吾の声音から面倒そうなニュアンスが感じられ、顔をしかめて身構える。

『基本、臆病だよな』

　それでも、まさかこれほど屈辱的な罵ば詈りが浴びせられるとは考えてもいなかった。

　かっとし、唇を引き結ぶとさらに謗そしりは続く。

『自分を守るために他者を排除するって、臆病そのものだろ？　相手を平気で傷つけるって意味では、卑ひ怯きようとも言えるか』

「な……っ」

　なぜ章吾にここまで罵ののしられなければならないのか。ひどい中傷の数々に、頭に血が上る。怒りで酸欠状態のようになって、眩暈めまいすら覚えた。

「……臆病とか、卑怯とか、これほどの侮辱を受けたのは、初めてだっ」

　章吾こそ傲慢だ。真正面から平然と他人を非難するなど、不遜以外のなにものでもない。

「俺が、臆病だって言うなら、きみは、無礼な男じゃないのか。本当に図ずう々ずうしい。きみみたいな奴やつを傍若無人って言うんだ」

　思いつく限りの言葉で罵倒してやりたかった。自分がショックを受けたのと同じくらい、いや、それ以上に章吾を傷つけてやりたい。

「忘れたとは言わせないぞ。初めて会った日に、俺をあんな目に遭わせておいて、よく平気で電話できるな。こっちが普通に接しているからって、体ていよくなかったことにするつもりか。そういうところが厚顔だって言うんだ。ひとを非難する前に自分のことを省みるべきだろう」

　なにがつき合ってくれ、だ。激情に任せて捲まくし立てる。反論があればしてみればいいと、携帯電話を強く握り締めた。

　だが、章吾の返答は、典孝が想像していたものとはちがった。

『忘れてない』

　さぞ狼ろう狽ばいするか、もしくは激げつ昂こうするかと思えば章吾の声はいつもと同じだ。いっそ穏やかにすら聞こえる

『ちゃんと憶おぼえてるから、安心して』

　しかもこの台詞──。

　まるでこっちが憶えていてほしがっているかのようではないか。

「なんだ、それは……」

　章吾に自分を責める権利はないと言いたかったのであって、あの出来事を忘れるなと釘くぎを刺したかったわけではなかったのに勘違いにもほどがある。

『とりあえずさ。日曜日、食事だけでもしようよ。この前のレストランでいい？　夕方六時、待ってるから』

　[image: ]あ然ぜんとして黙り込んだのをいいことに、章吾はいまの険悪なやりとりなど完全に無視して勝手に話を進めていく。怒りの矛先を失ってしまった典孝は、能天気な言葉に自分の耳を疑った。いったいどういうつもりなのか。なにを考えているのかまったく理解できない。理解したくもない。

「──行くわけ、ないだろう」

　こんな不毛なつき合い、初めから間違っていた。貸しとか罰ゲームとか、そんなまやかしで納得していた自分にも呆あきれる。

　けれど、どんなに突っぱねても章吾は覆さなかった。

『待ってる』

「だからっ」

　最後は典孝に返事もさせず、あっさり電話を切ってしまった。

　ツーという電子音が虚むなしく耳に届く。

「行くわけない」

　もう一度同じ台詞を口にした典孝は、小さく毒づいた。

　章吾に腹を立てていたはずが、いまは困惑しかなかった。










　以降も毎日電話があり、待ち合わせ場所と時刻の念押しをされた。もちろんその都度断ったけれど、章吾は懲りずに「待ってるから」と言うのだ。

　そして、日曜日がやってきた。前日の接待ゴルフは雨で中止になったが、食事の約束に天候は関係ない。

「案外楽天的だな。あと、しつこい。普通、一度断られたら退ひくだろ」

　ソファに寝転がり、窓ガラスを伝う雨筋を眺めてすでに一時間以上。せっかくのんびり過ごせる休日だから読書でもしようとソファに横になったのに、一時間たっても二ページと読み進められず、文庫本は典孝の腹の上だ。

「しかも、待ってるなんて言って──あんなにひとのこと罵っておいて、俺が行くと思うほうがおかしいだろ」

　約束の時間はもうとっくに過ぎている。きっと章吾も帰ったにちがいない。いま頃典孝への文句を並べている頃だろう。

「言いたいだけ言えばいい」

　はっと鼻を鳴らし、窓から外した視線を黒い紙袋へとやる。ずっとソファに置きっぱなしだった紙袋は、いまはチェストの上にあった。

　なんとなく捨てそびれてしまい、一週間が過ぎた。さっさとゴミ箱に放り込めばいいと思いつつ、なぜか実行できずに持て余している状態だ。

　明日は捨てよう。

　典孝が紙袋から目をそらしたのと、着信音が室内に響き渡ったのはほぼ同時だった。

　咄とつ嗟さに身を起こし、テーブルの上の携帯電話を摑んだ典孝は、相手を確認して唇を引き結んだ。

　章吾だ。

　待ち合わせ場所に来ないことを責めるつもりか。だが、初めから行かないと言ってあるのだから、自分は悪くない。待つほうが悪いのだ。

　──基本、臆病だよな。

　──相手を平気で傷つけるって意味では、卑怯とも言えるか。

　章吾にぶつけられた言葉が思い出され、胸がきりきりと痛む。あんな言い方をするなど許せない。たとえ実際に章吾がそう思っていたのだとしても、大人なら面と向かって口にしないものだ。

　歯は嚙がみをする一方で、事実かもしれないと自覚し始めている。そうか、臆病だから、自分が傷つく前に他人を傷つけてしまうのか、と。

　待ち合わせ場所に行かないのも、そういうことなのだろうか。

　着信音の止まった携帯電話を見つめたまま、急に不安感に襲われる。知らない場所に放り出されたような、居心地の悪さを感じて眉根を寄せた。

「…………」

　惑わされるな。行かないと答えた時点で約束は成り立たないし、そもそも、出会った夜の出来事を考えれば、その後も顔を合わそうとするほうがおかしいのだ。

　俺は間違っていない。章吾との待ち合わせをすっぽかしたのも、臆病だからじゃない。会う理由がないからだ。会わない理由なら、いくつも思いつく。そう自分に言い聞かせ、携帯電話をまたテーブルの上に戻す。

　床に落ちた文庫本を拾い上げて携帯電話の隣に置くと、夕食の準備をするためにキッチンに立った。

　可能な限り自炊するようにしているが、今日はその気になれず昼間買ってきた惣そう菜ざいを皿に移す。コロッケと茄な子すの煮浸し、野菜炒いためを電子レンジで温めてからテーブルに並べた。

　椅子に座ると、テレビをつけて箸を手に取る。チャンネルを替えてもバラエティばかりだったので、結局消して、黙々と食事をした。

　その後は風呂に入り、ニュース番組を観てから、寝るには少し早い時刻だったものの寝室に移った。ベッドに横になり、続きを読もうと文庫本のページを捲めくる。

　テーブルに携帯電話を置き忘れたことに気づいたのは、もう深夜だった。べつにそのままでもよかったが、仕事柄常に携帯電話を持ち歩いているせいか、近くにないと落ち着かない。

　ベッドを下りた典孝は、リビングダイニングに携帯電話を取りに向かう。ドアを開けた瞬間、典孝の耳に着信音が聞こえてきた。

　まさか、章吾か。

　逡しゆん巡じゆんしつつ、強こわ張ばる手を伸ばして確認すると、かけてきたのは章吾ではなかった。知らない番号からだ。

　不審に思いつつも通話ボタンを押す。

「はい」

　ざわざわと耳障りな音がしたあと、

『あんたのせいだからね』

　聞き憶えのある声が耳に届いた。

「──どなたですか？」

　典孝の問いに、ナギとぶっきらぼうに返ってくる。どうしてナギが典孝の電話番号を知っているのか、確認する間もなく怒鳴られる。

『章吾くんが大変なんだから。あんたのせいでどうかなったら、俺だけじゃなくみんながあんたを恨むからね』

「え」

　衝撃的な一言に、喉がひくりと引き攣つった。

　章吾の身になにかあったのか。自分が行かなかったせいで──一瞬にしてあらゆる悪い想像が頭の中を駆け巡る。具合でも悪くなったのか。それとも事故か。

「彼は……いま、どこに」

　大きく息をついてそう問うと、ナギが不満げに鼻を鳴らした。

『もう係かかわってほしくない』

　突き放すような言葉に、首筋が冷たくなる。係わりたくないと典孝も思っていたが、章吾の口から言われるならまだしも、無関係の他人から明言されると途端に反感が込み上げてくる。なんの権利があってとナギへ敵てき愾がい心しんを燃やしつつ、典孝は声音に強い意思を込めた。

「俺のせいだって言うなら、俺に責任があります。どこに行けば会えるんですか」

　ナギからの返答はない。わざと焦じらされているような気がして、苛いら立だちが募る。

　たっぷり一分は待たされたあと、

『わかった』

　ようやく住所が告げられた。電話を切るや否や典孝はリビングダイニングを飛び出し、タクシーを呼ぶ間に着替えをし、五分後には部屋を出た。小雨の中、マンションの前でじりじりしながらタクシーを待つ時間はひどく長く感じたが、実際はナギからの電話を切ってからものの十分程度しかたっていなかった。

　教えられた住所に向かう。数十分後、到着したのは白い外壁の高層マンションだった。ガラス張りのエントランスは広く、いくつかソファが設置されていて、いかにも高級マンションに相応しい雰囲気だ。てっきり病院だとばかり思っていたので、最悪の事態ではなかったと安あん堵どする。

　中から男が現れた。

　耀よう司じだ。耀司もナギに呼ばれたのだろうか。

「早かったね」

　さわやかな笑みを浮かべ、耀司がマンション内へと典孝を招く。相変わらず優雅な所作でエレベーターに乗り込む耀司に、典孝から切り出した。

「それで、佐さ倉くらさんは……」

　ここまで来て焦ってもしようがないと承知で、耀司をせっつく。

「あー……う～ん。それについては僕が口で説明するより、市原さんに自分の目で見てもらったほうがいいと思うんだ」

　奥歯にものが挟まったような返答に、なんとも言えず焦りを覚える。いったいなにを見ろと言っているのか、もしかして章吾本人が会いたくないと拒んでいるとでもいうのか。その可能性を考えていなかったので、急に居心地が悪くなってきた。

　拒んで当然だ。雨の中、連絡ひとつなくすっぽかされれば典孝でも怒る。

　最初に謝罪すべきかもしれない。でも、初めから断っていたのだから、自分ばかり責められたのでは割りに合わない。

　葛藤している間に二十四階に到着し、典孝は先にエレベーターを降りた耀司のあとに続いた。二四〇五室の前で耀司がドアをノックすると、玄関で待ち構えていたのだろう、中からナギが顔を出した。

「どうぞ」

　ふくれっ面のナギが、くいと顎で中へと促す。唇を引き結んだ典孝は、緊張の中、靴を脱いだ。

「ここ、耀司くんの部屋なんだ。３ＬＤＫで豪華でしょ？　ちなみにアイランドキッチンだし、普通のバスルーム以外になんとシャワールームもあるんだよ」

　どうでもいいことを説明するナギの背中に向かって、すぐに本題に入る。

「佐倉さんは？」

　ナギは肩越しにちらりと典孝を見ただけで、目の前のドアノブに手を伸ばす。ドアを開けると、そこは寝室だった。

　しかし、ベッドの上に章吾はいない。いったいどうしたのか。

　背後の耀司に問おうとした典孝は、次の瞬間、身体を硬直させた。

「ごめんね」

　少し困ったような優しい表情で笑いかけられたのと、背中から両腕を取られて羽交い締めにされたのはほぼ同時だった。いきなりの展開に対処できず、[image: ]然としている間にあらかじめ用意されていたらしい紐ひもで手首を拘束される。

「……なにを、する」

　狼狽する典孝の前で、ナギはいままでの不機嫌な顔が噓のように満面の笑みになる。典孝と視線が合うと、淡い色の瞳を輝かせた。

「いや～、こうもうまくいくと、いっそびっくりするな。学習能力がないっていうか、世間知らずっていうか。ああ、もしかして、章吾くんに夢中ってわけ？」

　くすくすと笑われ、ようやくすべてを悟る。

　章吾はこの部屋にはいない。つまり、騙だまされて連れてこられたのだ。

「これは……どういうことですか」

　ナギではなく、背後の耀司に聞く。耀司のほうがまともに会話できると考えたためだが、その判断は間違っていた。

「ごめん」

　耀司は謝ることしかしない。この場を支配しているのは、ナギだ。

「つまり、仕切り直しさせてもらおうってこと。前に四人で愉しんでたのに、俺たちだけ追い払われたじゃん？　で、その後もなんだかふたり、変な雰囲気になってるし。章吾くん、あんたっていう玩具おもちや見つけたからか、つき合い悪くなっちゃって」

「……っ」

　どこに腹を立てていいのか迷うほどだった。ナギの言い分はめちゃくちゃなうえ、玩具扱いされるなんて──ナギと耀司にはもちろんのこと、ここにはいない章吾にも腹が立つ。

「きみたちのやってることは、犯罪です。それともゲイは特別で、法律も常識も無視していいとでも思ってるんですか？」

　あえてゲイを強調した。ナギを怒らせるのが目的だったが、いったいいまの台詞のなにが可お笑かしかったのか、ナギは逆に声を上げて笑い出した。

「言うと思った。ほんと、あんたって想像の範はん疇ちゆうを出ないよね。つまんない男。章吾くん、あんたのどこがいいんだろ」

　暴言の数々にかっとし、目の前が赤く染まる。拘束されている手が震え、典孝は肩を怒らせた。

　なにを言い返したところでナギに軽くあしらわれるのは目に見えている。むきになればなるほど、喜ばせる結果になる。必死で歯を食い縛っていると、ナギが耀司に向かって指を鳴らした。

「じゃあ、始めようか。この前よりひとり少ないから、市原さんには物足りないかもしれないけど」

　耀司はナギの言いなりだ。ごめんと謝るくせに、どんなに厭いやがっても典孝を強引にベッドへと運ぶ。

「さわ……るなっ」

　不自由な手のぶん全身を捻ひねり、脚をばたつかせて必死で抗あらがう。あの夜のことが脳裏で再現され、身体じゅうが怖おぞ気け立った。

「厭なのはいまだけだって。市原さんって基本快楽に弱いから、すぐに感じちゃうんだもんねえ」

　くすくすと笑いながら揶や揄ゆされ、悔しさと怒りで涙が滲にじむ。

「ナギくん。でも、携帯盗み見したって章吾くんが知ったら、きっと激怒するよ」

　一応はナギを諌いさめる耀司は、やはり口先だけだ。ナギの命令に従って、典孝の頭上に陣取ると肩を両手で押さえ込んでしまった。

「耀司くんは黙ってて。いま俺、真剣なんだから」

　表情だけ見れば難題にでも挑んでいるようにも見えるナギは、典孝の蹴りを避よけてズボンを脱がせにかかる。脚をばたつかせて阻止しようとすれば、不穏な目つきで腿ももを叩かれた。

「おとなしくしててよ」

　聞き分けがないとばかりに責められたが、暴れさせているのはナギだ。またあの夜をくり返すのかと思うと、震えるほどの激情が込み上げた。

「許さない……っ。これ以上、俺に触ったら……絶対、おまえら許さないぞ！」

　声を嗄からして叫ぶ。

　その様を愉しんでいるかのように、ナギは余裕の体で典孝のベルトを解きにかかる。

「だからあ、大声出しても無駄。さっき言ったようにここ高級マンションで、防音壁なんだよね。しかも角部屋だったでしょ？」

　抵抗も虚しく慣れた手つきでズボンを脚から抜かれ、下着姿をさらす。鼻歌でも歌い出しそうなほど上機嫌のナギに反して、直接空気が触れた肌を粟立たせた典孝は、絶望的な気持ちになった。

「前も思ったけど、市原さんにはトランクスよりボクサーのが似合うと思うんだ」

　ナギの手が下着に触れてくる。なんの躊躇ためらいもなく他人の下着を脱がせられる神経が、心底恐ろしかった。

「よせっ」

　制止の声が掠かすれる。呆あつ気けなく下着を剝ぎ取られ、下半身を剝むきだしにされた自分はさぞみっともない恰かつ好こうだろう。そう思うと助けを呼ぶ気力が薄れ、抗う意思すら萎しぼんでいった。

「はい。御開帳～」

　こいつらは、いったい何者だろう。平然とこんな真ま似ねのできる人間に会ったことがない。

「あれ？　縮こまってるじゃん。可か哀わい想そうに。市原さん、せっかくいいもの持ってるんだから、立派にしてあげなきゃね」

　あまりの情けなさに涙が込み上げ、視界が揺らいだ。どうして二十歳そこそこの男にいいようにされなければならないのか……こんな目に遭うような過ちを、自分は犯しただろうか。

「ナギくん」

　耀司がまた口を挟む。どうせ本気でナギを止める気なんてないくせに。

「市原さん、十分怖がってると思うけど」

「わかってるって。もう、耀司くん、うるさい。市原さんも気持ちよくさせてあげるんだから、むしろ感謝してほしいくらいだし」

　案の定ナギが言い返すと、耀司は困惑顔で押し黙る。若造にいいようにされているのは耀司も同じだ。親しいぶん耀司のほうが罪は重い。

「最低だな。言いなりになって……まるで下僕だ」

　ナギから耀司へと矛先を変え、嫌悪感をあらわにして嚙みついた。

「いまなんて言った？」

　耀司を怒らせたかったのに、予想に反してナギが眦まなじりを吊つり上げた。

「最低？　下僕？　それ、耀司くんのこと？　俺、本気で怒ったし。ほんっとうにあんた、嫌いだわ」

　ふんと鼻を鳴らしたかと思うと、いきなり典孝の中心を鷲わし摑づかみにする。強い力で締めつけられて、激痛と恐怖に典孝は慄おののいた。

「ぅう……ぁ、放……っ」

　ナギの怒りは本物だ。力任せに握られて、睫まつ毛げに溜たまった涙がじわりとこめかみに伝わった。

「い……痛……っ」

　悶もだえ、やめてくれと訴えてもナギの手は緩まない。耀司は八の字に眉を下げ、かぶりを振るばかりだ。

「耀司くんは王子様なんだよ。なに下僕とか言ってんの」

「わか……わか、たっ」

　解放してほしい一心で何度も首を縦に振る。

「使いものにならないように、このまま潰してやろうか」

　恐ろしい脅しがとても冗談には聞こえず、双眸をぎらつかせるナギの怒りがおさまるようひたすら懇願するしかなかった。

「頼む……も、やめて、くれ」

　これ以上は耐えられない。

　意識が遠とお退のきそうになったとき、唐突に痛みが去った。

「じゃあ、特別に今回だけ許してあげる」

　寸前まで激昂していたのにまた笑顔になるナギに、典孝は絶望的な気分になる。逆らえばふたたび痛みを味わわされるのではないかという恐怖で、反抗する気力は完全に失うせた。いつ潰されるかと怯おびえながら、きっと自分はナギにされるがままになるのだろう。

「さて、仕切り直し」

　ナギの指が性器に触れてきて、身体が硬くなる。

「赤くなってる。可哀想だから口でやったげるね」

　その言葉だけで、ひゅっと喉が鳴った。

　無理だと訴えても、なんの効果もなかった。ナギは典孝の脚を開かせ、膝を押さえてあられもない体勢を取らせると、躊躇もなくそこに顔を埋うずめた。

「うぁ……っ」

　熱い粘膜に包まれる。ねっとりとしゃぶりながら舌でくすぐられ、我慢しようにもできない。巧みな口淫に、意思とは関係なく典孝のものは勃起する。

　室内に響き渡るいやらしい音はわざとだろうか。

「あ、あ……やめ、てく……れ」

　痛みのあとの快感は、典孝から根こそぎ理性を奪っていく。

　厭というほど砲身をしゃぶられ、そこがふやけてしまったかのような錯覚に陥る。どれほど拒否しようと、吐き出したいという欲求には逆らえなかった。

「い、いく……」

　ナギの口中で、典孝自身がびくびくと跳ねる。もう駄目だと思った瞬間、ナギが顔を上げた。

「あぁ──」

　こぼれ出た声は明らかに濡れ、失望に満ちていた。

「いかせてあげてもいいんだけど、もうちょっと頑張ってからね」

　いまでも十分ショックなのに、これ以上なにをさせるつもりなのか。

「も……厭、だ」

　弱々しい言葉を発した典孝を嘲あざ笑わらうかのごとく、ナギは典孝の先端からあふれている蜜を指先ですくうと、そのまま後ろへ滑らせていった。

「よせ……っ」

　身体が痙けい攣れんする。射精感は瞬時に失せ、激しい嫌悪が込み上げる。

「市原さんが厭がるのって、最初だけだよね。前に弄いじってあげたときだって泣いて悦よろこんでたじゃん」

「や……厭……だっ」

　脚を閉じようにも、ナギの身体が邪魔でできない。ナギはなんなく典孝の抵抗を封じ、指を使って入り口を抉こじ開けにかかった。

　いったいいつの間に準備したのか、ナギの指はとろりと濡れていて、どんなに力を入れても中へと挿はいってくる。

　浅い場所をぐるりと撫なでられて、あろうことか背筋がぞくりと痺しびれた。

「あ……うぅ」

　押し出そうとするのに、指は内壁を撫で回しながら奥へと進んでくる。

「狭いね。章吾くんと一回やったきり？　市原さんみたいな感じやすいひとがよく我慢してるね。てっきり癖になったとばかり思ったのに」

　癖になんてなるはずない。そもそも章吾とはなんでもないのだから。

　ナギの勘違いに、ふるふると首を横に振った。

「し……てない。一度、も」

「またまた。俺たち追い払っておいて、それはないでしょ」

　ナギは端はなから信じず、典孝の体内を指で探りながら広げていくと、深い場所を引っ搔いてきた。

「うぁぁ」

　途端に身体じゅうに電流が走り抜ける。そこを突かれると、なにかが漏れ出るような感覚に襲われた。

　おかしい。こんなふうになるなんて……あり得ない。

「厭……や、めてく、れ……あぁ」

　が、現実に典孝はナギの指に翻弄されている。

「とか言って、気持ちいいんでしょ？　特別にいいもの塗ってあげたし。入り口も中もぬるぬるにしてあげるから、いっぱい感じてね」

　ナギが満足そうに笑う。

「そろそろ欲しくなった？　市原さん、俺と繫つながろうね。気持ちよくしてあげるから愉しませて」

「うぅぅ」

　ずるりと指が抜かれた。典孝が感じたのは、明確な喪失感だった。信じがたいことに中がたまらなく疼うずいている。どうにかしてほしくて、身体が勝手に揺れ出す。

　いったいどうなってしまったのか、自分でもわからない。

「ナギくん、腹いせならもう十分だろう。ちょっと怖がらせるだけにしては、やりすぎだよ」

　典孝の両腕を押さえていた耀司が、ふたたび口を挟んだ。忠告とともに耀司の手は離れていったが、すでに力は入らない。

「しつっこいなあ。市原さんも、引き返せないところまできてるんだから、最後までやってあげなきゃ可哀想でしょ」

　自分の上で交わされるふたりの会話が、離れた場所から聞こえてくるかのようだ。なにもかも遠く感じられ、頭の芯がぼんやりとして、身体だけはやたら熱かった。

「でも、たぶん無理だよ。さっき章吾くんにメールしたし、章吾くんはこの部屋の暗証番号知ってるしね」

　それでも「章吾」の名前だけは耳に入ってきた。

「は？　いつの間に……なによけいな真似してるんだよ！　耀司くんは常に俺の味方じゃないのかよ！」

　ナギが目を剝き、怒鳴る。

「そう。ナギくんの味方だ。でも、さっき王子様だって言ってくれただろう？　僕はナギくんの王子様だから、ナギくんがやりすぎたら止めなきゃいけない」

「そういう意味じゃないのに！」

　子どもみたいに癇かん癪しやくを起こしたナギが、地団太を踏む。散々悪態をついたあと、我に返るとふいに笑顔に戻った。

「大丈夫。章吾くんだよ？　来ないでしょ。あのひと面倒事苦手だから、メールなんて無視するって」

　自分の言葉に納得して深く頷うなずいたナギの視線が、ふたたび典孝に戻ってきた。

「ごめん。待たせたね。いま挿いれてあげるから」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔は空恐ろしくすらあるのに、愉悦を求めて肌がざわめく。ナギに触れられるのがどれほど不快でも、身体が裏切る。

「佐倉、さ……」

　なにもかも虚うつろな中、その名前を口にした。

「へえ。この状況で章吾くんを呼んじゃうんだ。残念。章吾くんは来ないよ」

　ナギが愉快そうに肩を揺らし、自身のジーンズの前をくつろげる。

「ナギくん」

　耀司の制止も聞かず、昂こう奮ふんもあらわに舌を覗のぞかせた。

「止めてももう遅いって。だって、あれ使ったし。どんなマッチョも可愛かわいいにゃんこになるって媚び薬やく入りローション」

　ナギの言葉は典孝にはまったく理解できなかったけれど、耀司にはわかったらしい。はあ、とため息をついた。

「そんなばかな真似して……殴られるだけですめばいいが──」

　直後だ。耀司の言葉尻を大きな音がさえぎった。

「噓っ」

　声を上げたのはナギだ。

「だから止めたのに」

　と耀司。

　いったいなにが起こったのか、典孝も音の正体を知りたかったが、頭の中がまるでミルクでもぶちまけられたように心もとなく、漫然としている。

「おまえら、こんな真似をしてただですむと思うなよ」

　ずかずかと室内に踏み入ってきた男が、低く一喝した。

　この声は、章吾だ。霞かすむ視界に姿もちゃんと映っている。あの大きな音は、章吾がドアを開け放った音だったか。

「……佐……倉さ……」

　理解した途端、身体の力が抜ける。だが、素直に喜べる状態ではなかった。安堵するとなおさら異変を実感する。

　身体じゅうの神経という神経が剝きだしになった、そんな感覚に囚とらわれ身み悶もだえした。

「俺は悪くない！　悪いのは章吾くんじゃん。面倒なこと嫌いなくせに、なんで来るんだよ！　最近、俺の誘い断ってばかりでぜんぜん遊んでくれないし。ていうか、テニスで筋肉痛ってなんだよ。章吾くん、そんなキャラじゃないだろ。このひとのせいでおかしくなった！」

　部屋の隅で縮こまったナギが章吾を責める。

「うるせえ。言い訳なんざ聞いてねえよ」

　章吾が歩み寄り、こぶしを振り上げた。

「わーっ、殺されるぅ」

　ナギの叫び声。

「殴るなら、僕にしてくれ」

　これは──耀司だ。

　章吾の唸うなり声が聞こえた。

「それなら望みどおりにしてやるよ。腹に力入れろ」

　鈍い音が続いた。典孝にとって、すべては擦すりガラス越しの出来事も同然で、ベッドの上から三人にとろりとした視線を向ける。動かなくてはと頭の隅では思っても、身体がまるで言うことをきかなかった。

　げえげえという嘔おう吐とに、

「ここから失せろ」

　冷たく命じる章吾の声が重なった。

　ナギはさっきから泣いている。泣きながら、身体をふたつに折った耀司に駆け寄った。

「出ていくよ。その前に、怒らないで聞いて。あのさ、にゃんこになるローション使っちゃった」

「おまえ──」

　章吾が歯を剝いて威い嚇かくする。

　まるで野生動物みたいだと、ぼんやりとする意識の中で典孝は考えていた。

「大丈夫か？」

　ふたりが出ていくと章吾はベッドに近づいてきたが、気遣いのつもりか典孝を見ようとしない。あらぬほうへと目線を向けたまま、案じる言葉を口にする。

「身体を拭いてやりたいけど──たぶん、触らないほうがいいから手の拘束だけ解くな」

　ようやく両手が自由になった。しかし、典孝は起き上がることすらできない。思考力と判断力が低下しているのに触覚だけはやたら鋭くなっているようで、手首に触れた章吾の指先の体温をやけに生々しく感じた。

「……ふ……う、ぅ」

　自由になった両手でシーツを搔き寄せて下半身を隠したものの、依然身体の異変は続いている。

　体内をなにかが這はっている──その感覚に耐えようと唇に強く歯を立てても、なんの役にも立たない。じっとしていられず、荒い呼吸をくり返しながらシーツの下でもぞもぞと身体を動かす。肌に擦こすれる布ですら性感に繫がった。

「う……っく」

　章吾にも出ていってほしい。こんなみっともない姿、さらしたくない。そう思う半面、このまま放置されたときのことを考えて、ぶるりと震える。

　章吾が、荒々しい手つきで髪を搔き上げた。

「目を瞑つぶってればいい。その間に終わるから」

　躊躇もなく、言われたとおり目を瞑るとベッドのスプリングがたわんだ。頭に手を添えられただけで心臓がきゅうと締めつけられたような気がした。

　引き寄せられるままに身体を預けると、額に章吾の吐息が触れた。

「……あ」

　シーツの中に入ってきた手に、性器を包み込まれる。二、三度擦られただけで、典孝は仰のけ反り、射精した。

「あ、あ……」

　だが、終わりはこない。一度出しても欲望は消えるどころか、より増したようだ。

　自分の精液が砲身を伝う感触にも敏感になり、目を開けた典孝は鼻を鳴らした。

「どう……なった？　俺の、身体」

　疼いて、たまらない。肌も体内もぜんぶ感じる。

「媚薬入りのローションを使われたんだ。たぶん──二、三時間でおさまるはずだから」

　我慢して、と章吾が言った。いまの典孝には残酷に聞こえ、身体を離そうとした章吾のシャツを反射的に摑んでしまった。

「──市原さん」

　章吾が舌打ちをする。

「けど、市原さん、あとでどうせ悔やむだろ。俺だって、キメセクなんて趣味じゃないんだ」

　章吾の言うとおりだ。きっと自分は後悔する。ばかな真似をしたと散々悔やんでから、しようがなかったと自分を正当化するのだ。

　あの夜みたいに章吾のせいにして。

　同じ過ちをくり返すのは厭だ。手を離さなければ。章吾を放して、ひとりで処理すればいい。そう自分を納得させ、シャツを握り締めている手を開く。

　これで章吾は出ていくだろう。

　典孝は、もう章吾を摑まなくていいように震えている自身の肩を抱き締めた。

　こうしている間に立ち去ってほしい。これ以上同じ部屋にいたら、気が変になってしまう。

「……あなたってひとは」

　章吾が眉をひそめる。その表情にも色気を感じて、典孝はまた震える。

　いつもは冷たそうに見える双眸が、熱く自分を見る瞬間を憶えていた。やや大きめの唇が、どんなふうに使われるか。長い指がどれほど器用か。すべて記憶に刻まれていて、駄目だとわかっていながら脳裏で再現して、くらりと眩暈を覚えた。

　上下する喉仏に目を留めた典孝は、知らず識しらずごくりと唾を嚥えん下げする。章吾の少しだけ甘い匂いが、強くなったような気がした。

「本当にたち悪いな。そんな目で見て、俺にどうしろって？」

　なげやりな口調で言い捨てた章吾が、次の瞬間、嚙みつくようなキスをしてきた。舌先で上顎を舐なめられただけで、典孝は耳を覆いたくなるような淫らな声を漏らしていた。

「ん、ん、ぅんっ」

　角度を変えて口づけを深くし、舌を擦すりつけ合う。唾液で口の周りがべたべたになっても、今日の自分には快感しかない。もっとキスしてほしいとすら思う。

「ぅあ」

　ぴりっとした疼とう痛つうが走り、驚いて身を退いた。章吾が胸の尖とがりを引っ搔いたせいだと知っても、どうしようもない。いつの間にかシャツの釦ぼたんは外され、その下につけていたアンダーシャツは捲まくり上げられている。

「う……痛……っ」

　指で抓つままれ、弾はじかれて顔をしかめた典孝の頰を、章吾が舐め上げた。

「この前も触っただろ？」

　口づけを続ける一方で、章吾は執しつ拗ように乳首を弄まさぐり出す。くすぐったいような痛いような、なんとも言いがたい感覚はやがて明確な熱を連れてくる。

「あ」

　無理やり尖らせた乳首を押し潰すように捏こね回されて、腰が跳ねる。痛みはまだ残っているのに、それとはちがうなにかが込み上げる。

「気持ちいい？」

　問われて、初めてそれが快感だと気づいた。

　胸を弄られると性器が切なく疼き出し、じっとしていられなくなる。そこへ手を伸ばしたくて仕方がないが、章吾に見られていると思うと躊躇する。結局典孝は、腰を揺らすしかない。

「そのまま、俺に身体預けてて」

　察してくれたのか、ようやく章吾が手を下へと這わせていった。いきたくてもいけなくて、ずっと勃起した状態を強いられていた典孝のそれは、二度目にも拘かかわらず、蜜の滲んだ先端を指で撫でられただけでまたクライマックスを迎えていた。

「あ、あぁ──」
















　媚薬を使ったという意味を、こうなって初めて理解する。これまで味わったことのない激しい絶頂に頭の中と視界が真っ白になる。自分でも驚くほど夥おびただしい量を吐き出し、腹どころか胸まで汚してしまった。

「すごいな」

　耳元でそう囁かれて、微かに羞恥心が戻る。だが、それを上回る欲望には逆らえなかった。現に典孝の中心は萎える気配がない。

　性器も他のところも全部疼いている。

「足りないんだろ？」

　掠れた声で問われても素直に頷けず、かといって否定もできず、典孝は唇を嚙み締めた。

「こんなになってて、我慢するのは無理だって」

　典孝の首筋で囁いた章吾が、大きな手のひらで性器を包み込んだ。

「あぅ、う」

　指で揉もみしだきながら上下に扱しごかれ、そこから濡れた音が立つ。

「ちょっと体勢変えるよ」

　そう言ったかと思うと、章吾は典孝の肩を抱いたままベッドに横になった。楽な姿勢になったおかげで、これまで以上の快感が押し寄せてきた。

「あぁ……」

　前への愛あい撫ぶはそのままに、後ろにも触れられる。

「そこは、い、やだ……っ」

　さっきナギに濡らされ、広げられた場所は章吾に指先を押し当てられた途端、ひくひくと痙攣した。そればかりか、内側まで蠢うごめき始める。身体の内側を、もっと奥を触ってほしくなる。

「厭？　こんなに蕩とろけてるのに？」

「ちが……っ」

　かぶりを振って否定したものの、自分の身体のことは自分が一番わかっていた。内側が熱くて、溶け出しているような気すらする。そこをどうにかしてほしくて仕方ないのだ。

「けど、ムカつくな。他の男に触らせてるんじゃないよ」

　顔を歪ゆがめた章吾が、指で入り口を割ってきた。ずるりと挿ってきた指を、拒絶するのは難しかった。

「あぁ……や……うぅぅ、ん」

　深い場所で小刻みに揺すられ、そこから湧き上がった甘い痺れは典孝の脳天まで蕩けさせる。気持ちよくて、感じて──自分が自分でなくなったみたいだった。

　典孝は章吾の肩にしがみつき、喘ぐことしかできない。

「いいの？」

　耳じ朶だを食はまれながら囁くように問われ、すすり泣いた。

「ち……がう……俺は、ゲイじゃ……」

　ゲイじゃないから、男に、章吾に触られて気持ちよくなるなんてあり得ない。だからこうなっているのは、きっとなにかの間違いだ。

　小さく首を横に振ると、なおも甘美な言葉が耳をくすぐってきた。

「知ってる。でも、いまはしょうがない。どれだけ乱れても、市原さんのせいじゃなくて、全部媚薬のせいだ」

　この一言に救われる。いま典孝がこうなっているのは媚薬を使われたからで、自分のせいではない。我を忘れるのはしようがない、と。

「あぁ……」

　頰や首筋、耳朶にキスされながら前と後ろを同時に愛撫され、わずかに残っていた羞恥心も焼き切れる。理性なんてとっくに手放していたので、媚薬のせいと呟つぶやいた典孝は、自分から章吾に身体を擦りつけた。

「そんなにしがみつかないで。あなたに密着されると、たまんなくなるから」

　その言葉を証明するかのように、章吾の吐息は熱い。声も普段より上擦っていて、昂奮が伝わってくる。

　なにより太腿に当たっている硬い昂たかぶりが章吾の状態を教えてくるのだ。

　典孝もたまらなくなってきた。

「……ぅん」

　いまは普通ではない。だから、自分はゲイじゃないとか、こんなのおかしいとか、どうでもいいと思っている。

　なにを口走ったとしても、それはこの状況が言わせていることなのだ。

　俺のせいじゃない。

「俺だけ……こんな恰好で……」

　典孝にしてみれば、精一杯の誘い文句だった。章吾も自分と同じ、普通ではない状況に置いてやりたい、その一心だったのに駄目だと拒否される。

「俺が服脱いだら、あなたがまずいことになるよ」

　章吾はそう言ったが、これ以上なにがどうまずくなるのか典孝にはわからなかった。

　いまさらだ。ふたりとも昂奮していて、互いを欲している。もし我慢できるなら、初めからこんなふうにはなっていない。

　典孝はこれまで以上に身体を密着させると、本能に従い、Ｖネックから覗いている金のネックレスに唇を押し当てた。

「──市原、さん」

　章吾の声が熱っぽく掠れた。一度離れ、典孝をベッドに仰ぎよう臥がさせたかと思うと上から跨またいで見下ろしてきた。

　そのまなざしも声同様に熱く、身体じゅう舐め回されているみたいだと思ったのはきっと錯覚ではないのだろう。

「あなたが誘ったんだ」

　Ｖネックのニットを脱ぎ捨てた章吾は、引き締まった上半身をあらわにする。その手でパンツの前もくつろげると、片脚ずつ抜いてボクサーパンツ一枚になった。

　典孝の太腿に触れていた昂ぶりを目でも確認して、鼓動の速さで心臓が痛くなる。ボクサーパンツをずらした章吾が誇示するように自身を摑み出したせいで、いっそう大きく脈打ち始めた。

「大丈夫。触ってくれなんて言わない。見てるだけでいい」

　その一言で、典孝の目の前で自慰し始める。見るのは二度目だが、今回も食い入るように見つめてしまう。

　不思議なほど嫌悪感はなく、無意識のうちにそこに手を伸ばしていた。

「……そういうことされたら、可愛がって、厭ってほど泣かせたくなるだろ」

　章吾が口角をくいと上げる。自身から離した手で典孝の脚を抱え上げたかと思うと、そこに顔を埋めてきた。

「あぅぅっ」

　いきなり根元まで咥くわえられ、吸いつかれる。ナギにも耀司にもされたし、過去には女性にもされた経験があるのに、章吾のそれはまったくちがう。

　このまま食われてしまうのではないかと不安になるほど激しく、熱く、それが典孝を乱れさせた。

「あ、あ……い……っ」

　指が後ろに挿ってきた途端、章吾の口中で果てる。最後の一滴まで搾り取るように口を使われ、激しい絶頂に涙があふれた。

　舌で砲身を宥なだめながら、後ろを刺激されては萎える間もない。自分の体内がしっとりと章吾の指に絡みつくのを感じ、また声を上げる。

　恥も見み栄えもない。ただ気持ちいい、それだけだ。

「佐倉さ……っ、あぅ……んっ」

　これほどの愉悦があるとは知らなかった。こんな感覚を知ってしまったら自分が変わってしまいそうで怖い。

「苗みよう字じ嫌いだって言っただろ？」

　思案する必要はなかった。ずっとそう呼んでいたように、自然に口からこぼれ出た。

「章、吾くん……」

　名前を呼ぶと、章吾がほほ笑み、褒美とばかりに濃厚な愛撫を与えてくる。

「や……っ」

　これ以上はどうにかなるからやめてほしい。その気持ちは本当なのに、中を刺激されると感じてしまい、腰から下が消えてなくなりそうな錯覚に囚われた。

「中が熱くて、溶けてる」

　いままでで一番甘ったるい声でそう言われ、全身の肌が粟立つ。触れられていない場所まで章吾に触れられている、そんな気がして咄嗟にすがる場所を探し、両手で空を搔いた。

「厭……だ」

　この言い方は適切ではなかったが、他にどう表現すればいいのかわからず「厭だ」と何度か口にした。

　典孝の中心から顔を上げた章吾は典孝の手首を捕らえると、自身のものへと導いた。

「厭がってもやめないって言っただろ？」

　典孝に触らせたまま、どこに準備してあったのか、パッケージを破ってコンドームをつけていく。必然的に手伝うはめになり、このあとのことを考えて頭が沸騰しそうになった。

「俺は……」

　口を開いたものの、なにを言おうとしたのか自分でも判然としない。章吾の双眸には燃えるような欲望が映し出されていて、それに応えて自分の奥が疼いている、それだけだった。

「いい声聞かせて」

　唇に直接囁いてきた章吾が、そのまま軽いキスを何度かくり返した。と同時に、入り口に硬い先端を感じ、典孝は息を吞んだ。

　このまま挿れられる──そう思ったのに、覚悟していた衝撃はこない。入り口を擦ってくるばかりの章吾に戸惑う。

　ここまできて、どうして。

　厭がってもやめないと言ったくせに。

「ふ……ぅ」

　擦られるだけの入り口が熱くなってくる。じれったくて、じっとしていられなかった。

「そんなに吸いついたら、加減できなくなるよ」

　章吾のその一言で自覚する。じれったく感じるのは、体内が章吾を欲しているせいだ。早く章吾のもので満たされ、思い切り擦られたいと望んでしまっている。だから、入り口に章吾を押し当てられて、意思とは関係なく吸いついてしまうのだ。

「う……そだ」

　でも、まだ認めるのが怖くて、かぶりを振る。

　章吾が、もう一度触れるだけのキスをしてきた。

「俺が欲しい？」

「……っ」

　返事はできなかった。章吾も必要としていなかったのだろう。すぐに熱い昂ぶりが入り口を抉じ開けてきた。

「……あ、痛っ、怖い……怖、いっ」

　あまりの衝撃に、一気に快感が去る。苦しくて、怖いと訴えるのに強引に進められる。

「リラックスして。これだけ濡れてたら痛くないはずだから」

「でも……っ」

　自然に逃げてしまう典孝の身体を縫い止め、章吾はゆっくりと、しかし躊躇することなく思いどおりにしていった。

「ほら、痛くないだろ？」

　頰を指で擦られながら問われ、そうかもしれないと思う。圧迫感はあるが、痛みは確かに薄い。

「けど──やっぱり、怖い」

　怖いと口にして、自分は怖かったのだと自覚する。「厭」よりよほどしっくりくるが、典孝が恐れていたのは行為そのものではなかった。ようするに、それによって自分が変わってしまうのではないかという、怖さだ。

　章吾は典孝の前髪を搔き上げ、あらわになった額に口づけてきた。

「もうちょっと頑張ったら、怖さもなくなると思うよ」

　どういう意味なのかとは聞かなかった。

「あ……」

　その必要がなかった。もう腹の中はいっぱいだと思ったのに、典孝の脚を抱え直して揺すり上げた章吾はなおも深い場所へと挿ってくると、深く唇を合わせた。

「あぁ、う」

　脚を大きく開かされ、揺さぶられて、典孝が味わったのは快感だ。

　夢中でキスをしながら、勝手に声が出る。

　いやらしい、喘ぎ声だ。こんなあられもない声なんて出したくないのに、抑えようとしても抑えられない。キスされ、胸を撫で回されて、我慢できずに両手を自分の性器にやった。

「あ、んっ、ああ……」

「そんなにきゅうきゅう締めつけられたら、俺がもたないって」

「うぁぁ」

　手は動かしていないのに、奥深くを突き上げられた瞬間、勢いよく射精した。それでも構わず章吾が同じところばかり刺激してきて、典孝は嬌きよう声せいを上げて乱れる。

「やぁ……も、や」
















　性器からはひっきりなしに蜜が漏れ、手も腹もどろどろだ。

　これは本当に媚薬のせいなのか。激しい口づけを交わしながら、章吾自身に酔わされているような気がしてくる。

「初めてなのに、ちゃんと腰動かせるんだ？」

「うぅ、んっ」

「市原さんがすごくよくて、可愛いから、俺ももう出そう」

　章吾の言うとおり、いつの間にか自分で腰をくねらせている。自分と章吾以外、他のすべてが意識から消える。

「あなたの一番感じるところに擦りつけて──いかせて」

　熱い吐息とともに耳じ語ごされ、典孝は陶然とする。

「ああ──」

　体内で章吾が爆はぜ、コンドームの膜越しであっても十分熱く、激しく、体内の性感帯に絶頂を叩きつけられる。その瞬間、あまりの快感に典孝自身も何度目かのクライマックスを迎えたのだ。

　甘い口づけに身も心も蕩かされる。

　自分がどんな目で章吾を見ているのか、典孝にはわかっていた。

「もう一回、していい？」

　だから、そう問われたときも拒絶せず黙っていた。

　章吾と、彼に与えられる愉悦に身を任せ、官能の波に溺れる。いまの典孝には、それがなにより自然で、大事なことに思えたのだ。











６






　バーのカウンター席でマッカランを舐なめながら、昨日のあれはなんだったのかと章しよう吾ごは思う。

　何時間抱き合ったのかわからなくなるほど、セックスに没頭したのは久しぶりだった。普段の生真面目さが噓うそのように色っぽく、素直に頷うなずく様が可愛かわいくて、我を忘れてしまった。

　あまりによくて、自分としては、できればその後もだらだらとセックスしていたかったのに、半ば意識を手放すように眠った市いち原はらは、目を覚ますや否や、章吾の手を拒絶した。

　──帰る。

　その表情からやわらかさは失うせ、よろめきながらベッドから起き上がると、一度も振り返らずに衣服を纏まとってひとり出ていってしまった。

　市原のことだから戸惑っているのだろう。しばらく時間を空けるかとこっちは気を遣ったつもりなのに、今日、あっさり向こうから電話があった。

　──もう、連絡してこないでくれ。

　約束の期限にはまだ三日ほど残っていた。

　──どういう意味？

　章吾の問いに、抑揚のない声が答えた。

　──そのままの意味に取ってくれていい。もうきみとは会う機会はないだろうし、あと三日あってもなくても同じことだろう。

　──これで終わりってことか。

　なぜそんな言い方をしたのか、自分でもわからない。当然、ふっと市原が嗤わらった。

　──終わりもなにも、始まってすらなかった。

　市原の言うとおりだ。つき合おうと持ちかけたのも、期限付きで連絡をしたのもほんの出来心からだった。駄目なら駄目でよかったし、ちょっと気になる相手だから愉たのしめるだろうくらいの軽いノリだったのだ。

　初めから、本気でどうにかなろうと思ったわけではない。

　だが。

「……俺に跨またがって腰振ってたくせに」

　最後のほうは完全に媚び薬やくの効果は消えていたはずだ。それでも市原が乱れて自分を求めてきたのは、間違いなく彼自身の本能によるものだと思っている。

「まだ抜くなって甘えてきたのは、誰だよ」

　舌打ちをした章吾は、あまりにみっともない愚痴に髪を搔かき毟むしりたい衝動に駆られた。

　いくら責めても、向こうにその気がなくなった以上どうすることもできない。結局縁がなかったと、そういうことだろう。

　ため息を殺し、グラスに口をつけたとき、熱い視線を感じて顔を横へ向けた。三つ離れた席に座る三十代の男が、章吾を見てはにかんだ。

『PussyCat』以外のバーに入ること自体久々なので、知らない男にこなをかけられるのもしばらくぶりになる。その場限りのセックスはもともと好みではなかったが、鬱々としているいまならいい気晴らしになるかもしれない。

「ひとり？」

　席を移動して隣に座ってきた男に、章吾も笑いかけた。

「そうだね。あなたは？」

　見た目がそこそこよく、清潔感のある男だ。身体からだのラインがはっきり出るシャツとパンツは、自分に自信があるからだろう。

　一夜の相手には申し分ない。

「ひとりに決まってる。本当は今夜は家でゆっくりする予定だったんだけど、出てきてよかった。きみみたいな恰かつ好こういい子と会えたんだから」

　真っ白な歯を覗のぞかせた彼に、章吾は店の奥へと視線を流した。

「トイレに行こうと思うんだけど、一緒にどう？」

「もちろん」

　二つ返事で承知した男が、先にスツールから腰を上げる。こういうのも久しぶりだと思いつつ、彼のあとを追いかけた。

　トイレの個室に入るとすぐ、男は章吾を便座に座らせるが早いか、慣れた手つきでパンツの前を開きにかかる。一言も言葉を交わさず、手早く章吾にコンドームをつけて口淫を始めた男の頭頂部を眺めながら、手軽なもんだなと苦笑した。

「ん、ん……あ、すご……おっきい」

　恍こう惚こつとした表情でしゃぶりついていた男が、そこから顔を上げた。パンツを脱ぎドアに引っ掛けてから、自身のものにもコンドームを被かぶせて跨がってくる。

「ああっ」

　オイルでも塗ってあらかじめ準備をしていたのだろう、奥まで一気に挿はいる。自分の上で男が激しく躍り、悶もだえる間、章吾はただそこに座っていればよかった。

「……楽でいいな」

　思えば、市原は面倒な男だ。素直じゃないし、意地っ張りだし、愛想の欠片かけらもないし、すぐ見み栄えを張るし。

　そのぶん章吾も手間をかけなければならなかった。宥なだめたりすかしたり、こっちは精一杯気を遣ったつもりだ。

　いや、そもそも面倒事は苦手なのだから、こうなってよかったのだろう。柄がらにもないことをしたから、しばらくの間引き摺ずるのはどうしようもない。

「あ、いいっ。すご、気持ちいいっ」

　激しく腰を振る男が、唇を近づけてきた。反射的に顔を背けたせいで恨めしげな目で睨にらまれたが、そういう気分ではなかった。挿入までしておいてキスはさせないなんて、どこの乙女かと自分で嗤えてくるが、厭いやなものは厭だ。

「え……あ、噓」

　男が抗議の声を上げる。

　それも当然で、章吾自身信じがたいことだが、途中にも拘かかわらず萎えてしまっていた。一気に元気をなくした性器が、男の中からずるっと抜け落ちる。一度縮んでしまったものは、まったく役立ちそうになかった。

「最悪！」

　怒って出ていく男を見送る。きっと今夜のうちに、あいつはインポだと噂うわさが広まるだろう。

　つい昨日、呆あきれるほど夢中になってセックスしたというのに、いったいどうなってしまったのか。

「……なにやってるんだ、俺」

　どっと疲れを感じ、後始末をしてトイレを出る。その後は飲み直す気にはなれず、ひとりでバーをあとにした。タクシーを求めて大通りへと歩く傍ら、なんだろうなと呟つぶやいた。

　どうも調子が悪い。あれからだ。市原に、もう会わないと最後通つう牒ちようを突きつけられてから。

　首を左右に傾けたとき、上着のポケットの中で携帯電話が震え出した。

『ごめん、章吾くん。悪気はなかったんだ。ちょっとやきもち焼いちゃっただけだから！　べつに、あのひとと章吾くんの仲を裂こうとか、そんなの思ってないし。確かにあのひと癇かんに障るけど、章吾くんがいいなら、俺は応援するよ！　ていうか、あのあとちょー盛り上がったんじゃない？　もしかして、俺に感謝してくれたりしてー、なんてね』

　耳にやった途端、捲まくし立ててきたナギにうんざりする。

『いや、本当にごめん。反省してる。あ、明後日リニューアルオープンの日でしょ？　お祝い持って顔出すから』

　謝るよう、耀よう司じに強いられたにちがいなかった。ナギにしてみれば、自分の代わりに殴られた耀司の言葉には逆らえないだろう。

「べつに謝らなくていい。あと、あのひととはなんでもないから」

『え』

　それほど驚くことなのか、ナギが一瞬絶句した。

『……それって、俺のせい？　俺が媚薬入りローションなんて使ったから、章吾くんまで嫌われちゃったの？』

　めずらしく殊勝な声を聞かせたナギに、ちがうと軽い調子で答える。

『じゃあ、なんで？』

「なんでって、それは──」

　なんでだろうと考える。

　毎日電話をして、テニスをして、食事もした。セックスにしても、あれほど愉しめたのだから、身体の相性もよかったはずだ。

『だって、市原さん、あのとき章吾くんの名前呼んだんだよ。章吾くんのことが好きだからじゃないの？』

「…………」

　ナギの言う「あのとき」がいつなのか、問うまでもない。我を忘れている状況で名前を呼ぶことに、どんな意味があるのか。

「俺とは、もう会いたくないってさ」

　きっとたいした意味なんてなかったのだろう。誰でもいいから助けが欲しかった、それだけだ。

『……噓、章吾くん、市原さんに振られちゃったんだ？』

「────」

　なにかが心臓に突き刺さった気がした。なんだろうと首を傾かしげ、自分の胸を手で押さえた章吾は、その理由にようやく気づく。

　つまり、自分は傷ついているのだ。

　面倒な手順まで踏んで会っていたのに、互いに溺れ、忘れられない夜を過ごしたと思ったのに、あっさり別れを告げた市原にショックを受けている。

　やっと腑ふに落ちた章吾は、はは、と笑った。

『なになに！　どうしたの？　大丈夫？』

　ナギの心配する言葉を聞いても、笑いが止まらない。

「俺、失恋したみたいだ」

　こういう感覚を忘れていたせいで、うっかり気づかなかった。相手を気遣い、窺うかがいながら距離を縮めていこうとするなんて、まだ真っ白で何なに色いろにも染まっていなかった頃の、まさに思春期の甘酸っぱい恋のようではないか。

『章吾くん、可か哀わい想そう！』

　携帯電話の向こうでナギがしくしくと泣き出す。隣で耀司が慰める声が微かすかに聞こえてきて、章吾は笑うのをやめた。

「今度自や棄け酒ざけにつき合ってくれ」

　もちろんだと、ふたりの声が重なる。

『でもね、もう一回チャレンジしてみたらどうかな。だって、章吾くんが振られるなんておかしいよ。章吾くん、ちょー恰好いいもん。あのとき、市原さんを助けに来た章吾くんも王子様みたいだったよ』

　ナギの慰めの言葉には、なぜかくすぐったい気持ちになる。バーテンと客。日頃はそれだけの関係だが、たまにはこういう湿っぽいつき合いも悪くないような気すらしてくる。

　電話を切ると、視線を上空へ向けた。灰色の雲の隙間から、うっすらと三日月が覗いている。

「王子様、か」

　空を見上げたのも久々だと思いつつ、今日は電車にしようと章吾は駅への道をのんびり歩いた。










　──これで終わりってことか。

　章吾のあの一言が、頭の隅にこびりついて離れない。自分がなんと答えたのか、よく思い出せなかった。

　どれほど乱れ、嬌きよう態たいを演じたか、その記憶ばかり強く残っていて、一刻も早く電話を切りたかったのだ。

　章吾を前にすると、自分は駄目になる。

「……終わり、以外のなにがあるんだ」

　一度目も二度目も、自分は騙だまされただけだ。一度目は酒のせいで抵抗できなかった。二度目のときは、媚薬を使ったとナギが明言した。二度とも典のり孝たかは不可抗力であんな目に遭ったのだし、嫌悪すべき行為であるはず、だ。

　けれど、瞼まぶたの裏に浮かぶ章吾の顔はどれも優しい。典孝に触れてきた手や唇は熱く、繊細な物を包み込むようだった。

　そのせいだろう。途中から、やめたくないと思ってしまった。このままずっと抱き合っていたいと、曖あい昧まいになった思考の中で考えていた。

　いや、きっとなにかの間違いだ。媚薬のせいでおかしくなっていたにちがいない。なぜなら、章吾は男なのだから。

　男である自分が同性の章吾に特別な感情を抱くなんて、絶対にあり得ないことだ。

「おまえ、本当に行かないのか？」

　すぐ傍そばで聞こえた前まえ田だの声に、はっとする。事務所に残っているのは、典孝と前田のふたりだけだった。

　前田とアシスタント、そして西にし島じまは、リニューアルオープンした『PussyCat』がささやかなレセプションを催すというので、これから向かうことになっている。営業担当だった典孝も普段なら出席するが、体調を理由に断っていた。

「すみません」

　頭を下げると、しようがない奴やつとでも言いたげに前田が肩をすくめる。おそらくゲイバーだから行きたくないのだと思っているのだろう。

　まったくの勘違いとも言えない。『PussyCat』がゲイバーでなかったなら、なにも起こらなかったのだ。

「じゃあ、電気消して帰れよ」

　前田の言葉に頷き、デスクに座ったまま見送る。ひとりになった所内で、典孝は椅子の背せ凭もたれに背中を預け、天井を見上げた。

　フロアの奥半分の電気が消えているのは、経費節減のためだ。無駄は敵と言って憚はばからない社長の方針だった。

「……帰るか」

　デスクの上を片づけ、持ち帰りの資料を鞄かばんにしまう。あとは椅子から立ち上がり、電気を消して出るだけだが──どうにも腰が重かった。

　忘れたいのに、気を抜くとまた章吾との電話を頭で反はん芻すうしてしまう。

　──これで終わりってことか。

　章吾は、どういうつもりであの言葉を口にしたのだろう。典孝に、なんと答えさせたかったのか。

　あのときの章吾の口振りがどうしても思い出せない。ベッドでの行為は鮮明に記憶に残っているというのに、肝心の部分はまるで穴でも空いているみたいにすっぽりと抜け落ちてしまっている。

　思い出せないとなると、むしょうに確かめたくなる。

　──これで終わりってことか。

　あの問いかけに、自分はどう返答した？

　どうしてもわからず、そのうちストレスを感じ始める。苛いら々いらしながら衝動的にデスクの上の携帯電話を手に取ると、連絡先を開いた。

　さ行の一番上にある『佐さ倉くらさん』の文字に、どきりとする。

　いったいなにをしようとしていたのか。章吾に電話をかけて、あれはどういう意味だったのか、自分はどう答えたのかと聞こうとでもいうのか。

　もう会わない、連絡もしないでくれと言ったのは、典孝自身だ。

　携帯電話を凝視したまま、なにもできなくなる。帰ることも、電話をかけることもできず、しばらくただじっと椅子に座っていた。

　どれくらいそうやっていただろう。あまりに静かだったせいで、手の中の携帯電話が震え出したとき思わず落としそうになった。慌てて持ち直した典孝は、そこに表示された名前を見て息を吞のんだ。

　レセプションの最中のはずだ。章吾は、バーテンダーの仕事で忙しくしている頃。

　きっと誰かの悪戯いたずらだろう。ナギか、耀司か、他の客か。そう思いながらも震える指で通話ボタンを押す。

「……はい。市原です」

　応答はない。賑にぎやかな音楽や声も聞こえず、周りは静かだ。

「あの──」

　典孝が再度呼びかけると、短い呼気が返った。

『あー……かける相手間違えたみたいだ。ごめん』

　章吾の声だ。章吾本人だったが、かける相手を間違えたらしい。

「いえ」

　それはそうだ。連絡するなと典孝が言ったのだから。

『じゃあ』

　その一言で章吾は電話を切ろうとする。この電話が切れたら、もう二度とかけてくることはないのだろう。

「あ、お店。リニューアルオープン、おめでとうございます」

　慌ててそう言うと、どうも、とどこか気もそぞろな返答があった。きっと忙しいのだ──わかっているのに、典孝は言葉を繫つなげていく。

「本当は、担当者として出席させてもらいたかったんですが、他に仕事があったせいで失礼しました」

『体調不良って聞いたけど？』

　すぐさま突っ込まれて口ごもる。噓がばれて、うなじが熱くなった。

「両方、です」

　それでもまだ、電話を切る気にはなれない。自分でもどういう心理なのかと怪け訝げんに思う。

『そう。まあでも、いいんじゃない？　どうせみんな勝手に盛り上がって、手酌で飲んでるし。俺もお役ごめんで一服しているところ』

「みなさん、久しぶりで喜んでいるんでしょう」

　普通に話そう、できるだけ自然に、と努力している時点でおかしい。努力してまで、典孝は電話を引き延ばそうとしているのだ。

『そうかもな』

　章吾が黙り、間が空く。

「新しい内装は気に入ってもらえましたか」

　一瞬の沈黙も耐えられず、すかさず水を向けた。しかし、

『市原さん、俺と雑談したいの？』

　章吾の一言に、典孝はまたしても返答に詰まる。

　雑談がしたいわけではなかった。だとしたら、電話を引き延ばしてなにがしたいのか。

『それとも、俺を繫ぎ止めたいの？』

「…………」

　考えもしなかった問いかけに、自分でも驚くほど動揺する。否定しようにも言葉が出てこない。

　まさか、自分は章吾を繫ぎ止めようとしている？　でも、拒絶したのは典孝自身だ。拒んでおいて繫ぎ止めたいなんて、矛盾している。

　はあ、とため息が耳に届いた。

『噓。間違って電話かけたんじゃない』

　章吾が、投げやりな口調になった。

『市原さんが来ないから、振られ男としては、公私混同すんなって嫌みのひとつも言ってやろうと思ったんだよ。けど、あなたの声聞いたらなにも言えなくなっちまった』

「振られ男としては？」

　典孝は、そこに引っかかって鸚おう鵡む返しする。

『振っただろ？』

　章吾が小さく舌打ちをした。

「誰が、誰を？」

『だから、市原さんが、俺を』

　ちがう。そういう話ではない。典孝が章吾を拒否したのは、そうせざるを得なかったからだ。章吾の存在を否定しなければ、典孝自身が覆されてしまう。これまでの生活も、培ってきた経験も。考え方も。

　いままでの自分を捨てる勇気は、典孝にはない。

「振るとか、振られるとか……そんなんじゃない。もとに戻るべきだったからです。だいたい告白されてもないのに、振るなんて」

　思い出した。

　──終わりもなにも、始まってすらなかった。

　あのとき、これで終わりってことかと章吾に聞かれて、典孝はそう返したのだ。

『あー、そうくる？　だったら、告白しようか？　始まってないって言うなら、俺と始めてくださいって。それとも、もっとストレートに、あなたを好きになったって言ったほうがいい？』

　はっと笑い声が耳に届く。冗談だとわかっているのに頰が引き攣つるばかりで笑えなかった。

　早く返事をしなければ、変に思われる。何度も口を開こうとするが、唇が貼りついてしまったみたいだ。うなじが熱くなり、喉がからからに渇いてきた。

　いったい自分はどうしたというのだ。

『市原さん』

　黙り込んだ典孝を不審に思ったのか、章吾の声に戸惑いが滲にじむ。だが、それも束つかの間だった。

『いま事務所？　行くから、待ってて』

「……いや」

　ようやく声が出る。

『この期ごに及んで？』

　苛いら立だち混じりの問いかけには、そうじゃないと答えた。

「俺が、そっちに行きます」

　ちゃんと話したかった。どうして駄目なのか。拒絶しなければならないのか。

　意外だったらしく、章吾が決まり悪そうに咳せき払いをする。

『じゃあ、待ってる』

　その一言を聞いて電話を切った典孝は、しばらくぼんやりとして過ごす。章吾に会う前に考えをまとめたかったが、無駄だと悟って渋々腰を上げた。

　電話を切ってから三十分以上たって事務所をあとにし、その足でパーキングへ向かうと車で『PussyCat』を目指した。

　ゲイに対する嫌悪が強いのは、自分がゲイだからだと誰かに揶や揄ゆされたが、やはり自覚はない。ただ、章吾のことが気にかかっているだけだ。

　あまりに激しいセックスをしてしまったから、単に性欲を情と勘違いしているとも考えられる。

　だが、また同じ行為を望んでいるわけではなかった。媚薬なんて二度とごめんだし、同性とセックスしたいという欲求はいまでも皆無だ。

　それなら、なぜいま自分は章吾のもとに向かっているのだろう。

　自問自答しているうちに店の近くのパーキングに着く。そこから歩いて『PussyCat』に向かうつもりだったが、車を降りる前に窓をノックされた。

「市原さん」

　章吾が助手席に身を入れてくる。

「店に行くって……」

「酔っ払いどもがいちゃ、まともに話もできないし。ていうか、遅い。電話切ってから一時間以上たってるだろ」

　腕時計を示され、もう一時間もたったのかと思う。いっこうに考えがまとまらなかったから、あっという間に着いたような気がしていた。

「それで、なにから話したい？」

　改めて水を向けられると、なおさら冷静さを欠く。自分から望んで来たはずなのに、いざ顔を合わせると緊張してうまく話せなくなる。他人からすれば容易たやすいことでも、典孝にとっては、この場に来ること自体勇気のいる行為だった。

「俺は、ゲイじゃありません」

　いままで何度も口にしてきた台詞せりふを、ここでも告げる。今日は嫌悪からではなく、自分の心情を章吾に伝えるためだ。

「セックスができたのに、ゲイじゃないなんてって嗤われるかもしれませんが……男が好きとか、欲情するとか、それは、やっぱりちがうんです」

　章吾は相あい槌づちも打たずに黙っている。こんな話しかできない典孝に失望しているのかもしれない。

　典孝ですら自分に落胆している。もっとうまく伝えられるつもりだったのに、章吾を前にすると自分の言いたかったことすらあやふやになる。

　何度も浅い呼吸をくり返した典孝は、前を向いたままフロントガラスの向こうにある街灯を見つめ、懸命に言葉を紡いでいった。

「でも、どういうわけか、きみからもらったネクタイを捨てられなかった。きみの電話番号も消去できなかった。何度もそうしようとしたのに、どうしてもできなくて──その理由を考えてみたんですが、はっきりとした答えはまだ見つかってません」

　わざわざこの程度の話をしに来たのかと、章吾は不機嫌になっただろうか。恐る恐る助手席を窺うと、やわらかなまなざしとぶつかった。

「まあ、いいんじゃない？　ようは男とか同性とか関係なく、俺を好きになればいいってことだろ」

　あまりに軽々しく答えを出され、むっとする。典孝があれこれ悩んでいたことを、たった一言で流すなんてあり得ない。

「茶化すのはやめてください」

　自分がばかみたいに思え、章吾を睨む。

「茶化してない。それどころか、ちょっと驚いてる。俺、結構緊張してるみたいよ？」

　章吾が、ハンドルに置いた典孝の手に自分の手を重ねてきた。手のひらは汗で濡ぬれていて、緊張しているというのが事実だとわかる。

　ぎゅっと握られても、典孝は払わなかった。

「それに、いまのはもう愛の告白でいいだろ」

　普段の典孝なら、即座に否定したはずだ。でも、章吾が照れくさそうな顔をしたせいでタイミングを逸してしまった。

　愛の告白、と自分でも呟いてみる。やはりぴんとこなかったが、章吾の手のぬくもりは心地よかった。

「自信家なんですね」

「こう見えて、意外に楽天家なんだ。よく言うだろ？　恋はするものじゃなく、落ちるものだって」

　章吾にしてはやけに情緒的に聞こえる言葉とともに、繫いだ手を引き寄せられる。唐突に距離が縮んだせいで、心臓が速いリズムを刻み始めた。感情というのは伝染するものなのか、これまでとはちがい、わずかな昂こう揚よう感も伴っている。

　他の誰に対しても、こうはならない。

　そのとき気づいた。三人がかりでと二度の行為を屈辱に感じていた典孝がくり返し思い出していたのは、いつも章吾の手や唇だった。

「俺たちに必要なのは、始めるためにまず互いをよく知ることだと思う。身体だけじゃなくて、内面を。そうだな。まずは、その敬語をやめるところからだな」

　薄暗い車内なのが幸いだ。きっと典孝の頰は紅潮しているだろう。

「あ、やっぱり訂正。身体も含めてってことにして。つい最近思い出したんだけど、セックスって性欲を発散する行為ってだけじゃないんだ」

　真顔でいきなりなにを言い出すのかと思えば……訝いぶかしむ典孝に、章吾は夜の顔とも昼の顔とも異なる、初めて見せるやわらかな表情になった。
















　どこか安穏としたその面持ちに釘くぎづけになる。もっとも彼の素に近いのかもしれないと、漠然とだがそんな気がする。

「愛あるセックス、俺としてみる？」

　少しだけ気恥ずかしそうに切れ長の双そう眸ぼうが細められた。これもまた、初めて見る表情だ。

「しない」

「え。本気？」

「もちろん本気だ」

　典孝の返事を受け、眉間を押さえる様子に笑みがこぼれる。さっきまで胸になにかがつかえているようだったのに、いまはすっかり消え、我ながら現金なものだと自分に対しても笑った。

　ゲイに対する嫌悪感が完全になくなるかどうかわからない。でも、いまの自分にはそれほど深刻な問題ではないような気がするのも事実だ。

「いいな」

　章吾の手のひらが、そっと頰に添えられた。

「笑った顔、いっぱい見せて」

　その手のぬくもり。

　優しい指の感触。吐息。少し甘い匂い。それらひとつひとつを確認しながら、典孝は予感する。

　おそらくそう遠くないうちに自分は落ちる。そして、知ることになるのだろう。同性ではなく、ひとりの人間に惹ひかれるという意味を。

　心が躍る。

　瞼を閉じ、その瞬間を想像すると胸にあたたかさが満ち、なぜか幸せな気分になった。
















　今日、午前十時に市いち原はらとスポーツクラブの前で待ち合わせをして、二度目のテニスで汗を流した。

　誘ったのは、章しよう吾ごからだ。

　──リベンジ、させてくれる約束だよな。

　とは言ったものの、リベンジは二の次で、ちゃんとデートらしいことをしようと考えたのだ。

　いきなり映画やレストランに誘っても市原が厭いやがるだろうことは目に見えていたので、テニスを口実に、自宅に誘うというのが本当の目的だった。

　章吾の目もく論ろ見みはうまくいった。

　リベンジどころか一度目同様二対六で大敗したおかげもあり、ことのほか上機嫌になった市原は、手料理を振る舞うからと自宅に誘うとあっさり承諾した。

　テニスでの敗退に関しては自分のテリトリーに入ってからなんらかの形で一矢報いたいと考えていたのだが……もとよりおくびにも出さず、助手席に市原を乗せてスポーツクラブからまっすぐマンションに戻った。

　十五階建ての九階にある１ＬＤＫに招いたとき、明らかに市原は意外そうな顔をした。おそらくモデルルームみたいな洒しや落れた部屋を想像していたのにいたって普通だったせいで、拍子抜けしたのだろう。

「幻滅した？　俺、たぶんあなたが思っているよりずっと普通の男だから」

　同年代の男の中では綺き麗れい好きなほうだというくらいで、なんの変哲もない、いたって無難な部屋だ。市原の目には、ゲイバーのバーテンダーというだけで異質に見えるのかもしれないが、性的嗜し好こうが多少他人とちがう程度で中身はごく一般的だと章吾自身思っている。

「いや、幻滅したわけじゃなくて」

　だが、そう前置きした市原は、予想外の返答をした。

「なんというか、ほっとしたんだ」

　まさかこんな一言が返ってくるとは思わず、不意打ちを食らう。実際、苦笑を浮かべた市原の顔には、緊張と少しの安あん堵どがあった。

　市原こそ普通とは言いがたい。これまでゲイもノンケも含めていろいろな人間に会ってきたけれど、市原ほど他人の言動に敏感で、まともに受け止める者は知らない。

　同時に、そこが可愛かわいいところだとも思う。きっと自分は、市原のそういうところに惹ひかれたのだろうと、いまさらながらに実感していた。

「なら、よかった」

　一言返した章吾は、急にふたりきりだと意識し始め、むしょうに触れたくなってくる。抱き締めて、キスくらいしても許されるはずだ。と、危うく欲求に流されかけたが、すんでのところで思い直して我慢する。市原を自宅に呼んだ目的は手料理を食べてもらうことなので、自ら台なしにするわけにはいかずおとなしくキッチンに立った。

　昨夜から決めていた、シーフードのパスタに生ハムのサラダ、真ま鯛だいのカルパッチョを手早く作ると、ふたりでソファに並んで座った。

「いただきます」

　真剣な表情で一口食べた市原からは特に感想はなかったものの、食べ方が綺麗で、見ているだけで満足だった。

　食事をすませたあとは、往年のテニスプレイヤーのＤＶＤを鑑賞しつつコーヒーを飲んだ。

　もとより章吾はＤＶＤなどほとんど観みていなかった。時折市原の横顔を窺うかがっては、そのあとの手順を考えていた。　

　市原は思っていた以上に真面目な男だ。身体からだから始まったぶん、まだ追いついていないであろう心を添わせる必要があった。一から関係を作り上げていく覚悟はあっても、指一本触れずにすませられる自信はないので、どうやってきっかけを作ればいいか、頭はそのことでいっぱいだった。

　邪よこしまな気持ちに囚とらわれていた自分をよそに、市原がおもむろにデパートの紙袋を取り出したのは、ＤＶＤが終盤に差しかかったときだ。

「ネクタイを、もらいっぱなしというわけにはいかないから」

　まさか市原からプレゼントをもらえるとは思ってもいなかった章吾は、驚きに一瞬目を見開く。今日は、不意打ちをされる日だと内心で浮かれながら。

「なにがいいのかわからなかったからシャツにしたんだが、好みも知らないし、気に入らなかったら捨ててくれ」

　ぶっきらぼうな台詞せりふが市原らしく、柄がらにもなくときめいた。

「なに言ってるんだよ。捨てるわけないだろ。ありがとう。すごく嬉うれしい」

　礼を言うと、照れ隠しなのか市原が顔をしかめる。ＤＶＤを観ている間、きっとタイミングを窺っていたのだろう、そう思うとたまらない気持ちになった。

「いや、こっちこそ手料理──うまかった」

　しかも、この台詞だ。キスくらい、と軽く考えていたが、果たしてキスだけですませられるかどうか、すでに自信はなかった。

「着てみていい？」

　あえて軽い口調で問い、包装紙を解く。黒いシンプルなシャツはラインが綺麗で、市原が時間をかけて選んでくれたものだと察せられた。

　ニットを脱ぎ捨て、上半身裸になる。それとなく横目で確認すると、睫まつ毛げを伏せる市原のどこかぎごちない表情が目に入り、章吾も意識せずにはいられなかった。

　高まる期待を抑えながらシャツを身に着け、両腕を広げた。

「どう？」

「え、あ、ああ」

　感想を聞かれるとは思っていなかったのか、戸惑いを見せたまま市原が口を開く。

「まあ、普通にいいんじゃないか」

　こちらを見もせず口早に言うその様子に、胸の奥をくすぐられる。市原を前にすると、焦るなと自制する半面、むしょうに困らせたくなるのも本心だった。

「釦ぼたん、ひとつくらい外したほうがよくない？」

　わざときっちり留めた釦を示して問い、同意を求める。

「そうだな」

　今度もそっけなく返した市原の手を、章吾は取った。

「なら、市原さんが外して」

　いったいなにを言い出すのかと怪け訝げんに思ったようで、不審そうな視線を向けられる。それでも撤回せずに顎を上げて待っていると、ふいと顔を背けられた。

「自分でやればいい」

　どうして俺がと言いたいのだろう。が、わかっていないのは、市原のほうだ。

「俺が自分でやったら、うっかり全部外して裸になるかもしれないだろ。俺が脱いで困るのは、市原さんだと思うけど」

　言葉とともに熱のこもったまなざしを向ける。市原があからさまに視線を彷徨さまよわせた。きっかけを探していた章吾にとっては喜ばしい展開で、次にやるべきことは決まっていた。

「市原さん」

　これまでとは声音を変え、市原のうなじに手を伸ばす。触れた瞬間びくりと跳ねた肩を抱き寄せようとしたが、そうする前に払われた。

　ソファから立ち上がった市原は床に落ちているニットを拾い、章吾に差し出す。

「シャツを脱いだら、またニットを着ればいいだろう」

　もっともな返答だ。拒絶されたと本来なら失望してもいいはずなのに、自分を睨にらんでくる市原を前にしてなぜか可お笑かしくなる。

　ようするに、この場の主導権を握っているのは市原だ。市原には章吾が余裕の態度に見えているのかもしれないが、実際はちがう。章吾は、市原をこの場に引き止めるために必死になっているだけなのだ。

　その事実に気づき、甘ったるい気持ちになった。

「わかった。脱がないから、抱き締めさせて」

　下手な小細工などせず、ストレートに伝える。

　頰を強こわ張ばらせたものの、市原は黙って唇を引き結んでいる。返事がないのをいいことに、章吾は市原の肩に手を置き、そのまま抱き寄せた。

「よかった。厭がられるかと思ったから」

　満更冗談でもなく苦笑いすると、小さく舌打ちが返る。

「だから……一応つき合ってる相手を厭がるとか、ない」

　尖とがった声で抗議してきた市原には、白旗でも上げたい衝動に駆られた。ちゃんとつき合っていると認識しているし、章吾を受け入れようと努力もしてくれる。そのためにどれほどの葛藤があったか。市原の心情を考えると胸の奥が震えた。

　こういうときめきは、ずいぶん長いこと忘れていた。市原が思い出させてくれたのだ。

「キスしたい」

　調子にのって、欲を出してしまう。あわよくばベッドにも──という期待は、脆もろくも砕かれた。

「──しない」

　いっそ不機嫌にも見える縦たて皺じわを眉間に刻んだ市原に、つい章吾もむきになる。

「え、なんで？　つき合ってるんだからキスくらい当然だろ」

　まさか自宅まで来ておいてなにもさせない気かと言外に責めても、市原は頑かたくなに首を横に振った。

「駄目だ」

「なんで！」

　思わず声を荒らげたところで同じだ。いっそう眉間の皺は深くなった。

「その後の展開がわかるからだ。きみと俺では、そもそも経験値がちがいすぎる。今日はご馳走になりに来たのであって、そういうことをしに来たわけじゃない」

　身も蓋もない表現には、頰がひくひくと痙けい攣れんする。やる気を削そごうとしたのだとすれば、まるで逆効果だった。

　いまのは、市原がキスしたあとの行為を想像したと告白しているも同然だ。となれば、どんな想像をしたのか根掘り葉掘り聞き出したくなるのも至極自然な心理だろう。

「なら、教えて。キスしたら、俺がどうなるって言うの」

「だから──」

　そこで言葉を切った市原は、渋い顔で舌打ちをする。どうしても言わせたくて、章吾は上目遣いで顔を覗のぞき込んだ。

「自分じゃわからない。教えてもらわないと、もし市原さんが厭なことを俺がしてても気づかないままになるだろ？」

　市原の頰が微かすかに赤らむ。

　唇に歯を立てる様にすら、ぞくぞくした。

「ねえ、教えてよ」

　もう一度、今度は耳元に唇を寄せて囁ささやく。本当は耳じ朶だにキスしたかったが、その前に市原が身を退ひき、両手で耳を覆った。

「いまみたいなヤツだ！」

　吐き捨て、章吾を睨みつけてくる。自分がどんな顔をしているのか、市原自身は気づいていないようだ。

　羞恥心を滲にじませ詰なじってくるその姿は不快そうにも見える。でも、それは表面上に過ぎず、少しだけ染まった頰と揺れる瞳が章吾に市原の本心を伝えてくる。

　つまり、とても他人には見せられない顔だ。

「きみは……そうやって強引に押し切るだろう。甘えれば、俺がなんでも許すと思っているのなら大間違いだ」

　だが、どうやら章吾自身にも言えることだったらしい。

　なにしろ「甘えれば」なんて言葉は初めて聞く。代わりに「どこか冷めている」「自分を崩さない」と責められた過去なら何度もある。

　そんな自分だから、甘えているのが本当だとすれば、半分は市原のせいに他ならない。

「俺、市原さんに甘えてる？」

　この問いには、不本意そうな表情で肯定が返る。

「そっか。甘えてるのか」

　自分でくり返し、いい気分になった。

　市原の指摘どおり、それなりに経験はある。身体だけの関係の男もいれば、自分なりに真面目につき合った相手もいる。

　市原との関係は、おそらく過去のどの恋愛ともちがうものになるのだろう。

「やっぱりキスしよう」

　章吾はほほ笑み、市原をまっすぐ見つめた。

「俺はじっとしてるから、市原さんからしてほしい」

　章吾の要求に、またとでも言いたげに市原は口元を歪ゆがめたが、気づかないふりをする。これからふたりの間に起こることはすべて初体験になるのだから、どう転んでいくか章吾自身にもわからなかった。

「ほら、俺はこうして両手を後ろに回しておくから」

　それならいいだろ、と市原を促す。

「…………」

　待たされたのは、ほんの数秒だった。束つかの間、思案のそぶりを見せた市原はわかったと頷うなずくが早いか、章吾の肩を両手で摑つかんできた。

　唇が近づき、やわらかい感触がある。息を止めているのか、市原の唇は引き結ばれたままだ。

　物足りなくて口を開いても、舌が中へ入ってくることはない。仕方なくこちらから舐なめると、一瞬躊躇ためらったように唇を震わせ、離れていった。

「今日はここまで」

　本気でそのつもりなのか、その一言で市原は身を退く。章吾は、反射的に腰へ腕を回して引き止めた。

「約束がちがう」

　当然すぐさま抗議されるが、この場合は章吾だけではなく市原にも責任があるだろう。もし触れ合うだけのキスですませるつもりだったなら、章吾が舐めたとき躊ちゆう躇ちよしてはいけなかった。ほんのわずかでもガードが緩むと、そこにつけ込みたくなるのは「つき合っている相手」として当然だった。

「本気で厭なら、俺を殴って逃げて」

　ずるいと承知で前置きをして、すぐさま唇を奪う。強引に抉こじ開けると、戸惑う舌を捕らえ、吸いついた。

「……んぅぅ」

　市原が身を捩よじる。弱々しい抵抗ではよけいに性感を煽あおるだけだ。すっかりその気になってしまった章吾は、慌ただしく市原のチノパンからシャツを引き抜くと、そのまま裾から手を差し入れた。

　同時に体重をかけ、市原を追い詰める。じりじりと後あと退ずさりした市原はソファに脚を取られて背中から倒れ込んだ。もとよりそのつもりだったので後頭部を打たないように手を添えたが、それも気に障ったらしい。首を左右に振って口づけを解いた市原が睨みつけてきた。

「俺の話を聞いてたか」

　とはいえ、頰どころか首筋まで赤らんでいてはなんの効力もない。都合がいいと責められようと、章吾の目には誘っているようにしか見えなかった。

「聞いてた。だから、本気で厭だったら殴っていいって言っただろ？」

　市原がそうしないとわかっていてくり返す。思ったとおり鼻に皺を寄せ、厭そうな顔にはなったものの、抵抗はそれだけだった。

「きみ、意外に子どもっぽいところあるよな」

　代わりに、ため息混じりでそう指摘される。子どもっぽいと言われたのも初めてだ。結局のところどちらのせいというわけではなく、こういうのも相性なのだろう。

「だったら子どもじゃできないことさせてよ。俺たち、つき合ってるんだから」

　額にキスをすると、いっそう眉間の皺は深くなった。が、やはり市原はそれ以上抗あらがわなかった。

　免罪符も同然に「つき合っている」ことを強調し、つけ込んでいるという自覚はある。同性同士の関係にまだ市原が戸惑っていることも、百も承知だった。

　それでも市原のペースに合わせて、その気になるまで清い交際を続けられるほど自分は物わかりのいい男ではないし、枯れてもいないのだ。隙を見つけたときは、全力でつけ込んでいくに決まっている。

　一番上まできっちり留められている市原のシャツの釦を外すと、アンダーシャツを捲まくり上げる。外気に触れた途端、緊張のためだろう小さな乳首がきゅっと尖るのが見え、衝動的にそこへ顔を埋うずめていた。

「う……ぁ」

　くすぐったいのか、びくびくと跳ねる身体を体重で押さえ、強引に進んでいく。このチャンスを逃す気はなかった。

　市原は気づいていないようだが、酒や催淫剤が介在しない、素面しらふの状態で抱き合うのは初めてだから章吾も真剣だった。やっぱり厭だと拒否されたときはどうやって丸め込もうかと、頭の隅で対策を練りながらチノパンの前をくつろげていった。

　下着の上から確認した市原のものは少しだけ熱を持っていて、ほっとする。もし無反応だったら、いくらこっちがその気でもどうしようもない。

「……ぁ」

　胸を舌先で弾はじき、布越しに撫なで上げた途端、市原の口から明らかに快感を含んだ声がこぼれ出た。気をよくした章吾は手を下着の中に入れ、胸への愛撫を続けながら中心を刺激していった。

「うぅ……あ」

　我慢しきれず時折漏れる喘あえぎ声に、たまらなく昂こう奮ふんしてくる。さっきまでは抗われたときの対策を練っていたが、今度はこのままソファで進めるか、それともベッドに移動するかで思案し始める。

　なんの準備もないのでソファだと最後までするのは難しいが、移動することで中断されるのも躊躇われた。どうするか迷っていると、

「待っ……てくれ」

　微かに潤んだ瞳で止められる。まさかこの期に及んで拒否するのかと疑ったが──そうではなかった。

　章吾を見て言いにくそうに唇を舐めた市原は、ふいと視線を外してから切り出す。

「いつも、一方的にされてばかりなのは……厭だ」

　これで本人に誘っている意識がないのだからたちが悪い。恋愛事を含めて経験値は自分のほうがあるはずなのに、どうしても振り回されているような気がするのはそのせいだった。

「俺の、触ってくれる？」

　とりあえずベッドに移動する余裕はなかったのでそう言うと、市原の視線が戻ってきた。市原の顔からすでに狼ろう狽ばいは失うせ、微かな好奇心や期待が浮かんでいる。本能的な表情には、ぞくりと背筋が震えた。

　ジーンズの前を広げられる間のじれったさも性感のスパイスになり、解放されたときには章吾のものはすでに完全に勃たち上がっていた。

「市原さんに触られたら、すぐ出るかも」

　満更大おお袈げ裟さでもなかったし、実際、恐る恐る指先で触れられた瞬間には喩たとえようのない快感を覚えた。手のひらで包まれ、ゆっくり動かされると、あっという間に射精感が込み上げる。どれほど巧みな口淫より、市原のぎごちない手のほうが気持ちいいと、章吾はうっとりと身を任せた。

「も、出そう」

　熱い瞳で見つめ、吐息を漏らす。

　頷いた市原が手の動きを速めたが、あっさり終わりにするのは惜しかった。

「市原さんも」

　そう言うが早いか、市原の脚から邪魔なチノパンを抜く。

「ちょっと待て……いま、俺が……っ」

「うん。わかってる」

　慌てる市原を躱かわし、自分のジーンズを膝まで下ろした。

　余裕の態度に見えているかもしれないが、一刻の猶予もない。腹の奥から突き上げてくるような欲望をいますぐどうにかしたい、章吾にあったのはそれだけだった。

　これほど強い衝動に駆られるのも、どれくらいぶりか。

　内心で自分に呆あきれつつ、市原に両脚を上げさせる。

「な、にしてる……無理、だ」

　無理やり挿いれられるとでも思ったのか、青あお褪ざめた市原の中心がわずかばかり力を失った。大丈夫と一言だけ返した章吾は手のひらに唾を吐き、それを自身に擦こすりつけるとすぐに市原の大だい腿たいの間に滑り込ませた。

「脚、しっかり閉じてて」

「え……あ……ぅわ」

　初めての行為なのか、市原は目を見開き、動揺する。構わず市原の膝頭に口づけた章吾は、弾力のある内うち腿ももを存分に感じつつ、自分のもので市原の性器を擦り上げた。

「あ、あ……なにす……うぁ」
















　戸惑いの混じる喘ぎ声に煽られ、強引に両脚を抱え込む。開いている右手を市原の胸にやって乳首を抓つまむと、性器にダイレクトな反応が伝わってきた。

　身み悶もだえする市原には、匂い立つような色気がある。今日は素だと思えばなおさら感じて、知らず識しらず章吾も声を漏らしていた。

「章……」

　潤んだ瞳に訴えられて、いいよと頷く。

「俺も出そう。市原さんも、俺のがどろどろになるくらいいっぱい出して」

「あ」

　乳首を引っ搔かいた瞬間、市原が背をしならせた。と同時に勢いよく射精したその姿に引き摺ずられ、章吾もまた思う様吐き出した。

「ああ」

　極みの声を上げる傍ら、胸から離した手を密着している性器にやり、そのまま扱く。

「あ、う……そんな、にするな」

　やめろと言われるとなおさらしたくなり、最後の一滴を吐き出すまで手を上下させたあと、ふたり分の精液で濡れた市原の腹と胸を手のひらで撫で回していった。

「……先に言っとくが、今日はこれで終わりだ」

　疲労をあらわにした市原が、疲れた声で告げてくる。

「年寄りみたいだな。普通はベッドに移動して続きだろ」

　章吾の提案は即座に却下されたが、そう悪い気持ちではなかった。

　しかし、市原はちがったようで、「結局……」と呟つぶやき項うな垂だれる。

「そもそもこんなつもりはなかったんだ……俺にはこれが精一杯だ」

　あげく顔をしかめ、ふいと横を向いてしまう。不機嫌そうな表情を前にして、章吾は確信した。

　近いうちに自分はこの恋に夢中になるだろう。気ままだった以前とは打って変わって、ふたりでいることを前提に物事を考え、よりよい関係を築いていくための努力をし、両の手のひらでそっと包み込むように大事に愛いとしんでいくのだ。

「──わかってる」

　いや、すでにそうなっているのかもしれない。現に胸に広がるのは、市原への甘い情動だ。特別な相手のぬくもりもまた特別なものだと、いまさらながらに実感しながら市原の手を取る。そして、想おもいを伝えるために名前を唇にのせ、口づけた。

　愛の言葉をいつ囁こうか。

　いまの章吾の頭を占めているのは、ただそのことだけだった。








あとがき






　初めまして。こんにちは。

　このたびは、私の初フルール文庫になります今作をお手にとってくださり、本当にありがとうございます。サイトが初出という形式が初めてだったので、新鮮な半面、ちょっとどきどきしました。

　サイト掲載の際は「開発」がテーマだったこともあり、危なっかしい関係のふたりでしたが、最終的に存外可愛かわいいカップルになったのではないかと思っています。

　なにより嵩たか梨なしナオト先生のイラストがスタイリッシュで、色っぽくて、とても素敵なのです。本になって拝見するのが愉たのしみです。嵩梨先生、ありがとうございました！

　そして、初しよっ端ぱなからいろいろとご迷惑をおかけしてしまった担当さん……ほんとすみません。あと、タイトルもありがとうございました。「フォーラヴァーズ」にはふたつの意味が……とお聞きしたときには「おお」と素直に感動しました。

　あとは読者の皆様が少しでも愉しんでくださればいいなと、心から祈るばかりです。
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